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あなとみい







このお話は完全なフィクションです。

モデルとなる特定の人物、場所はありません。

疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

ご理解の上、ご了承下さいませ。
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　Ｌ医科大学研究棟五階の解剖学教授室の窓からは中庭の噴水が見える。宇佐義朗うさよしろうは窓辺に立ってぼんやりとそれを眺めていた。

　資料を探しに教授室に来ている助教の和久田が、聞こえたため息に手を止めた。

「宇佐先生、お考えがまとまらないんですか？」

「あ、いや、そうじゃない。原稿はもう仕上がりました。学会にはもう送信しました」

「えっ、もう？　じゃ、組織の写真は」

「撮り直して添付しました」

「あーもう！　それならそうとおっしゃってくださいよ。僕がいま何探してると思ってらっしゃるんですか！」

「ごめん、すまない。悪かったですね」

　宇佐は軽く頭を下げた。

「いいですよ」

　和久田は気を悪くすることもなく笑った。宇佐はいつもこんな調子だ。もう次のことを考えていて、それで頭がいっぱいなのだ。

　和久田と入れ替わりに講師の萩田がやって来た。勝手に黙ってソファに座り、まだ外を眺めている宇佐を見つめていた。

　しばらくしてやっと気配を感じたのか、宇佐が振り返った。

「おや、いらしてたんですか。失礼」

「淋しいんでしょ」

　つんと突き放したように萩田が言った。

「淋しい？」

「そ。あの子が行っちゃって淋しいんじゃないの」

「ああ……そうかもしれません。でもほんの三ヶ月のことですから」

「あのね、アンタはどうしてそこでアタシがいなくなるのが淋しいって言えないのよ？」

「あ……。萩田先生も明日まででしたね」

　Ｌ医科大学解剖学講座は長い間教授不在だった。教授の木場がワンマンだったため、講座内のいざこざが絶えなかったうえに邪魔者をどんどん外部に追いやったので、准教授になる者がおらず、教授以下講師が二人、助教が二人の小さな講座だった。

　五年前、その木場教授が病気で長期入院したが辞任しなかったため、大学も首を切れずに、当時まだ助教だった宇佐を急遽准教授に仕立てた。まだ三十二歳だった宇佐の上には萩田講師と安井講師がいた。

　順番なら、論文や研究発表の業績には申し分のないこの二人が繰り上がるはずだった。しかし、安井は双極性障害の持ち主で、躁状態の時は学生の解剖実習でハイになりすぎ、鬱になると出勤してこないし連絡も取れなくなる。萩田はどこでも誰に対してもオネエ言葉で通し、かろうじてスカート着用だけは避けられているが、常に女装ぎりぎりの格好で通勤してくる強者だった。この二人は業績だけは非常に優秀なのだが、いかんせん人物に問題があった。消去法で、冗談一つ通じない真面目で堅物な宇佐に白羽の矢が立ったのだ。

　Ｌ医大は古くからある私立で、保守的な大学だ。国公立ならともかく、この大学で准教授になるには宇佐はかなり若く、教授会から疑問視される声も出たが、だからといって他大学から優秀な人材を招聘する考えは持ち合わせていない学閥主義の教授陣だった。

　宇佐が准教授に昇格という知らせを受けても、安井も萩田も我関せずだった。むしろ面倒な役職から回避されて助かったと口を揃えた。それは負け惜しみではなく、自分たちが患者を診療する臨床医にも向かず、外部の研究所や他大学で雇ってもらえる可能性がないことをよく理解しており、彼らは仕事さえ出来ればどうでもよかったのだ。宇佐と同じ助教だった、まだ二十代の大江も歓迎した。

　それから五年、三年前に木場教授は寿命を全うしたが、外部から呼び戻す予定の教授候補は帰ってこず、木場と確執のあった者たちも他大学でそれなりの地位に就いていたため、今更母校に義理を果たすこともなかった。

　教授不在には変わらないが、代行教授として生理学講座の西野教授が兼任していた。准教授の立場では教授会には出られない宇佐に教授会での議案や決議を教え、何かとフォローしていた。というのも、西野は安井の伯父に当たり、常々迷惑をかけていることを知っていたのだ。

　この間、宇佐と萩田たちは頑張った。積極的に学会発表を行い、論文を量産し、学内の解剖学教育のシステムを作り替えて、この五年間に彼らの教育を受けた学生は臨床実習で患者を前にしても人間の身体の骨格、筋肉、脈管系が迷うことなく口をついて出るようになっていた。

　また、双極性障害の安井は金に執着するタイプで、鬱で休む時以外は金の出入りを細かくチェックした。丼勘定で業者との癒着も多かった木場教授の帳簿を絞り上げ、無駄を徹底的に省き、実験機器や研究で使用する顕微鏡や測定機器も業者と掛けあって値切り倒し、切り盛りしたおかげで、最小限の予算で大きな成果を出すことができた。

　さらに、何年も専攻生のまま学費を納め続けているだけだった臨床医たちの学位論文を全部片づけた。大学院生がいない分、宇佐と萩田がやりたかったテーマをそれに振り分けて大江と供に論文を書きまくった。ただ、指導教授がいないため、代行教授の西野や、生化学や薬理学の教授の名前にした。それはつまり、その教授達の業績になる。彼らは何もせず論文審査の時に肯いているだけで業績が上がっていったのだ。このことで、宇佐らが仕事をしていくのに邪魔が入ることがなく、また、のちに宇佐が昇格するのに役に立った。彼らの努力の積み重ねを、前教授に追い出されて他大学に移った者たちが応援した。人手が足りない宇佐らに、優秀だが自分の大学で仕事の場がないオーバードクターを助っ人によこしてくれたのだ。おかげで仕事の出来る助教が三人増え、彼らは前教授の後片付けを全て行うことが出来た。

　この仕事ぶりを教授会と理事会も評価して、このたびやっと、宇佐が教授に、准教授には大江が就任したのだ。

「怒濤の五年間だったわね……。ウサギちゃん、アンタはホントによく頑張ったわ」

「萩田先生のおかげです。一人では出来ませんでした」

「そうよ。アタシのおかげよ。もっと感謝してちょうだい」

　わざとふんぞり返る萩田に宇佐は深々と頭を下げた。

　萩田は今年度から彼の実家が経営している看護学校の校長になる。彼の父親は臨床医だが、母親と祖母が看護師で祖母の代に作った看護学校を引き継ぐことになっていた。

「もっと感謝することがあるでしょ？」

「あ……はい。そうですね」

　少し目を伏せた宇佐を見て萩田は身をよじらせた。

「あー！　もうっ！　何よ、そのお顔。うん、もう、やあね。学生時代からアンタを知ってるけど、能面みたいに表情のなかったウサギちゃんが、よくここまで顔に出るようになったもんだわ。アタシにはとうとうそんな表情してくれなかったのにね」

「……ご存じなのは萩田先生だけです。多分、今後もずっと」

「まあね、無理にカムアウトなんてしなくていいけど。ウサギちゃん、苦しくなったらいつでもアタシに言うのよ」

「はい、ありがとうございます」

「ホントに大変だったけど、面白かった。アタシの人生で一番充実してたかもしれないわ」

「わかりませんよ。今からもっと充実されるでしょう。校長という重責を担われるんですから」

「はーん。そんなの名前だけよ。授業だって持たないし。つまんない」

「その分、ここで非常勤としてしっかり講義やっていただきます」

「ありがと。ウサギちゃんの様子もチェックしなくちゃなんないし。来るなっていわれても来ちゃうわよ」

「お待ちしてます」




■■■




　五年前、木場教授が入院して半年後で、まだ宇佐が准教授になっておらず、学生の後期試験終了後のことだった。

　教務学生課から届いた学生成績表を前に萩田が唸っていた。

「うーん……これはダメね……。この子、落ちちゃうわ」

　横から覗き込んだ大江が笑った。

「あちゃ、久遠くおん君ですか」

「解剖の一教科だけで落第は親が泣くわね。うちの学費、来年からまた値上がりでしょう？」

　Ｌ医大では通常、一教科の成績が悪くても次年度までに再試で挽回すれば落第になることはないのだが、この久遠明くおん　めいという学生の場合、全教科の平均点が低い上に解剖学の出来が極端に悪く、これでどうにかしなければ来年も二年生ということになる。

「今頃、久遠パパ、慌てて木場先生に電話でもかけてるんじゃないかしら」

「あー、ありうるかも。久遠家次男は秀っていうんですけど、僕と同級生で長男の優先生が二つ上なんですよね。で、この問題の三男君は年が離れてるから、昔からあの一家みんなで彼を甘やかしてるんですよ。長男次男は出来が良いのになあ」

「覚えてるわ。秀君は解剖んときアタシの班にいたもん」

　久遠の実家は隣の市で中規模の病院を開業している。彼の二人の兄も実家で勤務している。父親が木場教授と同級生だ。出来の悪い三男を裏口から押し込んだのはポケットを膨らませた木場だということは、誰も口にはしないが誰もが知っていた。

「ただ今帰りました」

　鬱で行方不明中の安井に代わって予算委員会に出席していた宇佐が帰ってきた。分厚いファイルをどさりとデスクに置くと、癖のように手を洗った。

「コーヒーどうぞ」

　宇佐は感情をあまり表に出さず、表情をほとんど変えない。それでも、長年一緒に過ごしている仲間だ。大江が眉間をこすって笑った。

「眉間に一本皺。なーんだか、むつかしーい顔になってますよ。宇佐先生、予算委員会で何かありました？」

「ああ、いや、違います。木場先生から電話が……」と言いかけて、萩田が手にしている成績表を見た。

「あー！　もしかして、これ？　久遠君？」

　宇佐が無言で肯くと、萩田が大げさな声を出した。

「きゃー、大江ちゃん、大当たりよ。ウサギちゃん、押しつけられたんだ。やだ、かわいそう」

「うわ。木場先生どうしろっておっしゃったんですか？　まさか、こんな成績のまま上にあげろって言うんじゃないでしょうね」

「さすがに教務課に成績が出てるのを覆す訳にはいかないですよ。幸いなのかどうか分かりませんが、僕が二年の助言教員ですから、教務課にごり押しして口頭試問で下駄はかせて通せっておっしゃってる。……でも……」

「ひどーい！　木場先生、ウサギちゃんの性格知っててよくそんなこと言うわね！」

「気が進みません」

「そりゃそうでしょ。ウサギちゃんにそれをやらせようって魂胆が気に入らないわね」

「多分、もう相当パジャマの袖が重たくなってるんじゃないですか？」

　大江が軽蔑したように鼻で笑った。

「そうね。もう、貰っちゃったんだわ、きっと。いやん、ウサギちゃん、どうする？」

「どうにもこうにも。再々試までに脈管系のレポート提出と骨学と筋学の口頭試問でどこまでできるか見ますって答えました。それでダメなら、諦めてくださいと伝えたんですけど」

「妥当なところね。あとは春休みに再実習の子たちと一緒に解剖実習やり直して覚えてもらわないと」

「毎日なんて来ますかね。久遠君ってイマドキの学生ですよ？　春スキーとか海外とか行くんじゃないですか」

「大江ちゃん、甘いわね。それくらいやって貰わないと困るのよ。うちの講座が舐められちゃうじゃない。イヤよ、そんなの。アタシ、軽く見られるの、大嫌い」

「あはは、そこですか」

　大江の乾いた笑いは、木場の欲深さを嘲笑していた。今までにも何人か、イレギュラーな口頭試問で筆記試験で成績の足りない学生を合格させていた。通常の口頭試問は宇佐達が行い、教授が出てくることはなかったが、そういう学生の口頭試問はなぜかすべて木場が行っていたのだ。

　教授のうんざりした行動は今に始まったことではない。入院していてもそんな指示を送ってくる教授に、三人は黙ってコーヒーを飲んだ。基本的にこの教室の人間は研究に向いている。もちろん全員医師ではあるが、患者を診ることはしない。宇佐と大江は卒業後二年ほどは研修医として夜勤のアルバイトに出ていたこともある。ただ、生きている人間より、死人の相手の方が得意だっただけだ。







「げーっ、なんだこれ！」

　学生用掲示板の前で久遠は声を上げた。

「ひゃっひゃっ、久遠、解剖から呼び出しじゃん」

「うるせ、山田だって薬理から呼ばれたくせに」

「あれは、レポートが一枚足りなかったんだよ。バインダに挟まったままだった。でも、驚いた。あの百枚レポートに目を通してるんだぜ、先生達」

「カレーの作り方じゃダメってことか」

「なんだよ、久遠、そんなの書いたのか」

「いや、書いてない。教科書スキャン」

「げ、またそんなことやったのかよ。俺も丸写しだけど、さすがに自力で書いてるよ」

「へえ。今度教えてやるよ。教科書スキャンしてＯＣＲソフトでワードに起こす方法」

「……いつかな」

　久遠は山田と別れて、研究棟に向かった。

「失礼しまーす」

　ノックもせずにドアを開けると、「やり直し！」と低い声が飛んだ。

「はあ？」

　そのまま入ろうとした久遠を後ろから来た大江が引きずり出した。

「これが目に入りませんか。やり直してください」

　大江はドアの横に貼った紙を示すと、自分だけ中に入ってドアを閉めた。

『ここは研究室です。学生はノックの後、学年、番号、氏名、用件を簡潔に言って入室許可を得ること』と朱書きされていた。

　試験前の口頭試問に来た時もこれがあったことを久遠は思い出した。改めてノックして、ドアを少しだけ開け、書かれてある通りのことを告げた。

「掲示板で呼び出されました」

「お入りなさい」

「あざーっす」と、ありがとうございますを流して言うと、デスクから鋭い視線が投げられた。

「言葉遣いは丁寧になさい。やり直し。もう一度外に出なさい」

　もう書類に目を落として、萩田が冷たく言った。

「はあぁ？　なんっすか、それ」

　不服そうな声を出した久遠を、デスクにいる萩田、宇佐、大江が無視した。

　しばらく立っていたが、誰も仕事をしたまま、彼を見ようともしない。むかついた彼はそのまま帰ろうと思ったが、成績のことだろうと想像が付いたので、やり直すことにした。

　同じことを繰り返し、再度入室を許可された。今度は一音一音区切って「ありがとうございます」と言った。

「こちらへ」

　奥のデスクで宇佐が呼んだので近づくと、宇佐はパソコンをスリープにして、事務用の丸椅子を勧めた。

「久遠君、なぜ呼ばれたか分かりますか」

「あ、えーと……試験の結果が悪かった、とか？」

「とかではなく、悪かったのです。このままでは進級できません」

「えっ、一教科で落ちるんですかあ？」

「それほど悪かったということです。久遠君の場合、他の教科の平均点が標準以下ですから」

「それは分かってますけど、俺、いや、僕、そんなに悪かったんすか？」

　久遠が、しまったと萩田を見ると、案の定ペンでドアを示された。首を竦めると、宇佐が取りなすように言った。

「構いません。次に気を付けてください」

「すみません」久遠は小声で謝りながら、この教室の独特な雰囲気に太刀打ちできないものを感じた。

　講義時の口頭試問の問題はあらかじめ木場教授から教えてもらっていた。だから、難なくクリアできたのだが、その後に教授は入院してしまい、単位試験の問題は教えてもらえなかった。兄たちに言うと、それくらい覚えておかなくてどうすると逆に叱られてしまった。兄たちは弟がそこまで出来ないとは思っていないようで、ごまかすのが大変だった。

　何を考えているか分からない表情のない顔で、宇佐が説明を続けていた。

「………………それで、特例で、あくまで特例で、再々試前にレポートの提出と口頭試問を実施します」

「えーっ！　マジっすか」

「不服ですか」

「だって……」

「では、特例の話は忘れてください。お帰り下さって結構です」

　そう言うと、宇佐はパソコンのスリープを解除した。画面には何かの顕微鏡写真が何枚も現れた。

「あの、宇佐先生？」

「はい」

　宇佐が久遠の目を見て返事をした。一瞬、久遠は怯んだ。

「それを受けないと、落第ですか」

「来年度も二年生を履修することになります」

「もう一回、解剖やるのかあ。最悪」

　思わず口をついて出た言葉を宇佐が目で制したが、遅かった。ドスの利いた低音が響いた。

「出て行きなさい！」

　日頃はテノールの音域で話す萩田がバスの声を出している。さっきの「やり直し」もこの声だった。出ていけと言われたことより、いつもと違う萩田の様子の方に久遠は気を取られた。

「まだ話の途中っすよ。何で出て行かなくちゃなんないんっすかあ」

「久遠君がもう一度解剖をやるのを最悪と言ったからです。私たちは解剖が仕事なのですから」

「……あ」

　開き直るのかと思えば、久遠は丁寧に頭を下げた。

「申し訳ございませんでした。大変失礼しました」

　宇佐だけでなく、萩田、大江の前にも行って同じように謝った。萩田と大江が意外だという顔で宇佐を見た。

「すみません。宇佐先生、口頭試問とレポート、お願いします」

「分かりました。ですが、さっきはまだ話が途中でした。春休みに実習のやり直しです」

「は？」

「実習は落ちた人が何人かいますから、一緒に実習し直してください」

「僕、実習は通ってますけど……」

「だから、やり直しです。君の試験の正答率を見るとほとんど出来ていません」

　久遠は言い返せなかった。試験には色々な組織写真が出てきて、特徴などを答える問題があったが、染色法すら全く分からずに適当に書いた。あれは自分でもまずかったと思っている。

「いま、理解しないまま進級しても、他の教科でつまずきます。ＣＢＴは容赦ないですよ」

「……はい」

　不服そうな顔で返事した久遠に、宇佐はレポートと口頭試問の内容を伝えた。







　ロッカールームで大きく重そうなバッグを担いでいる久遠を友人の田中が笑った。

「なにこれ？　めちゃ重そう」

「マジ重い。解剖の教科書が全部入ってる」

「あれ、どしたの。一回も持って帰らなかったくせに」

「タナピーだって同じだろ」

　不機嫌な表情の久遠に、田中は平然と答えた。

「バーカ。さすがの俺でも試験や口頭試問の時は持って帰ったよ」

「え、嘘」

「当たり前じゃん。お前くらいだぜ、全教科置いてるの」

「……」

　久遠が黙ったので、田中は缶コーヒーを二つ買って、一つを渡した。

「言っちゃなんだけど、マジで勉強する気になったのか？」

「どういう意味」

「久遠って、医者になる気あんの？　お前と同じくらい俺も遊んでるけど、やっぱ医者になるために大学に来てるんじゃん。授業サボってても、試験とかレポートくらいはマジでやってんだよ」

「俺はやってないって？」

「やってんの？　レポート、自分で書いたことないだろ。スキャンしてＯＣＲで起こしてるって言ってたじゃん」

「うん。どうせ同じ文章じゃないか。書く時間の無駄を省いただけっしょ。高校んときからずっとそうだし」

　久遠は軽く言って缶コーヒーを飲んだ。

「ふーん……。ま、それが久遠のやり方なら俺は何にも言わないけど」

　山田の声は少し憐れみを含んでいた。軽蔑の含みでないところが彼の良いところだ。

　実際のところ、久遠は問題児だった。いわゆるイケメンで男女を問わず同級生の誰に対しても愛想が良く、特に嫌われていない。授業にはほとんど出ないが、合コンや夜遊びには必ず出ている。フットワークが軽く、遊びのスポットやドライブルート、デート向きの新しい店の知識は誰よりも豊富だ。しかし勉強が出来ないのも周知の事実で、山田に限らず、同級生達は少なからず久遠の将来を案じていた。Ｌ医大の学生達はお坊ちゃん育ちの者が多く、弱者に対して優しい。それはつまり、久遠は自分たちの競争相手ではないと認識されているということでもある。

「とにかく、俺、解剖のレポート書かなきゃヤバいんだ」

「ま、頑張れ。手抜きせずに自分で書けよ」

　田中に忠告されたにもかかわらず、久遠はスキャナで教科書を読み込んで、ワードで起こした。解剖学の教科書は三冊あり、どれもが百科事典並みの厚さの上製本だ。必要そうなところだけスキャンするだけでも、かなりの時間を費やした。だが、読み込んでしまえば手書きよりは遙かに楽なもので、適当に文章を繋いで、期限よりも早くにできあがった。

　楽勝と思いながら、解剖学教室に提出に行くと、中から黄色い声が上がっていた。

　手順を踏んで入室すると、萩田を囲んでいた四人の女子学生が一斉に久遠を見た。いずれも病院用白衣を着ている。五年生かと久遠はちょっと意識した。

「レポート提出に来ました」

「あら、早かったわね」

　萩田が受け取りながら、パラパラと中を見て、眉をひそめた。

「アナタ、これ、何？」

「神経・脈管系のレポートです」

　格好を付けて答える久遠を女子学生達が興味深そうに見ていた。彼女らに邪魔されて分からなかったが、奥のデスクから宇佐の声が聞こえた。

「こちらへ」

　萩田が渡したレポートを宇佐は最初の一ページで突き返した。

「もう一度やり直してください」

「えーっ、マジっすか。何でですかあ」

「理由は自分で分かっているはずです」

「……」

　黙り込んだ久遠の後ろから、女子学生の一人がレポートを覗き込んだ。

「あーらら、これは私でも返すわ。ほら、見て、この子の」

　五年生の病院生たちは、次々に顔を寄せてクスクスと笑った。

「こーら、アナタたち。越権行為。こっちへいらっしゃい」

　萩田がデスクから離れ、パーティションの向こうに彼女らを連れて行った。聞こえよがしに一人が「ＯＣＲ使うなんて、古い手ね」と言った。

　久遠はどきっとしたが、宇佐の顔を見てさらに冷や汗が流れた。日頃から無表情だと思っていた宇佐から本当に表情が消えていた。能面の方がまだ温かみがある。

　怖い、と思った。高校の時に一年間アメリカ留学していたが、全てにおいて表情豊かなラテン系の人種でも、本当に怒った時は静かに表情を消す。それを思い出してぞっとした。

「久遠君、君は医師になるつもりはないのですか？」

「いや、まあ、なれたらいいなあ……つーか」

「君の助言教員として言いますが、今のうちに考えを改めるか、退学するか、どちらかにした方がいい」

「た、退学って……」

「進路変更は早いほうがいいです。学年が上がってから外の社会へ出ても君も社会も困るだけですから。他の学部を受験し直すとしても若いうちがいいでしょう」

「はあ？」

　いきなり退学を勧められるとは予想もしていなかったため、久遠はうろたえた。

「なぜ、君にレポートと口頭試問を課したかすら理解していない。単位試験では、私たちは落とすテストではなく、通すテストをしているにもかかわらず、君は通らなかった。君は自分の置かれた状況を理解するべきです」

「すみませんでした……」

　宇佐は黙っていた。この程度で腹を立てるようなことはしない。こちらから優しく手を差し伸べてやるのは簡単だが、そうしても彼のためにはならない。彼のように手を抜いたレポートを持ってくる学生は今までにもいたし、態度の悪い者も一学年にひとりやふたりいるものだ。そんな彼らを甘やかすと、国家試験に落ちたり、医師になっても必ずトラブルを起こしてくる。要は彼ら自身が気づくことだと宇佐は考えていた。

「もう一度、やらせて下さい。お願いしますっ」

　久遠は勢いよく頭を下げた。

「わかりました。ただし、まず、いきなり書かずに先に一回、テキストを読んで下さい」

「……はい」

　面倒だがそれくらいならちょろいものだと久遠は心の中で舌を出した。退学や落第するよりはマシだろう。遊びに行けないのが残念だが、他の授業中に簡単に済ませればすぐに遊べるはずだ。

　そんな久遠の考えを読んだかのように宇佐が付け加えた。

「他の授業を欠席したり、講義時間内に内職しないように。その講義をして下さる先生に失礼なことは絶対にしないこと」

「うっ……。はい」

　部屋を出てすぐに廊下で携帯を取り出し、遊びのキャンセルのメールを送っていると、にぎやかに先ほどの女子学生たちが出てきた。

　彼女らは久遠を見てクスクスと笑った。

「あなた、あれじゃダメよ。今後のどの教科でもあんなレポート通用しないわよ」

「勉強は自分のために自分でするものだからね。解剖分かってないと臨床に出ても何にもできないよ」

　華やかな空気に含まれた棘はちくりと久遠を刺した。




■■■




　普段、講義のノートすら取らず、ペンを持つことのない久遠が、赤鉛筆で教科書に片っ端から線を引いていた。一行一行、読んだところに線を引かないと、すぐに忘れてしまうのだ。

　そうやって久遠がレポートに苦労している頃、解剖学教室には宇佐を准教授にという打診があった。教授会の意向は打診時に決まっているようなものだ。

　降ってわいた話しに宇佐は苦悩した。

「ウサギちゃん、帰りましょ」

　彼の悩みを察した萩田は明るく誘った。宇佐と萩田は帰宅するのが同じ方向で、電車の乗換駅も同じだ。時々、萩田が宇佐を引っ張って帰る。でないと、宇佐は学生講義のスライドや資料を作ったり、研究に没頭するあまり、終電を逃すこともしばしばだからだ。打診以降、ここ数日の宇佐の顔色は良くない。

　駅前のアーケードに入っているブティックを覗きながら、萩田は大らかに笑って励ました。

「ダーイジョウブよ！　ウサギちゃんなら大丈夫。アタシと安井先生のこと気にしてると思うけど、それも杞憂。アタシも安井先生も上なんて目指してないの分かってるでしょ。こんなことでウサギちゃんを妬んだり、悔しいなんて思わないから。ちゃんとサポートもするわよ」

　ヒラヒラのブラウスを胸元に当てて、どう？と聞くのと同じ調子で萩田は言う。

「こっちの色の方がお似合いです」

　宇佐は薄いピンクのボウタイ付きブラウスを指した。

「あらそ？　じゃ、これ買っちゃおうかな。ウサギちゃんってお洋服のセンスいいのよね」

「そうですか？　ありがとうございます」

　精算を済ませて、またアーケードを歩いた。

「ねえねえ、聞いてもいい？　本当に彼女いないの？」

「いませんよ」

「真面目なのがいいってコも多いのに。今までの彼女は？」

「自然消滅です。どう構ってあげたらいいのか分かりません」

　自然消滅に持ち込んでいるのは宇佐だ。彼は無口で愛想はないが、けっしてもてない容貌ではなく、学生時代から黙っていても告白されることが多かった。それは女性に限ったことではなく、中学高校と男子校だったせいもあり、男性からのこともある。しかし、宇佐自身は淡泊なのか、相手が夢中になるほど、冷めていくのだ。のめり込まれると引いてしまう。女性とも男性とも経験はあるが、いずれも短期間で終わっていた。隠しているつもりはないが、特に言うべきことでもないので黙っている。

「こうやって一緒にお買い物とかすればいいのよ」

「一緒に買い物をしたのは萩田先生が初めてです」

「あら、光栄だわ」

「先生は？」

「アタシ？　知ってるでしょ。アタシは独身主義だもん」

「あんなにモテてらっしゃるのに」

　オネエ言葉で喋るにもかかわらず、萩田の周りには彼を男性と意識して、いつも女子学生や女医が集まってくるのだ。

「やあだ。アタシは誰とも付き合う気はないもん」

「人気があるのは人望もあるということだと思います」

「そうね。でも、ウサギちゃんは十二分に人からの信頼があるのよ。自信持って！」

「……僕は辞令を受けてもいいんでしょうか」

「アタシはウサギちゃんが上司で嬉しいわ。でも、ウサギちゃんって呼ぶのは止めないわよ」

「そんなこと全く気にしません」

「同じよ。ウサギちゃんが准教授になること、アタシも安井先生も大江ちゃんも喜んでんのよ」

　萩田は宇佐の背中をぽんと押した。

　駅のベンチで並んで座って、二人してぼんやりと電車を待った。ここで宇佐は普通列車、萩田は急行に乗る。

「ウサギちゃんはどんどん出世するのよ。アタシはそんなコース、自分から降りたの。参謀の方が好き。……あ！　そうよ！　そうだわ！　アタシ、ウサギちゃんが偉くなるためにどんな画策でもやっちゃうわよ。そうね、とりあえず、五年後ね」

「……何が五年なんですか」

「アタシ、アナタを教授にしてみせるわ。……ふっふっふっふふふ」

　いかにも嬉しそうに萩田が含み笑いを洩らした。彼がこんな笑い方をする時は、腹の中でよからぬたくらみがあるのだ。今までも振り回されたことがある宇佐は空を仰いだ。

「今度のターゲットは僕ですか」

「そうよ。ふふふふふ、あー、楽しい。いやん、どうしよう。いきなり大きな目標が出来ちゃったわ」

「そのうち、木場先生が復帰されますよ」

「しないわよ」

　萩田が断言した。その表情が宇佐の知らない木場の病状を知っていると告げていた。

「じゃ、他大学から新しい教授が来られます」

「だーかーらー、そこがアタシ達の腕の見せ所なんじゃない！」

「あたし、『達』？」

「ふっふっふっふっふ、そうよ、アタシ『達』」

「無理ですよ」

「そう思う？　ホントに？　アンタ、男のくせに出世したくないの？」

「まだ考えたことありません。准教授だって荷が重いと思ってるんですから」

「甘いわねえ。国公立なら三十代で准教授って普通じゃない。アタシに任せなさいって。アンタはいつも通りオシゴトしてればいいの」

「萩田先生……。僕は何もお返しできませんよ」

「お返し？　やだ、アタシが見返りを求めるような人間だと思って？　一度でもアナタにそんなことした？」

　三十代後半の萩田は、少女のような仕草でぷいと横を向いた。

「すみません」

「そうだ。じゃ、ウサギちゃんが教授になったら、アタシにキスしてちょうだい」

「はあ？」

　宇佐は思わずベンチから立ち上がった。日頃冷静な彼がそれほど驚いたのだ。自分のことは棚に上げ、萩田は完全なヘテロだと思っていたからだ。

「……先生、そういうご趣味でしたか」

「やだ、アタシ、なりはこんなだけど、めちゃくちゃノーマルよ」

「そうですよね。ああ、驚いた」

「ウサギちゃんでもそんなにびっくりすることあるのね。あははは、おかしい！　余計にしてもらいたくなっちゃったわ」

「…………冗談でしょう」

「ふふふふふ」

　ちょうどホームに入ってきた急行列車に萩田は飛び乗り、機嫌良く手を振った。見送った宇佐は深いため息をついた。







　一週間かかって久遠はレポートを仕上げた。

　講義の合間の休憩時間に解剖学教室に提出しに行くと、助教の大江がなぜか米を研いでいた。シンクには野菜も入っている。

　きちんと手を拭いてレポートを受け取った大江はパラパラと中を見た。

「今度はちゃんと書いたようだね。えーと、口頭試問の日にちは聞いてますか？　まだ？　じゃ、来週の火曜日午後の講義終了後、まず骨学から」

「範囲は……」

　おずおずと聞いた久遠に、当たり前といった顔で大江が答えた。

「全部」

「全部っすか……あ、いや、全部ですか……そうですよね」

「分かってると思うけど頭頸部と手足以外はそんなに複雑じゃないから。コツは頭頸部をしっかり覚えておくことかな」

　内心で「げーっ」と言ったのが聞こえたかのように、大江が厳しい目をした。

「君たち学生が嫌がるのは分かるよ。でもね、どの基礎教科もちゃんとやっとけば、臨床でどういうふうにも応用が利く。頑張れよ」

「口頭試問は大江先生がやってくださるんですか？」

　講義時の久遠の口頭試問担当は安井だった。かなりハイになっていたため、カンニングしながら通ってしまったのだ。大江に担当してもらった友人は優しく教えて貰ったと言っていたので、彼なら簡単に通してくれるのではないかと期待した。

「さあ、どうかな。そのとき手が空いてる者が見ると思うけど。今の君の状況では誰が担当しても同じだよ。出来なきゃそれまでだから」

「えーっ！」

　確か次兄が大江と同級生だったはずだ。久遠は兄から大江に頼んでもらおうと思った。

　レポートをめくりながら大江がにやっと笑った。

「そうそう。先週、同窓会の会議で君のお兄さんと話したけど、手加減無用って言ってたよ」

「えええっ！　そんなあ……」

「あのね、君のことをお兄さんは心配してるんだよ。ここいらで性根を入れ替えて勉強しておきなさい」

「……はあ」

　当てが外れて、久遠はむかついた。兄まで何を言い出すのかと腹が立った。

　むっとしたまま講義室に戻ると、後ろの席で田中が手招きしていた。

「レポート出せた？」

「うん。あとは来週に口頭試問」

「へえ、大変だね。まあ、頑張れよ。一緒に勉強しようか？」

「え？」

「俺も解剖は再実習組なんだけど、ちょっと自信ないから」

　この年、夏休み前に風疹が大流行し、田中はこじらせて一ヶ月近く講義や実習を休んだので、色々な科目で再実習や追再試を受けることになっている。

　久遠はご遺体に触るのが怖くて、解剖学実習はほとんど見ているだけだった。インストラクターが近くにいる時だけやっている振りをして、あとは班の同級生に任せっぱなしだった。だから、再実習をどうやってサボろうか考えていたほどだ。

　その日の講義終了後、田中に誘われて久遠はドライスカルを借りに再度解剖学教室を訪れた。

　また、女子学生達が萩田を囲んでいた。それを横目に久遠と田中はまず頭蓋骨を借りて教科書を広げた。

　きゃあきゃあとかしましく、にぎやかな笑い声なので、他愛もない話をしているのかと思えば、彼女たちは自分たちが臨床で診た患者の病変時の内臓の変化や、骨折患者の骨の状況を質問しに来ているのだった。そんなに学年が上がっても基礎の教室に来なければならないのかと久遠は少し驚いていた。また、彼女らの複雑な質問に、萩田が何の資料も見ずに答えているのも意外だった。

　そこへ会議に出ていた宇佐が帰ってきた。

「おかえりなさい」と全員が起立して頭を下げたので、久遠と田中も慌てて同じようにした。

「おめでとうございます！」口々に皆が言う意味が分からず、久遠と田中は自分たちは関係ないと知らぬ顔を決め込んだ。

　漏れ聞こえる話から、どうやら宇佐が准教授に就任したらしい。それがどういう意味かまだ二年生の久遠たちにはピンと来なかった。

　三十分も経たないうちに久遠がドライスカルを放り出した。

「わかんね」

「もう飽きた？」

「うん。タナピー、今日はもう止めにしない？　リニュしたクラブがあるんだ。行こうぜ」

「うーん、今日はパス。生理学のレポートやんなきゃ。久遠はもう書いた？」

「え？　ヤバイ。そんなのあった？」

「君たち、スカルを粗雑に扱うんじゃない」

　急に背後から言われて、振り返ると宇佐が立っていた。久遠はひやりとした。どうも宇佐の無表情が怖くてならない。

「あ、すみません！」

　田中が慌てて箱を取り出すと、宇佐がそっとそれに仕舞った。

「ヒトなんですよ。もっと敬意を払いなさい」

「げ！　これ、本物？　プラスチックじゃないの？」

　久遠の腕を田中がそっとつついた。宇佐はちらりとそれを見たが何も言わなかった。

　出来の悪い学生は大勢いるが、なかでも久遠は最低ランクだ。宇佐はこの時点で彼をほとんど見限っていた。







　久遠明が自宅で解剖の勉強をすると言ったら、父と二人の兄が手放しで喜んだ。母などは「お夜食にスコーンを焼きましょう」と張り切る始末だ。この一家は本当に久遠に甘い。また、久遠も中学あたりで少々の憎まれ口は利いたが、基本的に親との関係は良好だ。

　長兄の優ゆうは夜勤の合間に覗きに来るし、次兄の秀しゅうは自分の使っていた資料を貸してくれた。

「秀兄しゅうにい、大江先生に手加減無用って言っただろ」

「言った。だって解剖だよ？　覚えりゃいいじゃないか。お前なら出来るって」

「えー！　覚えるのがマジ嫌なのに」

「基本基本。そんな難しい質問なんか出ないよ」

「そうかなあ……。先生なんてすげえ怖そうだし……」

　そこへ、父が書斎からドライスカルを持ってきて、すらすらとラテン語で頭蓋骨のパーツを全部唱えた。秀がそれを引き取って、頸椎から腰椎と肋骨までを同じように暗唱して部屋を出ていった。

　久遠は目を丸くした。

「お父さんも秀兄しゅうにいもすげっ！　マジヤバイ」

「お父さんの頃は全部ラテン語だったからな。……ちょっと待て。明、本当にこんなのも覚えてないのか？」

「あ、いや……その……最初の口頭試問はなんとかクリアしたんだけど、なんか今回成績がちょっと足りないから、もう一度って」

「明にだけこんな課題が出てるのか？　もう一度、木場に電話してやろう。いや、でも、これくらいは知っておかなきゃ将来困るかもしれないぞ」

「いいよ、自分でやる。お父さんのさっきのはすっげー格好良かった。俺も覚えるよ」

　遊び回って大人ぶってみせる顔と、妙に子どもっぽく素直な顔が久遠の中には存在する。

「そうか？　じゃ、頑張れ」

　父は機嫌良く言ってドアを閉めた。

　幼稚園から高校までエスカレーター式で、しかも同級生のほとんどは内部進学で系列の大学に進学するという私立学校に通っていた久遠は、その中でも相当出来の悪いクラスにいた。ほとんど名前を書くだけで点がもらえるような状態だった。医学部進学について、担任のみならず学年主任まで出てきて止めたのを、父親が「Ｌ医大に入れる」の一点張りで通した。

　久遠は勉強のコツを知らない。昔から勉強と言えば、試験前に闇雲に片っ端から一つ一つ覚えることしか思いつかない。とりあえず、頭の先からお経のように骨や筋肉、神経の名前を並べていった。







　久遠の一日目の口頭試問は悲惨なものだった。

　まず、解剖学教室に行くと、在室していたのは宇佐だけだった。それだけでも苦手意識全開で頭がほとんど真っ白になった。さらに、覚えたものを羅列して言えば良いのだとばかり構えていたら、質問は思いも寄らぬ方向から飛んできた。しどろもどろになり、何も出てこなかった。

　試験中の学生の顔を見れば、何を考えているかくらいは分かる。根気強く、宇佐は久遠が口を開くのを待った。一問目からこんなに動揺する学生も珍しいものの、今までの彼の成績から考えるとこんなものだろう。

　別に怒られているわけではないが目を合わせるのも気まずく、頭はますます混乱して久遠はギブアップした。

「…………すみません、出直していいですか」

「君はまだ何も答えていません。質問を変えましょう。いったい何を覚えてきたのですか？」

　相変わらず表情の読めない顔で宇佐に聞かれたが、久遠はそれすらも答えようがなかった。

　そんな久遠の様子に、宇佐はスケジュールを確認した。

「んー、明日は会議か。明後日からは国試対策講義だし。えーと、久遠君、明日の昼休み、一時から大丈夫ですか」

「えっ、はい」

「じゃあ、明日の一時ジャストに来てください」

「すみませんでした」

　しおしおと背を丸めて久遠は帰宅した。

　そのまま遊びに行く予定で、女の子達から電話やメールが幾つも入っていたのにも返事する気分にもならなかった。頭の中では呪文のように骨の名前が並べられているのに、宇佐の質問が分からないことが自分でも分からなかった。なによりもあの無表情が怖い。父から借りたドライスカルを見つめていると、愛嬌のある顔に思えてきた。

「おまえ、宇佐先生の百万倍も可愛いよ」

　ぶつぶつと呟きながら骨を一つずつ見直して、ついでにレポートも読み直した。全然ピンとこなかったが、間違っていても単語の一つくらいは出ないと情けない。途中で母が夜食にパンプディングを差し入れしたのにも気が付かないほど、久遠は集中した。

「あなた、お兄ちゃん、明ちゃんがすごくお勉強してるの！」

　キッチンで母は大げさに涙ぐんだ。







　遊び以外で徹夜をしたのは初めてだ。

　登校すると、田中が心配そうに言った。

「おはよ。知ってる？　今日、午後の英語、休講だって。どしたの、目が真っ赤」

「休講、助かる！　昨日さ、口頭試問全然できなくて、今日もう一回なんだ」

「うわ。で、勉強したんだ？」

「まあね」

　ふくれながら目薬をさす久遠に、田中が笑った。

　午前の授業後、昼食抜きで口頭試問に行くつもりの久遠を田中と女子の岬が無理矢理食堂に引っ張った。

「腹が減っては何とやら。ちゃんと食べないとダメよ！」

「お前、またカツサンド？　野菜食えよ」

「やだよ。野菜嫌いなんだ」

　カツサンドのキャベツを抜き取って、久遠はかぶりついた。

「先生、誰？」

「宇佐先生。怖えよ、あの無表情。タナピー、怖くねえ？」

「え？　宇佐先生、優しいじゃん。硬い感じだけど、笑う時は笑うよ？」

「マジ？　ドライスカルの方が愛想あると思うけど」

「私、実習は宇佐先生の班だったけど、メスの持ち方から切開の仕方まで一人ずつ教えてくれたし、怖くなかったよ」

「宇佐先生の口頭試問なんて楽勝だって」

「ウソだろ。能面みたいな顔でマジ何言ってるか分かんないし……」

　岬と田中が揃って怪訝な顔をした。

「宇佐先生の口頭試問って、超基本しか聞かれなかったよ？」

「そうそう。萩田先生の方がクネクネしながら足の小指の筋肉の起始なんて言うんだぜ？」

「それに比べれば、本当に宇佐先生は優しいよ？」

　彼らにそう言われ、久遠も肩の力を抜いた。

　それでもやはりドアを開ける時には緊張した。が、入室すると意外な光景が現れた。

　解剖学教室に入ってすぐ横に流し台とテーブルがある。そこで宇佐、萩田、大江と珍しく安井も座っており、全員で食事をしていた。弁当や出前ではなく、電子ジャーや味噌汁の鍋まであり、家庭の食卓風景のようだった。

「あ、口頭試問でしたね。五分待ってください」

　まだ半分も減っていない状態で宇佐はごちそうさまと箸を置き、久遠を横の実験室に案内した。

　久遠は実験室に入るのは初めてだ。色々な試薬や試料のビンが所狭しと並んでいる。きょろきょろしていると、壁の鏡に宇佐が歯磨きをしている様子が映っていた。なんとなく、人間味ある行動に思えた。

「お待たせしました」

「すみません、お食事中に」

「こちらこそ時間通りに始めずに失礼しました」

　歯磨き粉のミントの香りで思いもよらず丁寧に謝られ、久遠はまた少し緊張した。

「じゃ、始めます」そう言って、宇佐が手元の箱を開けると、バラバラになった骨が入っていた。

「これは下顎骨以外の頭蓋骨です。ひとつずつ名称を言って組み立ててください」

　ラッキー！と久遠は心の中で叫んだ。これなら出来る。

「えーと、前頭骨、後頭骨、これは蝶形骨 、側頭骨、こっちのが上顎骨で……」

　かなり時間はかかったが、ほとんどのパーツを組み合わせることができた。箱の一番底に別の骨があった。

「あれ……これは……えーと、多分、腰椎……かな」

「なぜそう思いますか」

「太いから……」

「では腰椎と頸椎との大きな違いは？」

「…………」

　黙り込む久遠に、宇佐は質問をがらりと変えた。

「では、脳神経を十二対言って下さい」

「脳神経……ですか」いきなり骨から離れ、戸惑ったが、久遠は目を瞑って思い出した。

「えーと……嗅神経、視神経、動眼、滑車、三叉、外転、顔面……がんめん……あっ！　内耳、舌咽、迷走、副神経、舌下神経ですっ！」

「正解。では、このうち僧帽筋と胸鎖乳突筋の運動神経は」

「へ？　えーと……ちょっと待ってください……えーと……副神経……ですか？」

「正解。僧帽筋の起始は」

「ええっ……えー、後頭骨、外後頭隆起？と項靱帯……かな。あ、あと、胸椎の棘突起！」

「いいでしょう。第七頸椎以下ですね。作用は？」

「……肩甲骨と鎖骨を上内方に上げたり、内側の下方に下げたり……外に回す……と思います」

　久遠がつまりつまり言うのを、とっくに昼食を終えて隣室でそれぞれの仕事を始めている教室員たちが聞くともなしに聞いている。宇佐の意図を読もうとしているのだ。

　宇佐はぴしりと次の質問を放つ。

「僧帽筋と一緒に浅背筋第一層を成すのは？」

「…………多分、広背筋……です」

「よろしい。では、脊柱を形成するものを言って下さい」

「頸椎、胸椎、腰椎、…………仙椎と尾椎」

「じゃあ、さっきのこれを見ましょう。これは椎体ですね。では、ここは？」

　宇佐は先ほどの骨の部分を示していった。

「椎弓。そこは椎孔、棘突起です」

「いいでしょう。では、ここの名称は」

「横突孔……あ！　そうか、頸椎です。これ……」

　と言ったところで、久遠の頭の中にひらめきがあった。

「あ……あれ？　あっ！　ああ！　そうか！」

　パシンと手を打って急に大声を出した久遠を宇佐は優しい目で見た。

「これって、繋がってるんだ！」

「そうです。君は骨は骨、筋は筋と全てパーツで覚えていました。身体はひとつです」

　久遠が初めて見た宇佐の微笑みだった。一瞬、それに魅入られ我を忘れたが、すぐに興奮がよみがえった。

　目眩がするほど衝撃的な出来事だった。幼い頃から今の今まで勉強というものを知らなかった。体系を認識していなかったのだ。宇佐の言う通り、骨は骨、筋肉は筋肉、脈管は脈管と別個のものとしていた。一気にいままで覚えてきたことが繋がった。

「そうか……身体はひとつなのか！」

　久遠の嬉しそうな声に隣室で仕事をしている安井が「water!」と呟いた。それに被せて萩田が「クララが立った！」と言い、大江は「全米が泣いた！」と締めた。

「お疲れさま」

　上気した顔で久遠が退室すると、大江が昼の残りで作った握り飯を差し出した。

　礼を言って受け取ろうとした宇佐は、もう四時を示している時計を見て先に電話に飛びついた。

「解剖の宇佐です。すみませんがシラバスの変更したいのですが……。あ、え、もう印刷に？　……はあ、……いや、ええ、ええ、……結構です」

　受話器を置いて宇佐は「遅かった」と呟いた。

「どしたの？　シラバス変更したかったの？」

　緑茶を淹れているのは萩田だ。

「さっきの学生を見てて考えたことがあったのですが、間に合いませんでした。おにぎり、いただきます」

「来年度の講義内容、変更するつもり？」

「ええ、さっきの彼のような学生が増えると思うんです。もっと基礎の部分で体系的な考えを持たせてやったらいいんじゃないかと」

「そんなのわざわざシラバスなんかに入れなくていいわよ。平気平気、ねえ、安井先生？」

「あー、いいんじゃない？　授業の時に変えても誰もわかんないよ。確かにここ何年か学生の基礎的学力が下がり続けてるから、最初の一コマか二コマは基本の基本をやった方がいいかもしれないな。オレ、内容考えてみるわ」

　安井は鬱から脱却し躁に入る前のほんの少しの期間、至極まともで優秀な解剖学者になる。自分でもそれを知っているため、この間に彼は年間の授業組み立てを考え、専攻生たちの学位論文のための研究の重要部分をほとんどこなしてしまう。そして、躁状態がはじまると、昼夜を問わず研究に没頭し、実験をノンストップで行い、金と数字に固執して予算の絞り込みをはじめるのだ。




■■■




　久遠は自分に驚いていた。帰りの電車の中で、念のためと思って見直したレポートがすんなり理解できたのだ。宇佐にテキストを読んでから書けと言われ、とりあえず読んだにもかかわらず全く分からないまま丸写ししたレポートだ。口頭試問の前にも一応目を通したが、それは上辺だけ単語を覚えるためだけだった。だが、いま見ると、繋がりが鮮明に理解できる。

「うわ……ヤバイヤバイ。俺、いままで何してたんだろ……！」

　レポートを読みふけり、危うく乗り過ごすところだった。

　帰宅後、居間のソファで寝そべっていると、オープンキッチンから母が声をかけた。

「明、どうしたのぉ？　とっても御機嫌じゃない」

「え？　そう？」

「隠したって分かるわよ。何か良いことがあったの？」

　珍しく早い時間から家にいる上に、テレビを観ている顔がいつもより穏やかだ。

「良いことっていうか……なんだろ。お母さん、笑わない？」

「なあにぃ？　どうしたの」

　新しい彼女でもできたのかと思ったら、息子はソファに座り直して少し真面目な顔をしている。

「いや……なんつーか……今までマジでバカだったなあと思って。これからはもうちょっとちゃんと勉強する」

「まあまあまあ！　どうしたの！」

　母はフリルのついたサロンエプロンで慌てて手を拭い、息子の前に座った。

「どうもしない。なんかさ、今日、解剖の口頭試問受けてる時に先生がマジ分かりやすく教えてくれて……うーん、どう言ったらいいのか分かんないけど……」

　普段頭を使って考えることがほとんどないために、久遠の語彙は少ない。が、そこは母親だ。久遠が何を言わんとするか理解した。

　その夜、久遠の両親は涙を流さんばかりに喜び合った。

　久遠は身体の中からなんとなく勉強しようという意欲が湧いていた。試しに他の教科も見ようと思ったが、教科書はすべて大学のロッカーに突っ込んだままだ。自室の書棚にはファッション雑誌とＣＤしかない。マンガも小説も読む根気がなく、単行本や文庫本の類すら入っていない。

　仕方がないのでベッドに転がって目を瞑ると、ドライスカルが浮かんできた。骨の上に筋肉をつけ、血管と神経と腱をつけ、歯を並べ、眼球を入れて、耳をつけて、皮膚を被せてみた。瞼に少し長いまつげ、くっきりとした眉を配置して、髪の毛を生やしてみると、見知った顔になった。優しく目を緩ませ、口角を上げているのは宇佐の顔だった。

「なんで宇佐先生？」思いがけない人物になって、久遠は頭の中でその顔をまじまじと見た。難しい能面が笑っている。「そうか、表情筋はこう動くのか」と思った。

　カワイイじゃん、と呟いて、骸骨状態の首から下を思い浮かべた。骨だけの身体に顔だけ普通というのはかなりシュールだ。頸椎にも血管と筋肉をつけ、腕、肋骨も同じように考えてみた。そこで、問題なのは内臓だ。気管、食道、胃……の上に肺を乗せていくとつながりがよく分かった。腹部を思い出そうとして、気がついた。自分は実習の時に目を背けていたため、図譜や模型でしか位置関係がはっきりと分からない。寝ころんだまま、腹を撫でてみて、腹膜の内側を想像した。

　こうやって何かを考えることに慣れていないため、頭が疲れてきた。そのまま、手を下げると、性器に触れた。これはさすがに分かる。

「ふーん……。男って外に飛び出てる分、わかりやすいな」

　さっきの骸骨にも下腹部をつけてみた。宇佐のそれはどうなっているのだろうか。自分のと同じように勃つこともあるのかと思いながら、大腿部から下の脚部にも肉付けをしてみた。また骨盤に戻って臀部の筋肉に移ると、頭の中では宇佐が形の良い尻を晒しているものになった。やっぱり気になるのは、陰茎で、宇佐のそれが仮性なのか剥けているのか興味があった。形を変えつつある自分のモノを宇佐のモノに当てはめてみた。

　男で抜いたのは久しぶりだ。高校時代に留学していた時、ステイ先のパーティでゲイの少年と知り合った。彼は非常に積極的だった。久遠は既に女性経験があったが、興味本位で口説かれてみた。一回きりだったが、相手が男性だからといって特に嫌悪感はなかったのは自分でも意外だった。

　今は特定の彼女はいないが、不自由はしていない。少し遊びに出れば女の子の方から声をかけてくる。しかし、二、三回付き合ったらおしまいだ。将来有望なイケメン医大生と思って付き合ったものの、久遠の頭の悪さを知った途端、向こうが退散するのだ。

　あの時、アメリカ人の少年は久遠のモノを躊躇せずに口に含んでくれた。どんなに色白だと自慢していても日本人の女の子は彼の肌の色には負ける。彼のそばかすが可愛らしく思えて硬い背中にキスをすると、彼はお返しにと久遠の全身に舌を這わせた。あんな愛撫は今まで寝たどの女の子からも受けたことがない。それを思い出しているうちに、少年と宇佐が重なった。ティッシュでの後始末もそこそこに、眠りに引き込まれた久遠の瞼には宇佐の微笑みだけが蘇っていた。







　翌日、宇佐が午後の会議から帰ると、教室のソファに客人が二人座っており、応対しているのは大江だった。

「あ、宇佐先生、お帰りなさい。あの、こちら……」

　言いかけた大江の後ろで、夫妻と思われる二人が深々と頭を下げた。

「久遠明の父母でございます。このたびは息子が大変お世話になりまして、ありがとう存じます」

「はじめまして、宇佐です。会議で留守をしておりまして失礼いたしました。あの、何か……」

　そういって宇佐は上品な夫妻と目を合わせた。これまでの木場教授との経緯から、久遠の両親が何かクレームを言いに来たのだと思った。

　宇佐が心持ち身構えたその途端、彼らは飛びかからんばかりに宇佐の目前に迫り、大げさに感謝の言葉を述べた。

　いままでまともに勉強してこなかった息子が、この年になって初めて自分から前向きな姿勢を見せたことだけでも、両親にとってはこの上ない喜びらしい。その気にさせてくれた宇佐にどれだけ感謝しているか、それらを延々と宇佐に語る。大江も同様の目に遭ったらしく、苦笑いの目くばせをしながらお茶を出した。

「久遠先生、奥様、落ち着いてください。まだご子息には再試と再実習を受けていただかなければなりません」

　やっとの事で宇佐が言うと、久遠夫妻は二人でもちろん！と肯いた。どうやら久遠明の今までの学校生活には追再試が当たり前だったようだ。

　久遠夫妻が風呂敷を広げ、有名百貨店の包みを出した。それをどうしても受け取れと恐ろしいほどの勢いで宇佐に迫り、宇佐が断ると大江に押しつけて彼らは帰っていった。

「台風のようなご両親だね……」

　宇佐も大江もぐったりとソファに身を沈めた。

「大江先生、それ、宅配便ででも返さなきゃ」

「これ……商品券ですよ……ね？　何十万分あるんだろ。普通これくらいですよね」

　指で一、二センチの厚み示した大江の視線の先には広辞苑並みの厚みの包みがある。

「あーら、それ、なあに？」

　Ｌ医大附属看護学校の授業に出張していた萩田に大江が今の出来事を話すと萩田は大笑いした。

「ふーん」包みを手に取り、片手で重さを確認すると、萩田は口元を歪めた。

「桐の箱入り、二十万ってとこね。五十万ならもうちょっと重いし」

「さすが、萩田先生」

　大江が素直にぱちぱちと手を叩いた。

「ま、さっさと返すにこしたことないわね。いただくとロクな事がないわ。ここでいただいちゃうと、木場先生と同じになっちゃう。ね、ウサギちゃん」

　萩田の含み笑いに宇佐も肯き、大江に郵便局に行くよう頼んだ。







　勉強のコツが分かった久遠は、授業にも身が入るようになった。

　かなり遅ればせだがノートも取っている。最初は全部書き写していたが、一週間もすると、何をメモすればいいか分かるようになってきた。

「久遠、なんか変わったね。良かった。勉強する気になったんだ」

　友人の田中がにこにこと笑った。

「俺さあ、チビの頃から勉強勉強ってずっと言われてたけど、どうやるものかマジわかんないままきちゃったんだよね……」

「あー、なんか分かる。俺も目からウロコ落ちたの、高三んときだもん。しかも受験直前。びっくりした。いきなり勉強のやり方が分かるっての。説明しにくいけど、なんか感覚なんだよね」

「ヤバイと思って兄貴に言ったら、普通、小学生くらいで分かるものだって」

「あはは、遅咲き？　俺たち」

「お勉強童貞の期間長かったぁ」

　久遠と田中は笑いあった。生理学教室にレポートを提出に行く田中に付き添って久遠も基礎研究棟に向かった。

　生理学教室は解剖学教室の隣にある。珍しく解剖の実験室のドアが少しだけ開いていたので、久遠は田中を待つ間に覗いてみた。

　白衣姿の知らない男性がフラスコを振っていた。幾つか試薬らしき液体をスポイトで入れて攪拌機にかけている。視線を感じたのか、男性が久遠に気が付いた。

「学生？　えーと、いま、解剖の先生は誰もいないんだけど……何か用事？」

「あ、いえ。何してらっしゃるのかな、と思って」

　久遠が言うと、男性は手招きした。胸のネームプレートに整形外科、鳥越とある。

「えーと、わかるかな。マウスの骨格筋間質から筋肉や血管の分化能力がある幹細胞群を同定して……」

「す、すみません、全然わかりません……」

　久遠が慌てて遮ると、鳥越はからりと言った。

「二年生？　じゃ、もうちょっとしたら分かるよ」

「そうですか……。あの、解剖の教室って、ヒトとか動物を解剖してるだけじゃないんですか？」

「ああ、僕も二年生位のときってそういう風に思ってたなあ。違う違う。もっと複雑怪奇。たとえば、僕は整形なんだけど、他に皮膚科と耳鼻咽喉科、脳外の奴らも実験に来てて、萩田先生や宇佐先生に研究見てもらってる」

「へえ、そうなんですか」

「うん。基礎をナメちゃ、臨床に来てから悲惨な目に遭うよ」

　ピーッと何かのアラームが鳴って、そこで話が途切れた。久遠が一礼すると、鳥越はもう実験に集中していた。

　なんとなく胸の中がもやもやとした。解剖の先生達はただご遺体を切り刻んでいるだけだと思っていただけに、思いも寄らぬ深い世界があることに驚いていた。

　ちょうど生理学教室から出てきた田中に話そうかと思ったが、上手く言えそうになかった。

　急に勉強に目覚めたからといって、急に勉強が出来るようになるわけではない。

　久遠の再試の結果はギリギリだった。それでも今までのように名前欄しか埋まっていないという最悪の答案ではなく、どの教科もとりあえず何かが書いてあった。採点側にすれば幼く拙い内容でしかないが、突然久遠の語彙が増えることは奇跡に近いので、それなりに彼の努力は認められた。

　これに久遠の両親が感激しないはずはない。前回送り返した包みに加え、新たな包みが今度は直接、宇佐の自宅へ届けられた。夜の九時を過ぎて帰宅した宇佐を百貨店外商の店員が待ちかまえていたのだ。

　なるほど、木場教授はこうやって私服を肥やしていたのか、と宇佐は実感した。だが、彼の信条として受け取るわけには行かず、玄関先で押し問答の挙げ句、一瞬、近所迷惑を考えた宇佐に隙が出来た。相手は年輩で百戦錬磨の外商員だ。あくまで上品に丁寧に、礼を重んじて宇佐へ包みを渡した。

「……これ、お返しする方法はないですか」

　餅のことは餅屋に聞くのが正解だ。宇佐は素直に尋ねた。

「さて、いかが致しましょう」

　宇佐が困った顔をしてみせると、外商員はにっこりと笑みを浮かべ、粋でスマートで礼を失しない方法を伝授した。

　のちに彼は宇佐の担当となり、教授選の際に水面下で大活躍することになる。




■■■




　学位（博士号）を取るには大学院に行く方法と、専攻生として教室に籍を置いて論文を提出する方法がある。解剖学講座に現在、大学院生はいないが専攻生が十五人所属している。

　二月の終わり、終電間際まで耳鼻科の院生の実験に付き合っていた萩田と宇佐は、乗換駅近くの店でそれぞれ弁当をテイクアウトしていた。

　弁当が出来る間、萩田が宣言した。

「来年度中に専攻生の五人、片づけるわよ」

「忙しくなりますね」

「あら、驚かないのね」

　あっさりと言う宇佐を萩田が横目で見た。

「二人くらいはいけるかな、と思っていましたから」

「発生で三人分ねじ込めば何とかなるわよ」

「ああ、そうですね。学会のエントリー、地方会と総会の締め切りって今週中でしたっけ？　明日にでも要旨書いておきますよ」

「……ウサギちゃん、もしかしてもう書いちゃってるんじゃない？」

「ああ、いえ、どれも中途半端です」

「やーっぱり書いてるんじゃない。偉い偉い」

　オレンジ色のコートを翻して萩田が手を叩いた。焦げ茶のバックスキンの手袋は少し間抜けな音を出した。

　弁当を受け取って歩き始めると、不意に萩田が通りの向こうに目をやった。

「あら、あの子……」

　つられて宇佐も見ると、べったりと身を寄せ合って男女が歩いていた。男の方は学生の久遠明だ。

「あーあ、この頃の子ってホントに慎みってものがないわね」

　萩田が眉をひそめた。明るい色の巻き髪、この寒いのに白の超ミニのスカートと白いピンヒールのブーツ、もこもこしたピンクのフェイクファーのショートコート。そんな女性の腰に久遠は腕を回し、女性は久遠のブルゾンの下から手を入れて身体を撫でていた。

「ああ、イヤ。品がないわねえ。あのご両親に見せてやりたいわ」

「お母さんは卒倒しそうですね」

「あはは、ホント。ママは大騒ぎで引っぺがしそう」

　萩田が笑ったとき、自分たちを呼ぶ声が聞こえた。見ると、当の本人の久遠が手を振っていた。

「今、そっち行きまーす！」

　同時に久遠は女の子を置いてガードレールを乗り越えて道路を横切ってきた。

　置き去りにされた女の子はキーキーと何か叫んでいるが、車の音に邪魔されて聞こえなかった。

「はー、助かった！」

　少し息を切らして、久遠は二人の前に立った。萩田が意地悪く聞いた。

「あの子、いいの？」

「いいんです。しつこくて」

「その割にはべったりだったじゃない」

「えー、見られてましたか。へへ。でも、ちゃんと別れ話してたんっすよ」

「賢明ね」萩田が言うと、宇佐が「それでも置き去りはかわいそうです」と庇った。

「大丈夫っす。どうせ彼女、二股かけてるし。春休みにどっか連れて行けってウルサイし。あ、ほら」

　久遠が指差すと、彼女はもう誰かと携帯で話して笑い転げている。

「へえ、したたかなもんねえ」

「俺、いや、僕、宇佐先生の方がいいです」

　にっこり笑って久遠は宇佐と目を合わせた。

「あーら、あらら？　アナタ、そんなこと言っちゃっていいの？」

「いや。ダメっすよ。僕、基本、女好きだし。でも、彼女よりは宇佐先生の方が好きです。あ、萩田先生の優しいとこも」

　宇佐は呆気にとられていた。自分もまだ三十を過ぎたばかりで、そんなに年寄りではないつもりだが、このあけすけな言動にギャップを感じた。

「アナタ、ついこの前まで口頭試問に来るのにびくびくしてたじゃない。宇佐先生のこと、怖いって言ったんですって？」

「うわ、知ってらしたんですか。すみません」

　久遠はぺこりと頭を下げた。

「でも、もう、怖くないです。マジ優しい先生だって分かったし……って、あれ？　今頃弁当ですか！」

「アナタが遊んでる間、大人はちゃんとオシゴトしてたの」

「すみません。来週からの再実習、ちゃんと出ます」

「もう遅いから、君も早く帰りなさい」

　やっと宇佐が口を開いた。

　はーい、と久遠が返事しかけた時、先の路地から女性の叫び声が聞こえた。

「誰か！　誰か来てください！」

　三人が路地を覗くと、大柄な男性が倒れており、若い女性が揺すっていた。

「どうしました！」

　まず、宇佐が聞くと、女性は泣きそうな顔を上げた。

「さっき、通りかかった時に、この人そこにしゃがんでて。向こうのコンビニ行って帰ってきたら、倒れてたんです」

「時間にしてどれくらいですか？」

「買い物には二分もかかってないと思います」

　聞きながら、宇佐は脈を採り、鞄のポケットからペンライトを出して瞳孔を確認している。薄暗い中だが、久遠でも男性の顔色がどす黒くなっているのが分かる。宇佐が落ち着いた声で指示した。

「久遠君、携帯ある？　救急車呼んで。萩田先生、心停止です。心マお願いします」

「わかった、任せて」

　萩田は手袋を外して久遠に放り投げ、宇佐はすぐに気道確保をしてマウスツーマウス用のビニルシートを広げて男性の口に入れた。

　二人は目で合図して、人工呼吸と心臓マッサージを始めた。この当時、まだＡＥＤは一般に普及していない。

　久遠は女性に場所を尋ねながら、救急車の要請をした。

「救急車、最寄りの消防のが出てるから、隣の地区から回すそうです！」

「了解」

　宇佐と萩田は時々呼吸を確認しながら、マッサージを続けている。

「大丈夫、戻ってこられますよ！」

　真っ青の女性を気づかって、宇佐が人工呼吸の合間に声をかけた。

　ただ見ているだけだった久遠ははっとして女性に言った。

「この人たち、Ｌ医大の先生なんです」

「そうなの？　よかった！」

　やっと女性の表情が緩んだ。

　遠くに救急車のサイレンが聞こえ始めた。

「久遠君、通りに出て誘導して」

　宇佐に言われ、久遠は慌てて通りに向かった。

　ぴくり、と男性の腕が動いたのは、救急車の音が間近に来た時だった。

「ご主人！　分かりますか？　ご主人！」

　うう、と男性が唸った。

　救急隊が到着し、宇佐が引き継いでいると女性が放心したようにへたり込んだ。

「あらあら、アナタまで倒れてどうすんの。ほら、しっかりなさい」

　萩田が手を引っ張って立たせると、女性はにっこりと肯いて、ハンカチを差し出した。

「どうぞ、すごい汗。先生達、すごかったです。私、感動しちゃった」

「ありがと。でも、自分の使うわ。あの人、もう大丈夫よ。アナタももう遅いからお帰りなさい。送らなくても大丈夫？」

「ええ、平気です。すぐそこだから」

　女性は手を振って帰っていった。

「終電、逃しましたね……。萩田先生、お疲れさまです」

「ウサギちゃんこそ！」

　何事もなかったかのように二人は弁当の包みと鞄を持った。

「あの……」

　久遠がおずおずと話しかけた。

「宇佐先生、萩田先生、すごかったです！　ホント、マジすごかったです」

　語彙の少ない久遠はこれ以上の表現が出来ない。

「当たり前じゃない。アタシ達これでも医師免許 持ってるのよ？　うちの大学のドクター達は、基礎の教室でも全員これくらいできるの」

「マジ尊敬っす！　ペンライトとか、あのビニールとか、どっから出てきたんですか」

「マウスチューブのこと？　マイクロキイを鞄に付けてるだけだからな。役に立って良かった」

　宇佐がストラップの付いた５センチ角くらいの小さなケースを見せた。

「へえ、こんなのあるんですね」

「使う状況にないことが一番ですけど。ああ、そうだ。久遠君の家はどこですか？」

「え？　光が丘です」

「じゃあ、僕の方に乗って」

　いつの間にか、萩田がタクシーを二台拾っており、久遠は宇佐に同乗することになった。







　疲れたのか、宇佐は目を瞑ってタクシーのシートに深く身を沈めている。

　久遠はしばらく横顔を見ていた。高めの鼻にワイヤーのように細いメタルフレームの眼鏡が乗っている。意外に睫毛が長く、レンズにこすれそうだ。きっちりと閉じた唇は突き出ておらず、中の歯並びが良いことを示していた。子どもの頃、歯列矯正をしていた久遠は、当時担当の歯科医師によく横顔のチェックをされていたことを思い出した。

（さっきの人工呼吸って、キスだよなあ。いいなあ。宇佐先生をおかずにして抜いたって言ったら、先生、どんな顔するんだろ。やっぱ、ドン引き？　やっぱ、気持ち悪いか……）などと考えながら、声をかけてみた。

「宇佐先生、寝ちゃったんですか？」

「いえ、起きています」

　宇佐はあっさりと目を開けた。

「学会エントリー用の原稿を組み立てていました」

「えっ、メモ帳とかパソコンとか使わないんですか？」

「もちろん、書く時は使います。家で文章にします」

「……忘れないですかぁ」

「忘れません。ある程度決まりがありますから。こういう時間に考えておいて頭の中に仕舞っておきます」

「えーっ、どうしたらそういう風になるんすか！　無理無理、俺、絶対無理」

「慣れです。君も学年が上がるとそうも言ってられませんよ」

　涼しい顔で宇佐は久遠と目を合わせた。

　久遠は急にさっきの興奮が蘇ったかのようにかっと熱くなった。

「さっきの宇佐先生、ヤバかったです。すごく格好良かったです」

「あれくらいは免許がいりませんから一般の人でも出来ることです。君にもできます」

「マジですか？　免許いらないんすか？」

「気管内挿管しない限りは大丈夫です。病院生になれば機会はあるだろうし、今なら消防署などで講習会があるから習うといいでしょう……というか、君の家は病院だから、お兄さんやお父さんに教えて貰いなさい」

「あ、そうか。そうっすね」

　宇佐もそうか、と気づいた。久遠は呆れるほど単純で素直なのだ。言動はかなり幼稚だが、それはこれからの本人次第で変わることが出来るだろうと思った。

　宇佐がじっと顔を見るので、久遠はもしかしたら宇佐も自分のことを気にかけているのかと期待した。

「……俺の顔、なにか付いてますか」

「いや、失礼。君、いつもこんな遅くまで夜遊びしてるんですか？」

「えー、まあ、時々」

「こんな時間まで遊んでいれば欠席も多いはずです。授業にはちゃんと出なさい。学生の義務を果たした上で息抜きに遊ぶのなら、構わないでしょう」

「なんだ、お説教っすか。残念、先生に告ったの、マジ正解かと思ったのに」

　どうしたらそんな話になるのかと宇佐はまた久遠を見たが、十九、二十歳の単純な頭の半分は性欲で占められているのが透けていた。

　宇佐が答える前に、タクシーは「光が丘久遠クリニック」の前に到着した。







　古株の専攻生五人に今年中に論文を仕上げると知らせたら、皆、小躍りせんばかりに喜んだ。全員が開業医で、普段、忘年会や教室会くらいにしか顔を見せない者が、診療を終えて飛んできた。

「いやあ、ありがとうございます。僕で十年、木村先生で八年ですからねえ。正直なところ、専攻生の学費以外でのかかりが多くて、もう止めようかと思うくらいでしたよ。ねえ、木村先生？」

　四十代の原田が丸い顔を紅潮させて笑い、原田より一学年下の木村も肯いた。

「木場先生に納めるものが年々上がるから大変でしたよ」

　彼らは当然、木場に渡している金で宇佐達教室員が飲み食いし、一部が研究に使われていると思っているようだ。宇佐は木場教授が少しくらいは袖の下を貰っていることは知っていたが、その額は想像以上に多かった。

「もう来年度一年分だけ大学に専攻生費だけ納められたら終わりです。教室費も結構です」

　宇佐が言うと、原田と木村も気づいたようだ。

「もしかして、宇佐先生達はご存じなかった……？」

　その問いに宇佐は答えず、学会発表する論文の内容と今後のスケジュールを説明した。

「六月、九月、十一月に学会発表、年内に論文審査……。目が回りそうですね」

　呟いたのは三十代の専攻生、橋本だ。

「忙しくなりますが、よろしくお願いします」

　実際、研究をして論文を書くのは宇佐達だ。それでも、宇佐は下手に出て頭を下げた。

  研究テーマの概要を書類にして渡すと、原田はそれをめくりながら全く違う話をした。

「そういえば、久遠先生の三男坊、進級できそうなの？」

「久遠君は頑張ってますよ」

　当たり障りのないように宇佐が言うと、横で大江が苦笑した。

「宇佐先生、庇わなくていいんだよ。あの三男坊は昔から漢字も読めないバカ息子で有名だから。親も甘いんだよなあ。先日も医師会で久遠先生と一緒だったんだけどね。僕が解剖に籍のあることご存じで、よろしくっておっしゃってましたよ」

「まあ、親御さんはともかく、彼は自分で気づけば伸びるんじゃないですかね」

「へえ、じゃあ、まったくバカ息子ってわけじゃないのかな」

「さあ、どうでしょう。どんな学生でも変わることができますから」

「バカでもそれなりの医者になれるのかもしれないなあ」

　原田はガハハと笑って、宇佐の肩をばしばし叩いた。




■■■




　三月下旬、六年生は国家試験を終えて卒業し、在学生達は約二週間の春休みに入る。他大学と違ってＬ医大の春休みは短い。

　久遠と田中を含め、解剖の再実習の学生八人は朝から解剖用白衣にマスク、キャップ、グローブという重装備で実習室に集合した。

　今回の再実習は五日間。この日は大江が担当で、説明の後、皆でご遺体に黙祷を捧げて実習を開始した。

　成績の悪かった久遠以外は流行した風疹で欠席した者ばかりで、彼らはためらいなく指導通りに切開を進めていく。女子学生も二人おり、彼女らも真剣な眼差しで参加している。

　久遠は自分も、と気だけはあるのだが、ご遺体に触れようとすると、どうしても手が震えて引っ込めてしまう。隣にいた田中が、それとなく場所を空けて久遠が触りやすいようにしてやるのだが、なかなかうまくいかない。ホルムアルデヒドの匂いもきつく、マスクをしていても鼻の粘膜に染みついてくる。

　休憩時間、久遠が落ち込んでいると、女子の岬と坂部が田中と一緒に横に来た。

「久遠君、解剖苦手なんだ」

　岬が気の毒そうに言うと、坂部はうんうんと肯いた。

「私も最初ダメだったあ。泣きそうだったもん」

　久遠はそんな彼女らを見て、はっとした。岬も坂部もお洒落で、可愛いファッションで、いつもきれいに髪を巻き、美しい爪をしていた。

「岬さんも坂部さんも、ネイルどうしたの？」

「え？」ふたりは同時にぱっと手を広げて爪を見た。

「だって、実習だもん。あんなネイルしてたら解剖できないし、お菊さんに失礼でしょう？」

「お菊さんって誰？」田中が聞いた。

「ご遺体。おばあさんとかご遺体って言っちゃったらかわいそうな感じだから、名前付けたんだ」

　女子はふたりで、ねえ、と同意しあった。

「お菊さん……。そうか。気合い入ってんだなあ」

「久遠君も頑張れ！　その前髪、留めちゃえ！」

　岬が笑って実習帽からバサバサと出ている久遠の長い前髪に、小さな花飾りの付いたヘアピンを挿した。妙に似合っているため、誰もからかわない。

「ほら、視界が広がったでしょ！　頑張れ頑張れ」

「あ、ホントだ。岬さん、ありがとう」

　なんとなく気分も晴れて、久遠はやる気が出てきた。

　休憩後、久遠は吐き気を堪え、懸命に皮膚を開いて脂肪の層を取り除くことに専念した。

　二日目は萩田が担当だった。

　ほとんどの箇所で筋肉が露出したので、萩田はその走行を説明していった。随所随所で散弾銃のようにバラバラと質問が飛んできて、学生達は弾をうまく受けて投げ返した。被弾すると質問が倍になる。久遠は二回失敗したが、その他はつまりながらも答えることが出来た。

「あら、やるじゃない。えらいえらい。アタマもその方がすっきりしてていいわよ」

　萩田は、今日も花飾りのピンで上げている久遠の前髪を指した。

　三日目に現れたのは安井だ。主に内臓を説明し、心臓を中心に血管の走行と内臓の関係を詳しく示した。久遠は内臓が一番知りたかったところなので、ひとつひとつの臓器に触れてみた。

「お、久遠、えらく積極的だな。じゃ、久遠は腸洗い決定」

「えーっ！」

　気の毒がった田中が一緒に腸を外して洗い場に運んだ。

「俺さ、親父が消化器外科だろ。俺も外科志望だし。腸をこんなに観察できる機会なんてないと思うんだよ」

「へえ……。田中ってすごい先まで考えてるんだな」

「まあね。他の科をよく知らないから、まだわかんないけど」

　長い腸を二人で洗って、襞を観察した。

「久遠、ずいぶん慣れたじゃん」

「そうかなあ」

「そうだよ。頑張れ」

「そうだ、頑張れ」

　いつの間にか後ろに立っていた安井がにっと笑った。

　四日目はまた萩田で、今日こそ宇佐が来るかと思っていた久遠は少しがっかりした。

「さあ、今日も行くわよー！」

　連日ホルムアルデヒドの中にいて、疲れが出てヨロヨロになっている学生達に、萩田はさっぱりとした笑顔で質問のバズーカ砲を撃ちまくる。

「田中君、心臓の弁、４つ！」

「えーと……肺動脈弁、大動脈弁、三尖弁、僧帽弁です」

「岬さん、右心房と右心室の間」

「はい、三尖弁です」

「じゃ、肺動脈弁の位置、坂部さん」

「はいっ、肺静脈と左心室、左心房の間……は、僧帽弁で、えっと肺動脈弁は肺動脈と右心室の間です」

「いいわ。西田君、大動脈弁の位置」

「大動脈と左心室です」

「久遠君、冠状動脈を示してみて」

「はい……えーと……ここが左心室だから……ここから出てる上行大動脈から、えーっとここで別れて……ます」

　久遠は心臓を指で触りながら答えた。

「あら、上出来。じゃあ、この上行大動脈は何につながるかわかる？」

「えー……これがこうくるから……あ、これ、大動脈弓！」

　おおっ、と同級生達も意外そうに久遠を見た。

「よくできました。じゃ、次、冠状静脈洞。南出君」

「へ？　はい、この後ろっかわにあって、左心房に開きます」

「ちがーう。久遠君、どこが違う？」

「えーと……右心房に開く……？」

「正解。南出君、右心房には他に何が入る？」

「うわ、ヤバ！　下大静脈、上大静脈ですっ！」

「よくできました。次、脾静脈…………」

　萩田はその後も次々と質問を浴びせかけた。







　最終日は宇佐が担当だった。

　久遠は意識して目を合わせるようにして、合えばマスクの下でニコニコと笑った。

　宇佐はよく通る声で整然と説明していく。学生達も分かりやすい解説に納得しながら聞いていた。

　しばらく黙々と手を動かしていた久遠が、しきりに首を捻っている。

「あれえ……？　ちょっと、タナピー、ねえ、僧帽筋って、これだよね」

「そう」

「ちょっと場所変わって」

　反対側の田中のところからもう一度確認し、また首を捻った。

「んー……僧帽筋は左右対称だよ……ね？」

「だと思うけど、どうした」

「ここ、おかしくない？」

　久遠が示した筋肉を見ても、田中には違いが分からなかった。

「一緒じゃねえの？」

「そうかなあ……」

　宇佐に質問していた女子が自分の持ち場に戻ったので、久遠は手を挙げた。

「どうしました？」

「あのー……僧帽筋、右と左で違うように思うんですけど……。ここの部分」

　宇佐は示された部分を見て、自分の指で確かめた。その際、久遠の手に触れ、久遠は思いがけずどきっとした。

「ああ、本当ですね。確かに、ここに筋束がありますね。右側だけ……かな。うん。そうですね」

「あのぉ、これは病気ですか」

「いえ、違うでしょう。余剰筋束じゃないかな」

「お菊さん、これがあって痛いですか？」

「は？　ああ、この方はお菊さんなの。で、痛いって？」

「お菊さんが生きてる時、これがあって、痛かったり辛かったりしてないですか？」

「ああ、そういうこと。いえ、大丈夫でしょう。自覚症状はほとんど無いはずです。あっても少しの肩こり程度でしょう」

「マジっすか！　お菊さん、よかったな」

　久遠は友達のように「お菊さん」の肩をぽんぽんと叩いた。

　学生がご遺体に名前を付けることはよくある。しかし、こういう生前の様子を気にかける発想は宇佐にとって新鮮だった。

「これ、調べましょう」

　宇佐が連絡すると、すぐに大江がカメラを持ってやって来て、多くの写真を撮った。宇佐はメジャーで大きさを測りながら、余剰筋束について学生達に詳しく説明した。

「地方会に出せますね」

　大江が言うと、宇佐も肯いた。

「そうですね。被りがなければいけるでしょう」

　宇佐と大江の会話に、学生達は不思議そうな顔をした。

「君たち、ラッキーだね。詳しく調べてからだけど、これ、学会発表できるケースだよ。宇佐先生に見つけて貰ってよかったね」

「大江先生、これ見つけたの、久遠君なんですよ！」

　岬が訂正した。

「ええ！　久遠君が！」

　驚く大江をよそに、学生達は「学会」などという偉そうな響きに興奮していた。

「すげー！　すげー！　学会だってよ！」

「なんか、カッコイイ？」

　わいわいと口々にさえずる学生を置いて、宇佐の頭はフル回転していた。今年の学会エントリーに関しては、専攻生のためにいっぱいいっぱいまで予定を組んでいる。エントリーは幾つしても良いのだが、この件を調べて論文を書く時間をどう捻出するかを考えた。

「はい、静かに。とにかく、これは研究に回すとして、今日の予定を最後まで進めましょう」

　学生達は、張り切って最終日の課題を終え、最後にご遺体に内臓と筋肉を戻して、黙祷した。

「お菊さん、ありがとうございました！」

　久遠が合掌して頭を下げた。稚拙だが、久遠のご遺体に対する敬意と感謝が感じられた。

「大江先生、悪いけど……」

　教室に戻って言いかけた宇佐を大江は笑いながら制した。

「分かってますよ。余剰筋束の報告例を調べて、文献ピックアップしておきます。固定も僕がしますよ」

「ありがとう。助かります」

「報告例見て被ってなければ地方会エントリーしましょうよ！　学生にとっても良いと思うんです。少なくとも僕はすごく良い経験でした」

　大江は真剣な顔をした。大江も学生時代、解剖実習でご遺体の骨に特殊な変形を見つけて、当時助手だった萩田に進められて学会に参加したのだ。それが臨床医志望だった彼を基礎医学の道へ進ませた。

「僕ができるだけやりますから、お願いします」

「そうですね。頑張りましょうか。大江先生、実験しながら、大丈夫？」

「宇佐先生が作ってくださった叩き台を使いますから、楽勝です」

「同じ実験をコロラドのドクター・リンのチームが進めてるから、注意して。あそこ、ちょっと陰湿だからネットでよく調べて向こうより一日でも先に出さなきゃ」

「ラジャー！」

　そんな話をしていると、萩田が学生を連れて教室に入ってきた。ぞろぞろとついてきたのは岬、坂部の女子と田中、久遠だった。

「ねえねえ、余剰筋束見つけたんですって？　学生達がぴいぴい言ってるわよ」

　宇佐が萩田に説明する間、大江が学生に学会までの概要を教えた。

「大江先生、私たちも何か調べるお手伝いはできますか？　さっきこの四人で話してたんです。あとの四人は帰省だけど、私たちどうせ残りのお休みはどこにも行かないし、何かできないかな、って」

　坂部が聡明そうな口調で申し出た。

「ありがたいけど……。どうしようかな」

　迷っている大江に、萩田が被せた。

「アナタ達、本当に春休み潰しちゃって大丈夫なの？　あとで文句言わない？　図書館でおこもりになっちゃうわよ？」

「構いませーん」四人が口を揃えると、萩田は遠慮無く専門的な文献検索の方法を教えた。

　久遠は勉強は苦手だが、遊びに行くより宇佐のそばに居られることを選んだ。







　週が明けて月曜日、久遠たち学生四人は朝から解剖学教室に集まり、大江の指示を受けて図書館で文献を探して回った。

　久遠は漢字がさっぱり分からず、いきなり足手まといになった。彼の検索したリストを見せると坂部が目をつり上げた。

「うーん。なんとなくってイメージだけで探しても出てこないわよ。これじゃあねえ」

　岬が庇うように聞いた。

「ねえ、久遠君って英語はできたよね？」

「……会話はね。あ、でも、単語だけ分かれば読めるのは読める」

「じゃあ、英文献担当でお願いね」

　岬がマシュマロのような頬で微笑んだ。

　昼に教室に戻るように言われていたので、全員で行くと、食事が用意されていた。

「お疲れさま。お手伝いしてくれてる間はゴハン出すわよ。さ、召し上がれ」

　萩田が茶碗に炊きたてのご飯をよそって皆の前に置いた。

「うわ、なんか、美味そう！」田中が勝手に席に着いた。

「某大学農業科特製の無農薬野菜ばかりよ」

「いいんですかあ？　嬉しい」女子二人も喜んでいる。

　久遠は好き嫌いが多く、野菜が苦手だ。どうやって逃げようかと思っていると、萩田がニヤニヤした。

「今日のおかず当番は宇佐先生。宇佐先生の手作りなのよ。いま、ちょっと電顕に行ってるけど」

　そう言われては逃げるわけには行かない。久遠はカボチャと人参の煮物をつつき、一口食べて、思わず「あれ……うまっ！」と声を上げた。

「人参、ゴボウ、里芋、おネギにキャベツかな。豚汁、すごくおいしい！」

　感心する坂部に萩田が自慢した。

「このお野菜、味がしっかりしてるでしょう？　お味噌も農業科特製大豆で作った自家製なのよ」

「へえ、毎回買ってくるの大変じゃないですか？」

「大江先生の奥さんが某大学の先生なの。研究用農場で採れた新鮮なのを下さるのよ。おかげでアタシ達の食生活は健康そのもの。徹夜続きでもお肌ぴかぴかよ」

「うわー、お昼だけなのに？　すごーい」女子は興味津々だ。

　久遠は黙々と箸を運んだ。母は料理上手だが、凝った西洋料理が得意でこういう素朴な味付けはしない。かえってそれが野菜の味を引き立てて、旨味があることを今まで知らずに野菜嫌いだと思っていた。

「マジうまかったっす！　ごちそうさまでした」

　ぺろりと平らげて手を合わせた久遠を萩田は微笑ましく見ながら尋ねた。

「明日はアタシがお当番。とーってもおいしい特製オムレツ作るわよ。産みたて卵が届くの。卵アレルギーのヒト、いる？」







　宇佐はマウスの小脳から細胞を取り出して免疫組織学的解析と形態解析を行っていた。実験自体は終わっているので、ここ一ヶ月で集中的に解析してしまう予定だ。若手の助教がいない分、細かい作業もすべて一人で行わなければならず、イレギュラーなスケジュールは避けたい。しかし、今回の久遠の発見は評価してやりたかった。せっかくやる気になってきた学生の芽は伸ばしてやるべきだと考えていたからだ。

　それにしても、驚いた。あの久遠が余剰筋束まで見つけだすとは。

　図体は大人だが、中身は素直で幼い。うまく指導してやると良い研究者になるだろう。まだ未知数だが、彼を臨床医にするのは危険な気がする。いまから鍛えれば、自分の思い通りの男になりそうだ……。

　宇佐は手技を休めることなくそんなことを考え、思い通りの「研究者」でなく「男」と思った自分に少し呆れた。

　遊びで汚れた白衣も、ちゃんと洗濯すれば元の白さを取り戻す。漂白剤と洗剤の割合を考えて水温を調節すれば、生地を傷めることもない。そして糊を付けてプレスすれば、見違えるほどの白衣となる。宇佐はその方法を知っている。どろんこの白衣を見つけた今、どうするべきか考えるまでもないだろう。糊の利いた自分好みの白衣を纏うために少々の手間をかけるくらいは厭わない。これが宇佐の考え方だ。

　「お菊さん」の僧帽筋を調べる時、久遠の手に触れたのはわざとだ。彼の反応は非常に分かりやすいものだった。

　そんなことを表情に出すこともなく、宇佐は測定データを取りつづけた。
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　四月に入り、久遠は無事に三年生に進級した。

　どうやら田中は聡明な坂部が好きらしく、口実を設けては久遠を巻き込んで昼食に誘う。坂部にはもれなく岬が付いてくるため、いつの間にか久遠、田中、坂部と岬の四人グループになっていた。岬はかいがいしく久遠の世話を焼くが、久遠は常に母親や女友達から構われているため、彼女の行動に何の疑問も持たずに友達として接していた。

　解剖の授業が次にあるのは六年生の国家試験前で、それまで特に用事がなければ解剖学教室に近づくこともない。しかし、久遠たち四人は違った。週に二日は講義終了後に解剖の教室を覗きに行っている。六月に開催される解剖学会の地方会に「お菊さん」の余剰筋束を発表することになったのだ。発表演者は大江だが、共同研究者として名前が出ることになっていた。発表内容は、発見した余剰筋束を組織標本にして顕微鏡で観察し、どんな細胞で構成されているのか、また、それからどのようなことが考えられるかを述べるものだ。これは同時に論文にして学術学会雑誌に投稿する。これらの作業を行うのは実際には大江と宇佐だが、せっかくだから自分たちも勉強したいと坂部が言いだし、田中がつられ、久遠が引っ張られ、岬が付いてきた。手伝いと称して、横から顕微鏡を覗いたり、参考文献をひっくり返していた。四人がウロウロすると、結構邪魔になる。しかし、解剖学教室に研究に来る臨床講座のドクター達は自分のテーブルさえ確保できれば、あとは彼らに好意的で組織染色の方法などを説明してやっていた。ドクターサイドから見ると、小学生の職場見学のようなものだが、学生はそれなりに自分たちも役に立っていると思いこんでおり、それがまたドクター達にはほほえましく映っていた。

「解剖の先生って、すごく働いてんだなあ」

　田中が毎日のように感心する。

「二年の講義が始まってるだろ。看護学校も講義があって、なんか同時にいっぱい平行して研究もやって、でもって、他の講座の院生の論文指導……」

　指を折って田中が言うのに、坂部が付け加えた。

「それに今回の僧帽筋！　全部論文も先生達が書くんでしょ？　大変よね」

　聞いていた久遠は、宇佐が働きすぎなのでは、と心配になった。最近、少しやつれているように見えるのだ。

　この四人でつるむようになってから、久遠の夜遊びは目に見えて減っていた。友人関係が大学中心になり、遊び仲間からはメールに漢字が増えてつまらなくなったと苦情のメールが入っていた。少し前の久遠は、携帯電話の漢字変換すら合っているのかどうかわからないため、ほとんど平仮名ばかりのメールだったのだ。

　それは、放課後に久遠が一人で解剖の教室を訪れた時のことだった。

　部屋は宇佐しかおらず、久遠は少し緊張した。いつも他に誰かがいて、二人になることがなかった。

　顕微鏡に向かっていた宇佐は顔を上げていつもの無表情ではなく、にっこりと微笑みかけた。

「ちょうど良かった。これ、見てみてください」

　宇佐に場所を譲られ、顕微鏡を覗くと、さすがに久遠でも分かるようになってきた筋肉の線維が見えた。

「うわー見やすい！」

「きれいな標本でしょう」

「はい。マジくっきりしてます」

「上手に出来ました」

　宇佐は久遠の肩に手を置いて、また笑顔を見せた。

「えっ！　えっ！　これ、俺が昨日染めたやつですか！」

　久遠は肩の感触を強く意識しているのに、自分が作った標本の出来にも興奮した。どちらも非常に嬉しいもので、どちらを喜んで良いのかわからずにどぎまぎした。

　昨日、大江がパラフィン包埋した切片のＨＥ染色方法を四人に教え、代表して久遠が一人でやってみたのだ。

「すげえ……！　マジ感動っす！」

「最初はムラになったり濃すぎたりすることが多いのですけど、久遠君、上手に出来てます」

　充分に久遠が自分を意識するように、宇佐は肩に手を置いたままほめた。そして、すっと手を離して、今度は顔をじっと見た。

「その髪、顕微鏡見るのに邪魔でしょう。実習の時のように留めるのもいいですが……。男子学生がヘアピンというのも止めはしませんが、君はもう少し短い髪の方が似合うと僕は思います」

　最後の「僕は思う」をやや強調して言うと、久遠はしきりに明るい色の前髪を触った。

「まあ、髪型は自由です。臨床に入ったら患者さんに信用される身だしなみは必要ですよ」

「そうっすよね。マジ考えます」

「マジっていうの、久遠君の口癖ですね。僕はともかく、大江先生や萩田先生に対しては使わない方がいいですよ」

「ええっ、そうなんすか。ヤバイ。めちゃ使ってる……」

「ヤバイもね」

　宇佐はもう表情を硬くした。久遠は表情の差に、自分の言葉遣いが宇佐の気に障っているのを感じ取った。

「すみません、気を付けます」

　持ち上げて、突き落とす。宇佐の方法は久遠のような子どもっぽい性格によく効く。これで久遠の心に宇佐の存在がまた深く刻まれるのだ。







「宇佐先生、フルスロットルですねえ」

　整形外科の大学院生、鳥越が目を見張った。このところの宇佐の仕事量は半端でないほど多かったのだ。それなのに、昼飯の用意をしている。

「大丈夫ですか？　クマ出来てますよ」

「あ、そう？　今年は論文多くてね。僕よりも大江先生の方が大変ですよ」

　言いながら人参とジャガイモの皮を剥き、タマネギを切って圧力鍋に放り込んでいく。

「いやいやいや、大江先生も萩田先生もすごいけど、僕が見る限り、宇佐先生が一番仕事量多いですよ。……それ、シチューですか？」

「うん。もう圧力かけるだけですぐ出来る手抜きです。鳥越先生も実験、昼までかかるでしょう、食べてってください」

　宇佐は手早く野菜と牛肉をバターで炒め、スープストックを入れて蓋を閉めると、ファイルを持って飛び出して行った。鍋の圧力がピークに達する頃、また戻ってきて、火加減を調整した。

「鳥越先生、すみませんが、五分後にこれ止めてもらえます？」

「ラジャー！　米も研いでおきますよ」

「あー悪い、頼めます？　ちょっと電顕室にいますから」

　鳥越が返事をしたときには宇佐はもう姿を消していた。

　鳥越から見てもこの教室の状態は尋常ではない。教授不在のうえ、安井はほとんど病欠、実質三人でこなす仕事量ではない。病院の臨床医も飛び回っているし、鳥越自身も入院患者を持っており、この一年、平均睡眠時間は四時間を切っている。そんな鳥越でさえ、宇佐の働きに及ばないと思うほどなのだ。聞けば、今年申請する学位論文が五編で、ほぼ三人でそれを仕上げるという。夜は夜で、週に一度のペースで専攻生がやって来る。彼らの論文なので、ある程度は手順や内容を覚えて貰わないと審査は通らない。開業医である彼らのプライドを傷つけずに最初から教え込むのも宇佐達の仕事だ。実験室の片隅で自分の実験をしながら鳥越は、彼らに丁寧に解説する宇佐や萩田の姿を何度も見て、同情していた。米を研ぐぐらいは何でもない。

　宇佐は電子顕微鏡で画像データを取りながら、もうその場で論文の文章を考えていた。自分でも飽和状態だと感じていたが、このスピードで走り続けてちょうどなのだ。ほんの少しの空き時間に久遠をどうするか思い浮かべることがある。彼を思い通りになる日がいつか来るだろうかと自問し、苦笑した。

　教室に戻って文章を書いていると、看護学校に出張していた萩田が帰ってきた。

「ウサギちゃん、お土産」

　ドライアイ用目薬の小さな箱が宇佐のキイボードの上に置かれた。

「わ、助かります！　もう、目がシパシパしてたんです。ありがとうございます」

「アタシも。こんなに目を酷使してたら老眼になっちゃう！　ねえ、お昼残ってなあい？　食べはぐれちゃって」

「シチューです。……あ」

「何？」

「僕も昼食まだでした」

「なーにやってんの！　んもう、ちゃんと食べなきゃダメじゃない」

　自分も同じくせに、萩田は宇佐を叱り、鍋を温めた。

「この頃、ウサギちゃん顔色悪いわよ。日曜日も出てきてたでしょ。今週の土日くらい休んだら？」

「日曜は組織セミナーで大阪日帰りですよ」

「そうだったわね。土曜から行ってちょっと休んで……って土曜は原田先生の特訓か。いいわ、原田先生はアタシが見るから、ウサギちゃん、土曜に大阪に行っちゃいなさいよ」

「ありがとうございます。でも、大丈夫です！　まだ大丈夫」

　限界ギリギリで働いているのは萩田も同じなのだ。二人は今日こそ早く帰ろうと言い合った。







　日曜の夜、最終の新幹線で大阪から帰ってきた宇佐は、最寄り駅の改札で声をかけられた。

「宇佐先生！　お帰りなさい」

「久遠君？　どうしたんですか、こんな時間に。……またえらくさっぱりしましたね」

「先生を待ってたんです。どうですか、この髪」

　久遠は髪を黒に近い茶色に染め直し、清潔感のあるヘアスタイルになっていた。

　先日言ったばかりで、もう切ってきたことで、宇佐は久遠の単純さを推し量った。

「え、ああ、似合ってます。うん、良いですよ」

「よかった！　先生に見てもらおうと思って大学行ったら、大阪出張って！　最終の新幹線だって聞いたから、迎えに来たんです」

「迎えにって……。こんな時間に？」

「車、買ってもらったんです。一番最初に先生に乗って貰いたくて来ちゃいました」

「悪いけど、初心者の運転は……」

「あ、免許は高校卒業の時に。今まで親や兄貴の車に乗ってたんで運転は大丈夫っす。ねえ、乗ってくださいよお」

　久遠はベンツのキーを見せて、宇佐の荷物を持った。

「いやいや、本当に結構。彼女を乗せなさい」

「最初は宇佐先生です。決めてたんです、一番好きな人に乗ってもらおうって」

　久遠は満面の笑みで呆れている宇佐を引っ張った。

　駐車場にはニューモデルＥクラスのベンツが停まっていた。宇佐は、これでＳクラスなら久遠の両親の親バカ加減に回れ右するところだが、このクラスならばまだマシかと思った。

「宇佐先生が横って、マジ……いや、すごく嬉しいです。ね、ドライブしましょうよ！」

「申し訳ないけど、直接大学へお願いします」

「え？　家じゃないんすか。ナビにセットしてあるのに」

「……僕の住所を？」

「あ、ストーカーじゃないっすよ。大学の同窓会名簿で見たんです」

「じゃあ、隠しても無駄ですね。家までお願いできますか」

　久遠は少し遠回りをして小高い丘の上を目指した。

「五分だけ、時間下さい。ほら、先生！」

　そんなに高くない場所だが、反対側が盆地なので夜景が広がっている。

「ああ……綺麗ですね」

「でしょー？　先生に見せたくて」

「ありがとうございます」

　早く帰って眠りたかったが、宇佐は久遠の気持ちを汲んで礼を言うと、久遠は得意そうに笑った。

「へへ、よかった。綺麗なもの見ると、気分が落ち着くって本に書いてあったんです。先生、忙しくて疲れてるでしょう？　だから」

「そう。お気づかいありがとう」

「俺、先生のこと、本当に好きです。学生で男なのに、こんなこと言ってすみません。俺、ホモなのかも。……よくわかんないけど。そんなことどうでもよくて、先生のこと、好きです。前に告った時よりも、もっと好きになってます。今日、先生と一緒にドライブできてよかった。横に座ってもらってよかった。先生、ありがとうございます。今日、俺、誕生日なんです。男から告られて気持ち悪いっすよね。誕生日って事で、勘弁してください」

　久遠は一気に言った。

「誕生日でしたか。おめでとうございます」

　宇佐はそれだけ言い、告白には何も触れなかった。

　久遠が戸惑ったように宇佐を見ると、彼はさっとハンドルの久遠の手に手を重ね、エンジンボタンに持っていった。

「さあ、帰りましょう。君も明日は授業があるでしょう」

　にっこり微笑むと、久遠は肯いてエンジンをかけた。

　キスのひとつもしてやればよかったかとも思ったが、最初から甘やかすには久遠はまだ子どもすぎる。つけ上がる隙など与えては、計画が台無しになる。宇佐は自宅前で久遠を追い返した。

　久遠は、自分では真剣に告白したつもりだった。夜遊び仲間の中にゲイの男がおり、久遠たちのグループは気にせず男女一緒に遊んでいたが、他のグループではホモは気持ち悪いと嫌がる者もいた。いままで、世間一般でゲイがどのように認知されているのか全く考えなかったので、自分の気持ちのままに宇佐に告白した。何事もなかったかのようにスルーされてしまったのは、宇佐が男に興味がなく、そして久遠を傷つけないようにしてくれたのだと思った。自分に都合の良いようにしか解釈できないのが久遠だ。







　六月第三週目の日曜日に解剖学会地方会が隣県のＭ会館で開催された。

　それまでに、Ｌ医大解剖学教室ではスライドを用意し、パワーポイントのデータを作り、発表演者である専攻生の原田たち五人のドクターに原稿内容を覚え込ませた。加えて、今回は大江助教が実習で見つけたケースについて発表する。

　午前中に専攻生が三人、午後からの専攻生二人と大江が発表することになっている。

　学会の参加者は主に医科歯科のドクター達だ。学会所属者でなくても、当日参加料を払えばコ・メディカルなどの関係者も参加できることになっている。

　宇佐たち教室員と専攻生はもちろん朝からの参加で会場にいるが、大江の共同演者で久遠たち学生の名前も入っているため、彼らは午後から聴講することになっていた。

　午前の部が終わる頃、大江が彼らを引率してやって来た。事前に萩田がうるさく服装を注意していたため、八人の学生は、男女ともスーツ姿にやや緊張した様子でかしこまっていた。

  萩田が会場中央部に席を取っていたので、専攻生と学生はそこに陣取った。

　大江の発表が始まった途端、演台に向かってカメラのフラッシュが瞬いた。撮影禁止ではないが、新人発表以外で写真を撮る参加者は少ない。宇佐と萩田は撮影者に顔を見合わせた。最前列でカメラを構えていたのは、久遠の両親だったのだ。宇佐がそっと久遠を見ると、全く気づいていないようで真面目な顔をして発表を聞いている。

　大江の発表が終わると、最前列の二人はひときわ大きな拍手をして周囲の失笑を買っていた。

　カテゴリセッションが終わる前に、宇佐は他大学の知り合いに呼ばれてロビーへ出た。以前は同じＬ医大解剖にいた男で、現在はＫ医大の准教授をしている筒井だ。木場教授ともっとも確執のあった人物だ。

「宇佐ちゃん、頑張ってるねえ！　今回エントリー六つだって？」

「ありがとうございます」

「木場のおっさんのいない間に専攻生在庫一掃セールか」

　ひひっと笑って筒井は宇佐を小突いた。

「そういう訳じゃないですけど」

「いいって。分かってるって。木場のおっさんがいたんじゃ、原田先生たち金むしり取られるだけで一生学位なんて取れないって。偉いよ、宇佐ちゃん」

「いえ……」

「でさ、ものは相談なんだけど」

「は？」

　筒井は宇佐の肩を抱くようにして内緒のように話し始めた。

「うちの教室員で、今年大学院出たのがいるんだけど、家の事情でＫ医大まで通えないんだよ。仕事はできる子なんだけど臨床には向いてなくてね。実家がＬ医大の近くなんでね。宇佐ちゃんとこ、助教の口、空いてるだろ。どうかなあ」

「僕の一存で勝手には決められませんが、人材は欲しいです」

「じゃ、萩田君たちと相談してみてくれるかな。性格はいい子でトラブルは起こさないタイプだから、俺ももったいなくてね。木場のおっさんには絶対にダメだけど、宇佐ちゃんになら預けられる」

　筒井が真剣な表情をしたので、宇佐も肯いた。その時、背後の受付で揉めている声がした。振り返った宇佐は、筒井に失礼、と囁いて受付に急いだ。

「どうして？　一部が無理なら、百部でも、ここに残ってるの全部でもよろしいのよ」

「いえ、その……困ります……」

　鼻息荒く学会抄録を全部欲しいと詰め寄っている久遠の母に、受付をしている主催校の若手医員が面食らっている。

「久遠さん、ちょっとこちらへ」

　宇佐は受付の医員に謝って、久遠の母を休憩所に連れて行った。

「まあ！　宇佐先生ー！　このたびは息子がお世話に……」

　深々と頭を下げる久遠の母に、周りの参加者は何事かと宇佐を見た。

「久遠さん、どうされたんですか」

「息子の名前がこんな立派な学会に出てますのに！　記念にプログラムをいただいて行こうと思いましたの。こういうのって譲ってくださらないんですか？」

　不思議そうに首を傾げる彼女に宇佐は目眩を覚えつつ、それでも罠を仕掛けることは忘れなかった。

「今回の発表は、実習でご子息が発見された筋肉の変化です。あんな小さな変化を見逃さない目を持たれているのは、羨ましい限りです」

「まあ、まあ！　そんな……。宇佐先生にお褒め頂けるなんて！　明は宇佐先生のことをそれはそれは尊敬しておりまして、息子が聞いたら喜びますわ」

「いえ、これはお母様だからこそ申し上げられることです。ご子息にはどうぞご内密に。でないと、解剖学者になろうと思われるかもしれません。久遠病院の跡継ぎは臨床医になっていただかないと」

　宇佐は反対側から攻めることにしていた。久遠をうまく手に入れるために。

「あらぁ。うちはお兄ちゃん二人がもうおりますから、明は好きな道に進ませてやろうと思ってますの」

　意外な答えに宇佐は内心驚いた。これは息子に対する甘さから来るものなのか、それとも別に考えがあるのだろうか、真意はどこだろうと思った。

「臨床じゃなくてもよろしいんですか」

「あら、宇佐先生もお医者さんでしょう？　同じですわ。べつに患者さんを診るのだけがお医者さんじゃありませんもの。わたくし、今日、こちらで色々な発表のお話を聞いておりまして思いましたのよ。皆さん、素晴らしいですわ。明が臨床医にならなくても、こんなに人様のお役に立つ分野に道があるなら、そちらを選ぶのも素敵なことだって」

　彼女は微笑んで、それでもしっかりと宇佐の目を見た。てっきり臨床以外は反対するタイプだと思っていただけに、宇佐は彼女を見直した。




■■■




　今日は夏休み前の試験の結果発表だ。学生用掲示板には全員の成績が貼られている。久遠はその前で立ちつくした。

「どしたの？　また全部再試かよ」

　笑いながら田中が横から覗き込んで、久遠と掲示板を何度も見比べた。

「やったじゃん！　すげーじゃん！」

「なになに、久遠君、どうしたの？」

　岬と坂部も寄ってきて、掲示板を見るなり田中と同じ行動をした。

　久遠が全教科クリアしたのだ。平均点は下回っていたものの、どの教科も通ったのは初めてのことだ。

　よかった、と自分のことのように三人は喜んでくれた。

「今夜、花火大会、五時に集合。忘れるなよ」

「了解！　タナピー、浴衣着るんだって？」

「私たちも着るわよ」

　坂部と岬の声に手を振って、久遠は研究棟の解剖学教室へ向かった。宇佐に成績を知らせたかったのだ

　久遠が解剖の教室を覗くと、来客中だった。コロコロと綺麗な声を上げて笑っている女性と、堅い銀行員のような男性が宇佐と話していた。

「あら、学生？　質問だったら悪いわね。私たちは退散、撤収。じゃあ、彼のこと、よろしくお願いします」

　女性は宇佐の腕を親しげに触ってにっこりと微笑み、その横で男性もぺこりと頭を下げて、帰っていった。

　久遠は女性の仕草が気にくわなかった。

「すみません……なんか邪魔しちゃいましたか」

「いえ、構いません。どうしました？」

「あ、そうだ！　宇佐先生、俺、あ、僕、試験全部通りました！」

　書類を片づけ始めた宇佐は、ちょっと動きを止めて久遠を見た。彼は嬉しそうにしながらも、頬が緩むのを堪えて真面目そうな顔をかろうじてキープしている。

「それはよかったですね。今後もその調子で頑張ってください」

「はいっ！　先生にヒントもらったから、薬理とか生化も繋がりがすごくよく分かったんです」

　久遠が試験前に他の科目が分からないと唸っていたところに、宇佐が細胞組織との関連を教えたのだ。その辺さえ押さえれば関連が分かりやすくなる。久遠にはそうやって物事を説明してやるとよく理解することを宇佐は把握していた。

「僕は何もしていません。再試がないからといって気を抜かないように。でも、夏休みは楽しんでください」

「あー、もう夏休みなんだ！　すっげー……いえ、すごく嬉しいのに、ここに来れないのはちょっと嫌です」

「学年が上がったらそうも言ってられません。今の内しか長期休暇なんてありません」

「それはそうですけどぉ……」

　久遠はちらりと宇佐を見た。

「僕たち教職員は病院の夏季休暇の間だけ休みです」

「時々、来てもいいですか？」

「何か勉強していくのなら。遊びに来られても困ります」

「やった！　先生、さっきの女の人……」

「ああ、同級生です。今はＫ医大勤務」

「仲、良さそうでした」

「良いですよ。友達ですから」

「元カノ……とか……？」

「さあ、どうでしょう」

　宇佐は素知らぬ顔でファイルを閉じた。







　宇佐と女医の姿が目に焼き付いて離れないまま、久遠は花火大会への支度をした。夜遊びしまくった時に、自分で浴衣の着付けくらいはできるようになっていた。

　待ち合わせ場所には岬だけがいた。彼女も浴衣姿だ。

「あれ、タナピーはまだ？」

「うん。坂部ちゃんも。二人で来るんじゃないかな」

「そう。岬さん、浴衣だとイメージ違うね。和風な感じ、似合うよ」

　久遠が何気なく言うと、岬はぼっと赤くなった。

「ありがとう。久遠君もカッコイイよ」

「これ着て散々遊んだからなあ」

「……そうなんだ。ね、いま、彼女いる？」

　岬は俯いて聞いた。彼女は奥手で今まで男子に告白なんてしたことも、されたこともない。可愛いが勉強のできるタイプなので、男子からしても友達止まりにしかならないのだ。そんな彼女も、今日は久遠に告白しようと決意していた。

「今はフリー。好きな人はいるけど、かなわない片思い」

「あ。好きな人、いるんだ……」

「うん。でも、絶対無理な人」

「そうなんだ……。でもでも、絶対なんてないと思う。もしかしたらかなうかもよ？」

「あはは、無理無理無理。いいんだ。想ってるだけでいいんだ」

「そうなの？」

「うん」

　からっと笑う久遠を岬は頬を染めて見つめた。

「……ん？　もしかして、岬さん、俺のこと好きだったりする？」

　ピンクのマシュマロの頬がこっくりと肯くと、久遠は肘を曲げて差し出した。

「じゃ、今日はデートしよ。ほら、腕組んで。人多いから離れないでね」

「えっ？　えっっ？」

　いきなりの話の飛躍に岬が戸惑っていると、久遠は彼女の手を取って自分の腕に絡め、片手で田中に電話をかけた。

「タナピー、いまどこ？　俺、岬さんと一緒に先に行くから、お前はお前で勝手にしろ」

　それだけ言うと、田中の返事を待たずに切り、岬を連れて歩き始めた。

「あの……久遠君？」

「ん？」

　岬は自分も夜遊び仲間の女の子と同じように思われているのでは、と不安になった。

　見透かしたかのように久遠は顔を近づけて笑った。

「岬さん、安心して、取って食ったりしないから」

　久遠は人混みを避け、風の通る高台の木立に岬を案内した。

「ここ、花火よく見える穴場。涼しいっしょ。座ろう。あのね、俺、岬さん好きだよ」

「えっ！」

「こんなに可愛い子、放っておくヤツが悪い。特に今日なんて浴衣めちゃめちゃ似合ってるし。めちゃめちゃ可愛いよ。ウソじゃないよ。岬さん、頭もいいし、性格もいいし」

「やだぁ」

「マジマジ。だからさ、岬さんはチャラ男と付き合っちゃダメだって。まあ、ちょっと遊んで免疫つけとくのはいいと思うけど」

「久遠君……」

　久遠は岬の肩を抱いて引き寄せた。意外に強い腕の力と厚い胸板に岬は固まってしまった。

「ほらね。こんなのでびっくりしてるのって、男にとっちゃ可愛くって仕方ないんだよ。大丈夫、これ以上なんにもしないから。花火の間だけ、彼氏彼女みたいにしてようよ」

　はっきり振られているのに、岬は悲しくなかった。久遠の胸にそっと体重を預けてみると、彼はしっかり受け止めて、彼女の心を落ち着かせた。







　宇佐は帰りの電車の中から花火を見ていた。

　今日は同級生の細谷がＫ医大のオーバードクターの藤尾を連れてきた。細谷は解剖学の中でも組織学のエキスパートだ。先日の学会で筒井が言っていたのが藤尾で、大学に申請を出すとあっさり通り、手続きに来たのだった。木場教授にはＫ医大の教授から連絡してもらった。宇佐や萩田から言い出すと病床にあっても邪魔しかねないのが目に見えているからだ。教室としては人手が増えるのはありがたいことで、藤尾は萩田や大江ともうまくやって行けそうだった。何より彼の論文はなかなかユニークで着眼点が新しく、面白い仲間になりそうに思えた。

　細谷は相変わらずだった。かつて、彼女と何もなかったと言えば嘘になるが、学生時代の遠い昔のことだ。

　それにしても彼女たちの帰り際の、久遠の表情は分かりやすかった。もう少し焦らしてやれば、もっと彼の想いはつのるだろうか。

　宇佐は次々と打ち上がる花火にそんなことを考えた。
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　藤尾の正式採用は九月からだが、環境に慣れたいといって彼は八月も出て来ている。

　身内に双極性障害の患者がいるとのことで、人付き合いの難しい安井とも最初から和やかに話をしている。萩田の強烈な個性は他大学でも既に有名なので、改めて説明しなくても全く気にすることなく普通に接していた。研究も現在同時進行している内容を理解しており、彼の研究テーマの発生については任せられそうだった。

　藤尾の銀行員のような風貌はそのまま性格にも反映されており、神経質なタイプで何でもきっちりしないと気が済まない。それも問題はなく、昼食当番も気に入ったらしく、早速ネットでレシピをダウンロードしていた。

　これに久遠が対抗意識を燃やした。

　特に何もないくせに、毎日のように顔を出しては一緒に昼食を摂り、自分も当番に加えてくれと言いだす始末だ。

「アナタは学生でしょ。そんなことしなくていいの。お勉強だけしてなさい」

　久遠の洗った皿を萩田が布巾で拭いている。

「だって……食べてるだけじゃ悪いし……。お金も払ってないし」

「別に来なくていいのよ」

　萩田に冷たく言われ、久遠は理由を探した。

　助け船を出したのは藤尾だ。

「Ｋ医大でも学生が自主的に来ることがありましたよ。久遠君、僕も分からないことがまだいっぱいあるから手伝ってくれますか？　あ、ボランティアでね」

　ぱっと笑顔になった久遠が萩田や宇佐を見ると、皆一様に肩を竦めて「好きにしろ」と言った。

　藤尾が担当することになった発生の実験は、いままで大江がやっていたものだった。大江が主に夜に行っていたので、久遠は組織片になったものや既にプレパラートになっているものしか見たことがなかった。他の教室から研究に来ている大学院生達の実験も同様で、実際に動物をどう扱っているかは知らなかった。

　藤尾はきっちりと毎日同じ時刻にマウスの体重測定をする。久遠は動物舎で一緒にそれを記録していた。

「これは十日前に大江先生が交尾させてくれてるから、今日から使えますね」

「使うって？」

「あ、これは知らないのか。うーん、学生に見せちゃってもいいのかな」

　言いながら藤尾はケージを持って、教室に戻った。

「宇佐先生、十日目なので使いたいんですけど、やっちゃっていいですか？」

「ああ、お願いします。あーっと、久遠君は遠慮してくれますか」

「どうしてですかあ！　僕も手伝います！」

「ダーメ。アナタはこっちいらっしゃい。ほら、そんなにむくれないの。藤尾ちゃんは大江ちゃんとやってちょうだい」

　萩田が久遠を実験室から引っ張り出すと、宇佐が文献のコピーを渡した。

「久遠君、今日はもう帰りなさい。自宅でこれを読んでください」

「……はい」

　仲間はずれにされた気がして、久遠はむかついた。帰りにぶらぶらと街を歩いていると、遊び仲間と出会い、カラオケに行くという彼らに久しぶりに付き合うことにした。

　リズムの速い曲はなんの歌かは分からないが、マイクを持ってがなっている男友達の歌は全く合っていないことだけは確かだ。

「明めい、この頃、全然じゃん。マジ何やってんの？　夏休みでしょ？」

　エクステンションを付けた髪に安っぽい光のピアス、じゃらじゃらとしたアクセサリをぶら下げた女が膝に乗った。久遠の腕には柔らかな胸が押しつけられ、ミニスカートから伸びた太股にはカラフルなライトが反射している。

　もう一人の女が勝手に久遠のバッグから文献を出した。

「なーにこれ？　…………マウス何とか児における何とか関連タンパクの何とか発現。わっかんなーい」

「あんた漢字読めないんじゃん。見せて見せて。えーと、胎生七から十三までのマウス胎児でＧＡＤ、ＶＧＡＴ……なんとかレセプターをなんとかかんとか。……げー、わかんね。明、こんなのやってんの？」

　久遠は黙って文献を取り上げて、読み出した。

　マウスの胎児を扱う実験についての内容だ。生きたまま取り出す方法を書いてあり、読んでいるだけでもショックを受けた。膝にはまだ女が座っているし、仲間は構わず新しい歌を歌っている。

「明、マジな顔。何かヤバかった？」

「ごめん、帰る」

　席を立っても誰も久遠を引き留めなかった。

　家に帰って、もう一度文献を読んだ。マウス胎児で神経伝達物質の検索を行うための課程が書いてある。実験を前に帰らされたのは、自分がまだ臨床に出る前の学生であることを宇佐達が考慮したのがよく分かる。久遠は初めて真剣に医師になりたいと思った。医師になれば、宇佐と同じ立場になれる。単純だが、そう思った。







　次の日から久遠は図書館にこもり、文献に出ている単語を調べ始めた。分からないものはそれぞれ当たりを付けて病理学、薬理学などの講座に質問に行った。どこの講座でも親切に教えてくれたが、必ず何を調べているのか聞かれた。生理学教室でも同じように聞かれ、素直に解剖で行っている実験を……、と答えていたら、どこからか萩田が飛んできた。

「アナタ、あちこちで何言いふらしてんのよ！」

「は？　いや、この前の実験のこと、知りたくて……」

「分かる、分かるわよ。気持ちは分かる。でもね、分かんなければウチで聞いて。他でウチの研究内容ベラベラ喋んないでちょうだい」

　萩田の口調がいつもより厳しいものの、久遠は自分のしたことの何が悪いか分からなかった。

「久遠君、一応さ、同じ大学で共同体だけど、同時にどの教室もライバルでもあるんだよ」

　大江に言われ、久遠は驚いた。実験をしながら事の成り行きを見ていた整形の鳥越もやんわりと注意した。

「臨床なんてもっと怖いよ。足の引っ張り合いなんてしょっちゅうだから。僕だってここに来て実験させて貰ってるのは、うちの研究室でデータ取られそうになったからなんだし」

「ええっ！　そんなに？　うわっ、どうしよう……！　すみませんっ！」

「構いませんよ。学生は勉強するのが仕事ですから。久遠君は遠慮せず、知りたいことはどこの教室に聞きに行ってもいいんですよ。うちはうちで彼らの上をいけばいいんです」

　宇佐が話をまとめた。

　叱られた方がまだましだった。宇佐に優しくされるとその分、不安になる。久遠はどんよりと気分が沈んだ。

　それでも図書館で専門雑誌を見ていると、病理学の助教から声をかけられた。

「熱心だねえ。君、解剖志望なの？　病理には興味ない？　いや、君が宇佐先生の秘蔵っ子だってのは知ってるけど、病理に来る気はないかなあ」

「いや、別にまだどこに行くかは全然決めてなくて……」

「あれ、そうなの？　やっぱり臨床かな。まあ、そうだろうね。三年生だもんね、先は長いか。ま、基礎に残ってもいいって思ったらうちも候補にいれてよね」

「あー、こら、何を青田刈りしてんだよ。久遠、生理に来いよ。いいぞー、楽しいぞー」

　生理学の助教も横から茶化した。

　この話を解剖の教室ですると、大江が基礎講座はどこも人手不足なのだと説明した。

「僕、ヒゾウっ子だって言われました。脾臓の子ってなんですか？」

　相変わらず言葉を知らない久遠の発言に皆が爆笑し、宇佐までも笑っていた。







　久遠家は毎年夏休みの一週間をハワイの別荘で過ごす。今年も例外ではなく、久遠は一日中海に潜り、母親に付き合って買い物しまくった。

　観光客が立ち寄らない地元の店を覗くと、あるシンボルが目に付いた。尋ねると、死者を尊び、魔に取り憑かれないための魔除けだという。解剖学者にぴったりだと人数分のチャームを注文した。ちょっと迷って、自分と宇佐の分はお揃いにした。

　休み明け、土産を抱えて行くと、萩田がかしましく騒いだ。

「きゃー、なによ、これ！」

「うちの母親が萩田先生にって張り切っちゃって……。すみません」

「いやん、カワイイ。これ、アタシに似合うじゃないの！」

　萩田はカラフルなレディスウエアを当てて鏡をのぞいている。

「でもいただいちゃったら悪いわ」

「他はマカデミアナッツとチャームですから、大丈夫です」

　その辺は久遠もわきまえるようになっていた。

「ありがとうございます」

　宇佐に礼を言われ、久遠は嬉しかった。

　そこへ電話が入り、一同はさっと仕事の顔になった。

「いただくばかりで悪いけど、久遠君は今日はもう帰りなさい」

「何があるんですか？」

「急にご遺体が三体来ることになってて、今、お一人目が到着」

「僕も手伝います」

「ありがとう。でも、ご遺体の保存処置は学生にはできません」

　萩田たちが先に出たので、教室には宇佐と久遠だけだ。

「僕が卒業したら、できますか？」

「ええ。国試に通れば。きっとその頃、君は臨床をやりたいと思ってますよ」

「……わかりませんけど。もし、ここに残りたいって思ったら……？」

「拒みません」

　宇佐はしっかりと久遠の目を見て言った。

　久遠はその言葉だけでなぜだか泣きそうな気持ちになった。
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　九月になり、二年生の解剖講義と実習が始まり、宇佐たちは昨年度の久遠のような学生を出さないための授業プログラムを組んで実行した。

　月末に学会を控えて宇佐は専攻生達に改めて原稿を準備していた。発表用のスライドとパワーポイントのファイルは宇佐が基本のものを作っておいたのを藤尾が手直ししている。専攻生最年長の西田は、開業医だけあって口は達者だが、内容を理解する気が少ないため、宇佐達は想定される質問を考え、答えまで作ってやっていた。

　三年生も臨床教科の授業が始まっていた。今までの教科と違い、いかにも医学という感じがするのと、内容が複雑なので、さすがの久遠も欠席せず真面目に授業を受けている。それでも学生は五時前には授業が終わるため、久遠は解剖学教室に入り浸っている。

　藤尾がパワーポイントのファイルを作っているのを久遠は眺めていたが、「ちょっといいですか」と言うなり、背景色と文字色を変えた。

「おおっ！　グラフが見やすい！　久遠君、これ、どうやるの？」

「ちょっと待ってください……ほら、これで組織写真も比較しやすくなります……っと」

「わっ、ほんとだ。君、上手いねえ！　教えてください」

　一気に見場の良くなったのに藤尾が感心した。

「色合わせだけなんですけど。テンプレそのままより、ここの部分だけ変えてやると分かりやすいっしょ。いつもどの授業でも見てて気になってたんすよね。よかったら、これ、やっておきますよ」

「あ、じゃあ、中身はまだ触るから全体のレイアウトと色あわせだけ頼める？」

「楽勝っす！」

　久遠はパソコンの前に陣取った。

　会議を二つ掛け持ちしていた宇佐が戻り、パソコンを操作している久遠に眉をひそめた。

「……久遠君、何してるんですか」

「あ、これ、学会用のパワポです。ちょっと見てください」

　スライドショーを開始すると、宇佐は最後まで黙って見ていた。

「これで西田先生たちの分、ほとんど完成？　非常に綺麗にできています。ありがとうございます。でも、学生にこれ以上やってもらうわけにはいきません」

「えーっ、構わないっすよ。全然大丈夫なのに」

「久遠君、「全然」のあとには否定形を使いなさい。君が構わなくても、学生を使ったと言われるのはこちらです」

　いま出席していた会議でも、他の教室の教授からちくりと嫌味を言われたのだ。

　久遠の場合は自主的に来ているので問題はないのだが、教室の仕事をさせているように取られるのは宇佐にとっても心外だ。あまり弁解すると、かえって隠し立てをしていると見る人間が出てくるため、庇うのも難しいのだった。

「僕がやるのは迷惑なんですか？」

「こちらはありがたいと思っています。ただ、これは学生に手伝ってもらう域を超えることになります。うちがこれを頼み続けると、久遠君は全部の講座で同じ事をしろと言われても断ることができなくなります」

「……あ、そういうことか……」

　席を外していた藤尾が帰ってきて、事の次第を聞いて久遠に謝った。

「いいっすよ。えーと、こっちの色あわせをテンプレにしてこのフォルダに入れてありますから、使ってください」

　久遠は明るい顔を装った。が、内心は自分のことで宇佐の立場が悪くなったのではないかと気にしていた。

「あら、どうしたの？　気分悪いの？　はい、おやつ」

　なにやら包みを抱えてきた萩田が、小さな紙袋を差し出した。

「あちっ！　あち！　なんっすか、これ！」

「ふっふっふー。開けてごらんなさいよ。マダム大江から早採りのサツマイモいただいちゃったのよ」

「焼き芋……？」

「ちがーう。はい、ウサギちゃんと藤尾くんも。大江ちゃんはまだ細菌にいるわ」

　藤尾が中を覗いて笑い出した。

「あ、これ、オートクレーブ焼きだ。Ｋ医大でもやってましたよ。ここでは細菌の教室のオートクレーブ使うんですか」

　萩田はにやりと笑った。オートクレーブはどの教室にもあるが、細菌学教室に萩田の親しい同級生がおり、彼はちょくちょくそこで「調理」してくる。

「明日は西田先生たちが練習に来られますが、久遠君、時間があるなら聞いていきますか？」

　猫舌なのか、宇佐はサツマイモが冷めるまで待っている。

「いいんですか！」

「君がした仕事を見ていくのもいいでしょう」

　宇佐は久遠が傷ついていたのを知っていた。







　次の日、夜になってやっと西田たち専攻生がやって来た。

　あらかじめ宇佐が原稿を送っていたのに、彼らはその場で初めて読み始める有様だ。

　宇佐たちは一人ずつ丁寧に説明しなおしている。

　久遠は部屋の隅でその様子を見ていたが、開業医の尊大さに辟易した。けっして宇佐達が下手に出ているわけではないが、教えて貰う側の態度の方があまりにも大きいのが不思議だった。いくら宇佐や萩田が年下といえ、そんなに威張ることはないだろう、と久遠は心の中で毒づいていた。

　いよいよ画像を使って本番練習となった。前回、六月の学会ではスライドだけだったが、今度の学会はパワーポイントを使用することになっており、発表では一人でやらねばならないため、その扱い方や、切り替えのタイミングも練習するのだ。

　つっかえながらも専攻生達はなんとか読み上げた。質疑応答の内容も懇切丁寧なものだった。

「はあー、疲れますねえ。普段ネットくらいしかしないから、パワーポイントなんて難しすぎて」

　などと専攻生は口々に言い合っていた。

「これって、ぱぱっと簡単にできるんでしょう？」

「そういうわけではありません。画像処理なども必要ですし」

「ふーん、そうなんですか。まあ、宇佐先生たちはお時間がたっぷりあるから、こういうのをゆっくり出来るんですよねえ。僕たちは診療しながらだから、とてもとても」

　西田は謙遜しているつもりだが、全くそうは聞こえない。

　別の専攻生が大江から聞いて感心した声を上げた。

「へえ、これ、君が作ってくれたの！　ありがとう！」

「いえ……」

　久遠が小さな声で言うと、西田が背中をバンバン叩いた。

「そうか！　君が久遠先生の三男坊か！　いやあ、君もこんなことができるようになったんだねえ。漢字は読めるようになったのかい？　あ、写真くらいは色見れば区別が付くか。ガハハ！」

「西田先生、久遠君は先生達のために作ってくれたんですよ」

　宇佐が思わずたしなめた。

「いいんです」

　久遠がぐっと堪えて言うと、西田が顔を覗き込んで続けた。

「いや、ありがとありがと。感謝してるよ。いやあ、さすがに若いからパソコンを使うのが上手いんだね。君はずいぶん遊んでたんだろう？　留年しそうだって聞いてたけど、よかったなあ、こういうのが出来たら医者になれなくても大丈夫だな」

「西田先生、彼に対して失礼です。久遠君はよく勉強して頑張っています。夏休みもずっと出てきて手伝ってくれていたんですよ」

「あ、そうなの？　頑張ってるんだ。えらいねえ」

　西田は宇佐が庇っていると思いこんでいる。

　久遠が黙って部屋を出ていった。宇佐は萩田に後を頼んで、彼を追いかけた。







　廊下の奥で久遠はうずくまっていた。

「久遠君」

「……」

「久遠君、さあ、立ちなさい」

　のろのろと久遠が立ち上がった。泣くのを堪えている顔だ。

「……俺……ほんとにバカだ……。宇佐先生にも迷惑かけて、周りも見えてなくて……」

　そう言って、腕で顔を隠した。涙が溢れてきたのだ。

　宇佐は久遠を引っ張って、実験室の隣にある解剖学教授室の鍵を開けた。木場が休んでからは資料を探したりするのに宇佐が鍵を預かっている。

　久遠をソファに座らせて、部屋の明かりは点けずに、デスクのスタンドだけ灯した。

　デニムの膝に、久遠の涙がぽとぽと落ちている。

「宇佐先生、すみません……俺……先生に迷惑ばっかかけてる……」

「僕はそうは思いませんが」

「いえ……だって、俺……手伝ったら先生が楽になると思って、夏休みも来ちゃったし、色々やろうとしてた。でも、他の教室から見たら、いけないことだったし……。パワポだって同じだ。宇佐先生は庇ってくれたけど、西田先生から見たら、俺はチャラ男のバカ息子のままだし……」

「よかれと思ってしたことでしょう」

「……だけど、本当は先生のそばにいたかったから、自分勝手に突っ走ってただけだって、今頃になって気が付いた……。自分の事だけ考えてたんです。それが……それが……悔しくて……！」

　久遠は握りしめた拳で涙をぐっと拭いた。

　宇佐がハンカチを差し出した。すみません、と受け取ろうとした久遠の腕を掴んで、宇佐は彼を引き寄せた。

　しっかりと宇佐の胸に抱きとめられて、久遠は驚いた。が、涙は止まらず、顔を埋めて泣いた。自分が情けなくて、悔しくて、感情が爆発したのだ。

　宇佐は、久遠が西田にバカにされたのが悲しくて泣いていると思っていた。しかし、そうではなく、違う視点から自分を見ることを覚え、客観視した自分を悔しく感じていることを知って、思わず抱きしめてしまった。彼の成長が嬉しかった。

　子どものように大泣きして、久遠はやっと気分が落ち着いてきた。宇佐のハンカチで涙を拭いて、白衣のポケットに入っていた実験用のキムワイプで鼻をかんだ。謝ろうと顔を上げようとしたら、宇佐の手が顎を引き上げ、そのまま口づけされた。

　甘く、優しく、とろけるようにやわらかなキスだ。

「宇佐先生……」

　今度は久遠から抱きついたが、宇佐はほんの少し腕に力を込めてくれただけで、すぐに身体を離された。

「さあ、戻りましょう」

　もう宇佐はいつもの表情のない顔で素っ気ない。久遠は落ち込んで、舞い上がって、すとんと地上に戻された気分だった。







　久遠は最初、どう接したらいいのか悩んだ。しかし、十日ほど経った今も、あの夜は夢だったのかと思うほど、宇佐は久遠への態度を全く変えることがなかった。

　細菌学の培養実習終了後、後片付けのために久遠を含む数人の学生が器具を細菌学研究室に運んだ。指定の場所にシャーレや寒天培地を積み上げていると、パーティションの向こうから萩田の声が聞こえた。

「あーっ、萩田先生、またオートクレーブ借りてるんですか？」

「んま、失礼ね、オシゴトよ」

　そういいながらも、どう見ても芋の包みを持っている。

「調理実習ですよね」

　久遠がニヤニヤすると、萩田はきゅっと睨んだ。

「そんなこと言う子にはあげないわよ」

「あ、すみません。今日は僕、行けないんです。ちょっと友達と……」

「はい、了解」

「萩田ぁ、いいなあ、解剖は。こんなに将来有望な学生がいて」

　羨ましそうに細菌学講師の中村が萩田の芋を奪い取った。

「あら、この子だって、臨床に行くかもよ。分かんないわよ、先の事なんて」

「そうなのか？　久遠は解剖に残るんじゃないのか」

「まだ三年生だもの。アタシ達だってまさか基礎やるなんて思わなかったでしょ？」

「そりゃそうだ。俺は眼科で萩田は脳外やってる予定だったもんな」

　中村と萩田は同級生だ。意外な科目の選択に久遠は興味を引かれた。

「へえ、そうなんですか！　中村先生が眼科で萩田先生が脳外科って、想像付きません」

「そうか？　俺はまあ、実家が眼科だからだけど、萩田って成績トップだったし、めちゃくちゃ器用だろ。今だってテーマは中枢神経系の何とかニューロンじゃないの？」

「やだ。もういいじゃない。とにかく、三年生なんてまだまだ先がわかんないってことよ。久遠君は好きなこと見つけなさい」

「はい」

　久遠は駅前のカフェで、田中と坂部、岬と落ち合った。四人で原著講読のレポートを書くのだ。

　夏休みの間に田中と坂部はつきあい始め、岬と久遠は良い友達の関係を築いていた。

　わいわい言いながらどうにかレポートの形をつくり、久遠が先ほど細菌で聞いた中村と萩田の臨床志望の話をした。

「ああ、中村先生のご実家って、ほら、隣町の駅前にどどーんでっかい目のマークがあるナカムラクリニックよ」

　岬が溶けそうなアイスクリームをすくうのに苦労している。田中も甘党でジャンボパフェにスプーンを突き立てている。

「白内障の日帰り手術で有名なとこ？　うちの爺さんが行ってたな」

「あ、そうそう、そこ」

「萩田先生って、ちょっと意外。形成とかの審美外科やってそうなイメージだけど」

　坂部と久遠はブラックコーヒーを飲んでいる。

「坂部ちゃんとこはお父さんが歯医者さんなんだよね」

「うん。兄が継ぐから私は好きにしていいんだ。私は小児科がいいかなって思うけどハードそうだよね」

「ふーん。岬さんは？」

「私は両親とも整形だから。多分、整形かな……わかんないけど」

「タナピーんところは消化器外科だよな。俺んところは内科メインか。タナピーはどう？」

「わかんね。最初は外科志望だったけど産科医不足っての見るたびに、すごく気になるんだ。ハードそうだし、責任がすごく重そうだけど、俺でも人の役に立てるのかなあって思ったら、やってみたい気はする」

「久遠君は？　解剖？」

「いや、全然わかんない。いままで先のことなんて考えたことなかったから。みんな偉いなあ……」

　久遠は取り残されているような気がした。

　帰りの電車は久遠だけが反対方向だ。駅のホームに降りると、少し先に宇佐が立っていた。

「宇佐先生！　こんばんは」

「こんばんは」

「今日は行けずにすみませんでした」

「義務じゃないんですから、謝る必要はありません」

「はあ……」

　久遠より宇佐の方がほんの少し背が高い。そんな小さな事に気づいて、久遠は横に並んでいるだけでも嬉しくなった。




■■■




　九月と十一月で解剖学教室の専攻生五人の学会発表も終了し、論文は学術雑誌に掲載された。十二月に入った今、他講座の教授による審査を通過し、教授会で承認されれば専攻生に学位が授与される。審査は主査、副査の二名で行われ、指導教授とともに自分の研究を解説しながら発表するものだ。解剖学講座の場合、現在、木場教授が不在なので、生理学講座の西野教授が代行することになっていた。宇佐はあらかじめ西野の元に日参して自分が付き添えない分、研究内容をレクチャーしていた。そのせいもあるのか、五人の審査は滞りなく行われた。

　同時期、学生達は後期試験を迎える。その試験問題作成や採点、六年生の国家試験準備なども一気に押し寄せ、宇佐達は文字通り「師走」状態だった。

　五人の専攻生を片づけた次の日にはもう宇佐達は残りの専攻生の論文に取りかかっていた。実験は既に夏から始まっている。久遠は週に何回か解剖研究室に顔を出し、少しずつ手伝いながら、彼らの仕事ぶりにただ感心するばかりだ。

　久遠が期待したにもかかわらず、宇佐との距離は縮まらないままだ。

　クリスマス直前の土曜日、解剖学講座の忘年会が行われた。ＯＢや非常勤講師も参加する大がかりなものだ。今年は助教に藤尾が加わり、専攻生の学位授与も決定したので木場教授がいなくても賑やかだった。

　二次会に付き合ったあと、非常勤講師達と秘密の会談をすると言って萩田は三次会へと向かった。専攻生達が実質責任者の宇佐の機嫌を取るために高級クラブへ誘おうとした時には、彼は姿を消していた。酒を飲むのは嫌いではないが宴会は苦手だった。小さくても静かなバーで一人でスコッチでも飲んでいる方が好みだ。思い立って、宇佐は馴染みの店に行くことにした。

　路地の角にあるバー「ゼロ」の周りが半年来ない間にずいぶんと変化していた。渋い店が多かったその通りが若者向けの店に様変わりしており、騒がしくなっていた。

　宇佐が「ゼロ」に入るのを、向かいのガラス張りの店から見ていたのは久遠だ。友人達の輪から抜け出し、久遠も木製のドアを開けてみた。

　「ゼロ」はカウンタのみの小さな店だ。客は宇佐ともう一人だけだった。いらっしゃいとも言わない初老のバーテンがちらりと久遠を見た。

「宇佐先生、こーんばんは」

「……こんばんは」

「ここ、座って良いですか？」

　宇佐が答える前に、バーテンが「ご注文は」と尋ねた。

「えーと、ブランデー・ミストお願いします。できればカルヴァドスで」

　バーテンは黙って肯き、氷を砕き始めた。

「ここの向かいに新しくできた店に来てたんです。先生がここに入るのが見えたんで」

「そうですか」

「先生は忘年会だったんでしょう？　どうして一人なんですか」

「一人で飲みたかったんです」

「……あ、すみません。お邪魔ですよね」

　席を立とうとした久遠の前にバーテンがブランデー・ミストを置いたので、宇佐が小さく言った。

「飲んで行きなさい」

「ありがとうございます。うお、この氷、細かい！　手でクラッシュしてこの細かさなんですか？　すごい」

　久遠はバーテンに笑顔を見せた。

　宇佐は何も話さない。久遠は酒のせいもあって浮かれており、横に座っているだけで嬉しかった。

　三十分ほどしてもう一人の客が帰っていった。この客も飲んでいる間、まったく喋らなかった。久遠は二杯目を頼んだ。氷をクラッシュする小気味のいい音が響く。ＢＧＭもなく、バーテンも喋らない。だが、淋しい感じもなく、落ち着いた居心地の良い店だ。賑やかな店しか知らない久遠でも退屈しない。宇佐が口を開かない理由も分かる気がするし、この場で何か話すのも無粋な気がした。時間が経つに連れ、隣にいるだけのことが幸せで心の中に好きだという気持ちがどんどんあふれてくる。久遠はひとりで甘い想いに酔った。

　好きな場所で静かな時間を上質の酒と過ごす。

　仕事で疲れ切った時の宇佐にとって、この和みが必要だった。

　そして今日は横に久遠がいる。別に嫌だとは思わない。

　この時間はふたりを包み、宇佐の心を少し開かせた。いままで久遠から伝わる想いを無視してきた宇佐にそれを深くまで届けたのだ。

　久遠が手洗いに立った間に宇佐は彼の分も勘定を済ませた。

「あれ、先生もう帰っちゃうんですか？」

「君はご自由に」

　宇佐がドアに手をかけている。久遠もコートを引っかけて財布を出すと、バーテンが精算済みだと手振りで示したので、「ごちそうさまでした」と挨拶して宇佐の後に続いた。

「先生、すみません、支払い……」

「構いません」

　ガラス張りの向かいの店で、久遠の友達だろう若者が手を振っている。

「呼んでるよ」

「あ、いいんです」

　バイバイと手を振り返して久遠は宇佐と一緒に歩き始めた。すると、背後から久遠を呼ぶ声が聞こえた。

　以前の久遠とよく似た格好の男が走ってきて、軽く宇佐に頭を下げた。

「メイ、帰るの？　みんなで泊まるって言ってたけど、どうする？」

「あー、うん、いいや。ありがと。今度また」

「そう？　じゃ、またな。今日は来てくれてありがと」

　男はまた愛想良く宇佐に会釈して戻っていった。

　宇佐がタクシーを拾った。

　久遠も乗るように言われたので、遠慮しつつ同乗した。







　ほんの少し走っただけで、久遠は眠気に負けてしまった。友人達とバカ騒ぎして結構飲んだ上に、さっきのブランデーが効いてきたのだ。

「起きなさい、着きました」

「んあっ！」

　間抜けな声で飛び起きて、慌てて降りると宇佐の家の前だった。

　昔の医院という感じの洋館だ。訳の分からないまま、宇佐に連れられて中に入った。

「うちは寒いから、ヒーターが効くまでコート着たままにしてください」

「いえ、あの……？」

　ソファに座らせた久遠を宇佐は立ったまま見下ろした。

　タクシーで宇佐は考えていた。

　いつかは久遠を自分のものにしようと思っていた。しかし、それは彼が卒業して、もっと人間的に成長してからだ。それまで、彼の心を最大限に自分に惹きつけ、離れられないくらいの想いを持たせてやろうと考えていた。

　先ほどのバー「ゼロ」で、顔を見なくても分かるほど久遠は気持ちを迸らせていた。それが若さなのかもしれない。この若さがうまく落ち着いて、大人の思慮深さを身につけた頃が良い時期だ。スコッチを舐めながら久遠を焦らすのも楽しかった。

　今のところ、久遠は宇佐を見ている。だが、いつ他に気を惹かれるものが出てくるか分からない。そこが久遠の危ういところだ。以前、キスをした、あの衝撃が彼の中でいつまで保たれるだろうか。彼の想いが募っているいま、もう一度衝撃を与えておくのも一つの手ではないだろうか。そう考えて宇佐は久遠を連れてきたのだ。

　じっと見ていると、久遠の方から抱きついてきた。

「先生……宇佐先生……」

　無言で抱き返す宇佐に、久遠はキスをねだった。

　ほんの少し触れ合う程度に唇を合わせるだけで、宇佐は久遠を離した。

「先生？」

「今日は泊まって行きなさい」

「え……」

「僕には君を帰す気がありません」

　宇佐は久遠を連れて廊下を進み、「ここが風呂場」と湯を張るスイッチを入れた。中庭に面した廊下の奥のドアを示して自分の部屋だと教え、また玄関先に戻って、すぐ脇のドアを開けた。

「ここが客間。使ってください」

「はあ……。ありがとうございます」

　状況が理解できないまま、久遠は客間に押し込まれた。

「トイレは中にあります。風呂はあと五分もすれば入れます。着替えを置いておきます」

　宇佐はそう言って、久遠を置き去りにした。

　客間は広く、ベッドが二つある。中のドアを開けると洗面所とトイレがあった。そこはレトロなデザインできちんと掃除が行き届いていた。この家は奥に広い敷地のようだ。暗くてわかりにくかったが中庭も大きく感じられた。他の家族はいないのだろうか、ひっそりとしている。

「……っていうか！　帰すつもりがないって！　……そういうコトなのか……な……？」

　ベッドに腰掛けて、久遠は首を捻った。酔っている上に、宇佐といることで浮かれており、頭が上手く回らない。とりあえず、風呂を借りようと先ほどの風呂場に向かった。バスルームにはタオルと新品のパジャマが置かれていた。

　お気楽な久遠が遠慮なくのんびり風呂に浸かっている間に、宇佐は自室にあるシャワールームを使った。

「先生、お風呂お借りしました！　ありがとうご……」

　久遠が宇佐の部屋の前で言いかけたときに、ドアが開いた。顔を出した宇佐もパジャマだ。いつもきっちりとネクタイを締めている姿しか知らない。ふわりと香る石けん、まだ少し髪が濡れていて、前髪が下りている。大人の色気に一撃された。

「水しかありませんが、応接間に用意してあります。どうぞ」

「あ、あの……」

　戸惑う久遠に宇佐は小さく笑いかけた。

「先生……部屋に来てくれますか……？」

「なぜ？」

「……帰す気がないって……あの……そういうコト……かなって」

　期待を込めた久遠の表情に宇佐は満足し、その場で久遠に深く口づけた。

「続きが欲しければ、部屋で待っていなさい」







　久遠が想像した以上に、宇佐の身体は逞しかった。白衣を着ていると細身ですっきりして見えるのに、抱きしめられると胸板が厚く腕もしっかりしている。

　舌を絡め取られる濃厚なキスに久遠は身体の力が抜けていった。

　柔らかく摘まれたかと思えば、尖った部分を強く押しつぶされ、思わず声が漏れた。

　愛撫する間も宇佐は無言だ。聞こえるのは自分の喘ぎだけで、久遠の羞恥心が刺激された。

「……んっ……あ……っ……先生……」

　もう充分に育ちきっているのに、宇佐はそこに触れてくれない。久遠は腰を宇佐にすりつけた。

　いっそ、自分で下着を剥ぎ取ってしまいたいと思ったとき、やっと宇佐の手がそこに来た。に布越しにもう染みが広がっているのが分かる。

「あ……ああああっ……先生、せんせいっ……出るっ……！」

　宇佐が下着の中に手を入れた途端、直接触れられてもいないのに久遠は暴発した。

　荒い息で宇佐を見ると、平然とティッシュで指を拭っている。そして、久遠のそこも拭くと、やっと口を開いた。

「すっきりしましたか？」

　寝たまま久遠が肯くと、宇佐が顔を近づけてきて耳に直接囁いた。

「こんなものでは済ませませんよ」

　ぞくりと背筋を電流が走るように声が腹まで響いてきた。

　うつ伏せになった久遠の臀部を宇佐の指が這い、うっとりと身を任せていると冷たい感触がした。それでも宇佐はマッサージのような動きを止めない。そのうち後ろが熱くなってきた。

「先生……なんか……変な感じがします……あっ……あっ……んんっ」

　宇佐は表面麻酔薬の入ったジェルを塗っていた。するりと指を入れ、久遠が抵抗しないのを確認して、指を増やした。片手で前を触ってやると、こちらもまた反応し始めていた。

　久遠を仰向けにさせて覆い被さると、彼の方から唇を重ねてきた。唇を甘咬みしてやるだけで久遠が笑みを浮かべる。その様子を楽しみながら、宇佐は指をもう一本増やした。

　コンドームを着ける宇佐を久遠は待ちきれない様子で見ている。

　わあわあと賑やかな悲鳴を上げながら、それでも腰を自分から揺らして久遠は宇佐を受け入れようとする。納まりきるまでに時間はかかったが、久遠は宇佐を飲み込んで愉悦の表情を浮かべた。

「ん……っっ…宇佐せん…せ……好き……すき…………」

　突かれているうちに久遠だけがまた達して、宇佐は達くことはできなかった。

　ぐったりしている久遠の後始末をして薬を塗り込んでやっていると、彼は好きだと何度も呟いて寝入ってしまった。構わず宇佐は彼の全身を温かなタオルで拭きあげてゆく。引き締まった二十一歳の裸体が目の前に横たわっている。息づく生の美しさに解剖学者の心が奪われた。

　目を覚ました久遠はしっかりと羽布団にくるまれており、下着もパジャマもちゃんと着ていた。

「あれ……？」

　起きあがっても身体は軋んだが思ったほど痛みが無く辛くはなかった。ベッドサイドに水差しとグラスが置いてあったので、一気に飲み干して、改めて水差しを見た。母の好きなアンティークのものだ。何というブランドだったか、一度値段を聞いてひっくり返りそうになった覚えがある。明るい室内を見回すと、清潔な室内は壁も天井も真っ白で、ランプヘッドも白い透かし彫りのあるものだ。サイドテーブルや客用箪笥などの調度品も細かい填め込みの花模様がある猫足のタイプで、これも確か久遠家でも手が出ない代物だった気がする。夕べは酔っていた上に暗かったので分からなかったが、スクエアタイプのドアノブも金属製で手にしっくり馴染むものだ。洗面所もひどくレトロだと思ったら、洗面台やカランも美しいアンティークだった。新品の歯ブラシが用意してあったので、それを使い、ふかふかのタオルも借りた。

　応接間に誰もいなかったので、宇佐の部屋に行こうとして廊下に出ると、窓からさんさんと陽が降り注いでふわっと暖かかった。広い中庭では真冬の日溜まりで猫が昼寝をしている。

「おはようございます」

　後ろから声を掛けられて久遠はびくっとした。

「お、おはようございます！」

「腹、減ってるでしょう。トーストしかありませんが、どうぞ」

　宇佐はセーターとジーンズというラフなスタイルでいつもの無表情だ。夕べの痕跡を少しも見せない。

　ダイニングに案内されて、パンが焼ける間にコーヒーを淹れてもらった。

「先生、一人暮らしなんですかあ？」

「そうです」

「他のご家族は？」

「両親はアメリカ、妹はスイスにいます」

「へっ？」

「ああ、父も母も免疫学が専門でカリフォルニアの大学、妹は感染症専門でＷＨＯ勤務なんです」

「う、うわ……なんか、賢そう……」

「君の家と同じです。父上とお兄さんが医者だ」

　宇佐は焼き上がったパンと一緒にバターとママレードのビンを出した。

「美味そう。いただきます。うちは普通の医者ですよ。なんか、先生の家族はエリート！って感じ。ここの家って、すごくカッコイイですよね！　掃除とかも先生が？」

「まさか。定期的にハウスキーパーが来ます。ここは曾祖父の代から診療所で、父が臨床医にならなかったので住宅に改装しました。カッコイイかどうかは分かりません」

「ソーソフって何ですか？」

「……曾祖父。ひいおじいさんです」

「そういうんですか。ソーソフ、ソーソフ、ソーソフ。よし、覚えた」

　久遠は呪文のように唱え、一人で肯いた。宇佐に注意されてから、言葉遣いに気を付けようとしている。

「カッコイイです。この家。ものすごぉぉぉく高いものがさりげなぁぁぁく置かれてて、ほら、このカップもお皿もマイセンでしょう？」

「そうなんですか？」

「うわ、もしかして、先生、知らずに使ってるんですか！　スプーンもバターナイフも、ほらほら、クリストフルだ！」

「あ、そう。それこそ子どもの頃から使ってる古いものですから……」

「うわー、うわー！　マジっすか！　その棚のグラス、バカラですよ？」

「ふーん」

　全く興味のない様子で生返事をする宇佐を久遠は困った顔で見た。

「アンティークってこういう風に守られるんだ……。名前分かんないですけど、水差しセットだって百万以上するブランドだったし！　アンティークなら何百万かも。うちの母に見せたら飛びつきますよ」

　宇佐でも知らないことがあるのかと久遠はおかしかった。幸せな気分で心が浮き立った。洗い物をする宇佐の背中に抱きついてみた。

「どきなさい」

「やだ」

　ぺったりとくっついて甘えた久遠は肘鉄を食らった。

「うううっ、痛ーい。何するんですかぁ」

「君こそ何してるんですか」

「だって……」

　子どものように口を尖らせる彼を宇佐は無視した。

「先生？　……もしかして良くなかった？　えっち」

　相変わらず短絡的な思考に宇佐は呆れたが、顔には出さず、彼の思考回路をもう少し複雑化しなければと思った。

「君との間に何もありません。酔って猥雑な夢でも見ましたか？」

　ばっさりと斬って捨てるような冷たい言葉を浴びせられ、久遠はショックだった。今までなら、ここで落ち込んでふてくされるところだが、さすがの久遠もほんの少し知恵が付いてきており、宇佐相手にこれくらいでへこんでいては保たないことだけは学んでいた。

「見ました。うーんとえっちなヤツ」

　にっと笑ってもう一度宇佐の腰に背後から腕を回し、自分のそこを擦りつけた。

「先生にこんなことされました。ハダカで。先生すごくセクシーで、すごく格好良かった。……すごーく好き……」

　宇佐は軽くキスをするだけで避けようとしたが、久遠はすっかりその気になっており、結局昼まで戯れることになった。




■■■




　Ｌ医科大学解剖学講座教授の木場が永眠したのは、次の年の五月だった。

　大型連休の間に家族での葬儀が営まれた。休職中とはいえ教授のままの逝去なので大学葬は別に行われる予定だが、家族葬にも全国の大学から同じ講座の教授陣が弔問に訪れるため、宇佐を始めとする教室員は休みを全部潰して応対に当たった。

　弔問客の中には元教室員だった者も多い。木場教授と対立して他大学や研究所に転出していった者も訪れていた。その一人一人に宇佐や萩田は頭を下げている。

「ハギー、宇佐ちゃん、大変だねえ」「おまえ達頑張ってるな、論文、読ませてもらったよ」「あのオッサンは死んでも腹の立つ存在だけど、ウサギのことは応援してるぜ」などと葬儀そっちのけで口々に励ましの言葉が飛んできた。

　Ｋ医大から移ってきた藤尾の指導も評価されており、自分の教室のオーバードクターも預かってくれと申し出た教授は、いまや某医大で派閥を持つＯＢだった。この人物も長い間、木場と確執があった。彼らは皆、苦労している宇佐、萩田、安井、大江を気にかけていたのだが、木場がいるために手を貸すことが出来なかったのだ。葬儀の席で不謹慎な話をしても、解剖学者達は誰も止めなかった。木場は教授という職にありながら、解剖学者なら当たり前の献体登録をしていなかったのだ。

　久遠は四年生になっていた。

　木場と久遠の父は同級生で、久遠の入学の際に世話になったこともあり、久遠親子は葬儀に参列した。父親が同級生と話し込んでいるのを待つ間に久遠は宇佐を探した。

　受付で大学関係者の相手をする宇佐が疲れ切っているのが久遠には分かる。学生の身分で手伝いが出来ないことも、もう理解できるようになっていた。

　二人が関係を持つようになっても、宇佐は久遠と距離を置いている。久遠は、最初はもっと一緒にいたいと思っていたが、立場を考えることを覚えた。一年前よりずっと周りが見えるようになってくると、社会の仕組みも、人の考えもだんだん分かってきた。だから、こういう時は挨拶だけして、あとで宇佐にメールすればいいのだ。







　六月の終わり、宇佐が講義から戻ると萩田が教授室から手招きした。

「…………上原先生、教授、無理みたいよ」

「えっ、そうなんですか。うわ、じゃ、しばらくまた教授選なしですね……」

　上原はＰ医大の准教授で、木場教授が追い出した人材の一人だ。木場の後に帰ってくるとばかり思っていたのだが、Ｐ医大での昇進が約束されたらしい。宇佐と萩田はため息をついた。候補者がいないと教授選は行われない。本来ならば公募するのが筋なのに、大学側が渋っていた。そのしわ寄せは宇佐や萩田に降りかかり、彼らは主任教授なしで授業や研究を続ける羽目になっていた。

　それでも彼らはこの年も論文を量産して、専攻生を四人片づけた。

　他大学からのオーバードクターが一人、助教として採用され、宇佐や萩田は忙しい日々の中でも一息つけるようになっていた。

　相変わらず、解剖学教室の昼食は自炊だ。新人の和久田が料理好きで嬉々として自前の鍋まで持ち込んで凝ったものを作っている。

　和久田は研究計画を立て、実験するところまでは良いのだが、データ分析が苦手だ。実験機器は使えるが、基本的にアナログ人間なためパソコンと相性が合わないといい、計算も自分で電卓を弾いている。全体のスピードは速いため、皆の足を引っ張ることはなかった。

　和久田はおおらかな男で、実習担当の学生からも慕われている。学生の久遠が研究室に出入りしているのに驚き、久遠が出来の良い勉強熱心な人間だと思いこんで、研究のあれこれを色々と教えている。萩田や大江は笑いながらあえて訂正せず、オーバーフローになりそうな時だけ助け船を出している。代わりに久遠はパワーポイントの簡単な使い方を教えて、今まで金を払って業者に作ってもらっていたという和久田が一人で発表用スライドを作れるようにした。

　週末、久遠は宇佐の家に資料を持ち込み、応接間を占領してレポートを書いていた。宇佐も自室で論文の整理をしていたが、ちょっとベッドに横になった途端、うとうとしてしまった。

「先生！　先生？　うさせーんーせーいー」

　ノックを何回もしたが返事がないので、久遠はそっとドアを開けた。

　何度かこの家には来ているが、宇佐の部屋には入ったことがない。普通の部屋かと思ったら、間取りが分からないほど意外に広かった。入ってすぐの壁一面が天井までの大きな書棚でそれが奥まで続いている。

「すげ……図書館みたい……。先生？　どこですか？」

　壁に沿って行くと、本棚の奥にデスクがあった。専門書や文献のコピーが積んであり、メモが散乱している。が、宇佐はいない。あまり奥に入るのは失礼かと思うが、もう一つの本棚の裏を覗くと、そこは三面が窓の空間になっており、ここも全体に白く清潔な部屋だった。端にクロゼットとベッドがあり、宇佐がうつ伏せに寝ていた。

　ゆっくり近づくと、規則的に背中が上下している。いつも行為の後は久遠がぐうぐう眠ってしまい、宇佐の寝顔は見たことがない。眉間に皺を寄せているあたり、よほど疲れているのだろうと思った。起こさないようにそっと片頬にキスをすると、宇佐がぱっと目を覚ました。

「うわっ、なに？」

「あ……すみません。ノックしても返事がなかったので、つい……。ごめんなさい、プライベートなところに」

「ん……あ、ああ、いい。こっちこそごめん」

　宇佐はのそりと起きあがり、久遠を連れて部屋を出た。

「あの部屋は使いたくないんです」と言いながら、客間のベッドに久遠を押し倒した。

　やわらかなキスに甘い舌が久遠の全身を溶かしてゆく。いつもより丁寧な感じがするのは気のせいだろうか。久遠は身を委ねながら宇佐のファスナーを下ろした。

「和久田君が、君が優秀だと言ってました」

「あはは、そうですか。あの先生、すごく勘違いしてますよね。あっ、そこ……ダメ」

「勘違いじゃありませんよ。彼は外から来て、今までの君を知らない。つまり何の先入観もない人が見て、君の評価が優秀だということです」

　久遠は目を見開いた。至近距離で宇佐の目が微笑んだ。

「それって……？　だって、俺、バカですよ？　勉強出来ないし。落ちこぼれでずっと来たし」

「去年は一教科も落とさなかったでしょう」

「平均点ギリギリだし」

　宇佐の指は久遠の敏感な部分を刺激し続けている。

「ええ、確かに。だけど、もう何にも言わなくてもパラフィン切片作ってＨＥ染色くらいは出来ますね。電気泳動も」

「はい……まあ、それは。でも……」

「でも？」

「宇佐先生や萩田先生の評価は違うでしょう？　……先生、そこ、ダメですって……んっ」

「僕たちはとっくに君の評価を変えていますよ。優秀までにはまだ遠そうですけど、並くらいにはね」

「ホントですか！」

　宇佐はキスで本当だと答えた。







　この年は結局、教授候補が見つからず、解剖学講座は宙に浮いたままで新しい年度を迎えた。

　久遠は五年生となり、ＣＢＴもなんとかクリアして晴れて病院生となった。

　宇佐達のもとにもう一人助教が増えた。Ｚ歯科大学解剖学講座の大学院を修了したばかりの石川という歯科医師で、よく喋る陽気な男だ。なぜか安井と気が合うようで、彼のフォローを率先してやっている。

　宇佐と萩田はこのメンバーでうまく体勢を整えて、仕事をどんどんこなしていった。

　病院生になった久遠はポリクリに忙しく、以前のように解剖学教室に来ることがなく、また、宇佐の家からも遠ざかっていた。ただ、毎日のように宇佐にメールを送ることだけは忘れない。彼らはそれで繋がっていた。

　ある日、久遠が家に帰ると、リビングで母が食い入るように雑誌を読んでいた。

「ただいま。お母さん、何読んでるの？」

「お帰りなさい。これ」

「うわ、解剖学雑誌じゃん。なんで？　こんなの分かるの？」

「失礼ね。お母さんだって読もうと思ったら読めるの。お父さんが放り出してるから、何となく見たら結構面白くって。実験の難しいことは分かんないけど、色々な研究があるんだなあって、いつも感心してるのよ」

　学会雑誌は年に数回発行されるもので、雑誌という名前だが内容は研究者達の論文だけだ。以前、久遠が発見した余剰筋束について大江が論文を書いた。掲載されるとき、共同研究者として久遠の名前も入ることを知った久遠の父は、その号が欲しいために学会に加入したのだ。

　母はファッションとインテリアや美術品などしか興味がないのかと思っていたので、久遠は少なからず驚いた。

「明めい、臨床実習はどう？　患者さん、大変？」

「うん……。お父さんも、優兄ゆうにいも秀兄しゅうにいも偉いと思う。患者さんってなんであんなにワガママなんだろ。っていうか、教科書と同じ人がいないんだよ」

　ふうっとため息をつく息子に、母はケラケラと笑った。

「当たり前じゃない。患者さんのお話をよーく聞くのもお医者さんの仕事よ。分かんなければ、まずお話をちゃんと聞きなさい。それだけでも患者さんは安心するのよ」

「ううう。分かってるんだけどね。頭がこんがらがってくるんだ」

「明は患者さんを診るお医者さんになりたい？」

「え？」

　母は真面目な顔をして、マガジンラックから何冊か学会雑誌を取ってきた。どれにも付箋が貼ってある。

「ねえ、こういう研究をする先生もお医者さんでしょう？　ほら、宇佐先生とか」

「そうだけど。どうしたの、これ」

「このカテゴリ、発生っていうのかしら」

　母が見せたのは、発生学に関する論文だ。そのなかでも胎児の頃からの人間を研究するものに付箋がついている。

「……うん、そう。俺もそこまで詳しくないけど、解剖や産科や小児科でやってるよ」

「ああ、そうね。小児科もそうよね。明は小児科や産婦人科はどうなの？」

「うーん……ちっちゃい子って大人と全然違う生き物だから、薬も治療法も違うし、難しくて……」

「そう……」

　母はまた雑誌に目を落とし、ページをめくっている。

「お母さん、どうしたの？　俺に小児科行って欲しい？　産科は絶対に無理だけど」

「ううん、いいの。違うの。……ねえ、こういう研究でいろんな事が分かるようになったら、赤ちゃんは死なないかしら」

「うーん、死ぬときは死んじゃうと思うけど。でも、何年も何十年もかかるかもしれないけど奇形や先天疾患のメカニズムは少しずつ解明されるんじゃないかな……あ！　あ、そうか。聡そう兄さんのこと？」

　彼女は肯いた。明は本当は四男で、三男の聡がいたのだが、先天性の心疾患ですぐに亡くなっていた。

「聡ちゃんみたいな子どもや、その親のことを考えちゃったの。昔に比べていろんな病気の治療法が分かるようになってるでしょう？　でも先天性のものはどうしてそうなるのかまだ分かんないところがいっぱいじゃない。私ね、こういう研究してる人がちゃんといるってよく知らなかったの。前に解剖学会に連れてってもらったじゃない？　あそこであんなにたくさん研究者のお医者さんがいるって知って本当にびっくりしたのよ」

　無理もない、彼女は夫も息子も臨床医のために基礎医学の研究者の存在まで気が付かなかったのだ。

「最近、この雑誌を読んでたら、発生って書いてあるところに胎児の研究もあって、ね、ここんとこにあるでしょう？　お産の前に検査して病気って分かった子どもには胎児のうちに手術しましょうっていう方法がこのごろあるけど、そうじゃなくて、そのもっと前にいろんな事が分かるんじゃないかなって思ったの」

「うわ……それはすごくすごく難しいよ」

「そう。でも、でも、そういう研究があるってすごいことじゃない？」

　母は身を乗り出して、久遠を見た。

「え、なに。お母さん、俺にそれやれってこと？」

「別にそんな急に解明できるなんて思ってないわよ。明が患者さん相手のお医者さんじゃなくて、研究するお医者さんになってもいいな、って思っただけ」

　言いながら彼女は以前にもこの話を宇佐としたのを思い出した。あの時から自分は息子が研究者になってほしいと希望していたことに気がつき、取って付けたように言い添えた。

「まだあと一年あるし、明に合った科が見つかるわよね」

　母の意見は久遠家で絶対なものなのを本人は知らない。父親も息子達も誰一人逆らえないのだ。それは彼女が怖いのではなく、彼女を全ての女性の中で一番の存在としているからだ。特に、明を除く三人は聡が亡くなった時の彼女の姿を知っているだけに余計だ。

　久遠は少し肩の力が抜けた。

　教科書は理解できていても、病院で患者に接するとうまく行かないのだ。社交的な性格のためコミュニケーションは取れるのだが、いまひとつポイントがずれているのが自分でもよく分かる。臨床に向いていないのかと毎日のように思っていたのだ。
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「……久しぶりだからキツイでしょう」

　宇佐はそう言って丁寧に久遠を解した。

　久遠は六年生になっていた。三ヶ月ぶりの逢瀬だ。

「少し痩せましたね」

　上に腰を落とした久遠のあばらを宇佐が一本ずつ指で撫でていく。

「そうかも……。こんど、研究室に昼飯に行ってもいいですか」

「いつでもどうぞ。和久田君が張り切ります」

「あんなに毎日行ってたのになあ……」

　宇佐が腰を突き上げたので、久遠はあまりの快感に自分から激しく腰を使った。繋いだ手から宇佐の温度が伝わり、この手を離したくないと握りしめた。

　宇佐は行為の後、いつも優しく久遠の身体を隅々まで拭いてくれる。久遠はそれが大好きでうっとりと身を任せる。その時々でまた反応してしまえばもう一度重なることもあるが、今日はただただ甘えていたくて、全裸で大の字になっていた。

「先生、俺、どうしたらいいですか」

「進路ですか？　マッチングは？」

「どこも合わないんです……」

　前年度からスーパーローテーションが始まっており、卒後すぐに一つの医局に残る制度から、全ての科を回る研修に変わっている。Ｌ医大では最初はどこかの診療科に所属して、そこから全科に行くことになっている。

　久遠なりに頑張ってはいるのだが、臨床科ではどこの科でもなかなかうまく行かなかった。

「一応、二内に希望は出してるんですけど……無理みたいで」

「無理ってことはないでしょう。どんな研修医でも受け入れるのがうちの大学の利点です」

「また落ちこぼれに逆戻りです」

「泣き言はいわない。二内科は高畠先生ですね。度量の深い先生ですから教えて貰うにはいいでしょう」

　久遠は起きあがって、裸のままで正座した。

「先生、先生が臨床をやってから考えろっておっしゃったから、二内を選んだんですけど、やっぱり、俺、解剖に行きたいです」

「うちはいま教授不在ですから、新卒の受け入れはできません」

「まだ教授選ないんですか……」

「それに僕も最初は臨床をやりました。学生でなく医師として診療経験を経てから考えても遅くないです」

「それはもう何度も聞きました。ああ、どうしよう……！」

　久遠は宇佐を引っ張ってベッドに倒れ込んだ。宇佐は彼を胸に抱きとめてやった。

　教授不在が二年以上になるという異例の状況に、さすがの大学側も放置しておくわけにはいかず、躍起になって教授候補を探していた。打診した各大学の解剖学講座からは、Ｌ医大には有能な宇佐がいるだろうと返答がきていた。大学側としては宇佐がまだ三十代半ばという若さなのが教授陣のお気に召さないのだ。

　宇佐は知らなかったが、各大学に協力を要請していたのは萩田だ。萩田は様々な学会に所属しており、また彼の論文はよく引用される。そういった研究者同士のツテをたどって「木場の後は宇佐が適当である」と流していたのだ。真面目な宇佐のことは、同じく真面目な研究者達が一番良く理解して支持している。萩田はそこを突いていた。







　臨床実習の期間も終わり、久遠は国家試験の勉強に追われていた。

　十二月の半ばに入ったある日、午前の授業後、解剖の研究室に行くと、ちょうど和久田が鍋やきうどんを作っていた。昆布から出汁を取った野菜たっぷりのものだ。

「あ、久遠君も食べてってよ！　藤尾先生と石川先生がうどんを作ったんだ。もちもちで美味いよ」

「うわーラッキー！　……っていうか、うどんって自分で作れるものなんですか？」

「おぼっちゃまだー、おぼっちゃまが出たぞー！」

　後ろから石川が茶化すと、銀行員のような藤尾も同じ口調で言った。

「おぼっちゃま、わたくしたちがお作りしたうどんでございます。お召し上がりを」

　はふはふうまうまと久遠は助教三人と大江、安井と一緒に食卓を囲んだ。萩田と宇佐はそれぞれ外部の講義のために不在だ。

　食後、和久田と石川が久遠と喋っていた。

「おぼっちゃま、国試対策委員になったんだって？」

「基礎ですけどね。臨床のはさーっぱり。人任せっす」

「基礎っちゃー、岬ちゃんは細菌の教室行くってホント？」

「あ、そうなんですよ。衛生に残りたかったらしいんですけど、突き詰めていったら細菌になったって言ってました」

「彼女が細菌で彼氏は解剖かあ」

「いや、僕たち付き合ってないですよ」

「え、うそ。いっつも一緒にいるじゃない」

「いますけど、友達です。あ、タナピーと坂部さんは付き合ってます」

「それは有名。へえ、じゃあ、久遠君の彼女は？」

「秘密です」

　まさか宇佐と付き合っているとは口が裂けても言えない。

「モテ男はよりどりみどりなんだよ。卒業したら女の子が放っておかないって」

「ひひひ、それまでセックスレスなんだ？」

　石川が小声で笑った。

「うー、その通りかも……」

　久遠は恨めしそうに答えた。実際、お互いに忙しすぎて夏から宇佐とは寝ていない。

　そこへ、萩田と宇佐が帰ってきた。

「だーれがセックスレスですって？　下世話な話してんの、だあれ？」

「おかえりなさーい。久遠君がそうなんですって」

　石川が久遠の頭をぐりぐり撫でて笑った。

　久遠がほんの一瞬、宇佐を見た。宇佐は知らん顔をしたが、萩田はそれを見逃さなかった。

　その日の午後、また講義後に今度は試験問題の質問のために久遠は解剖教室を訪れた。

　ご遺体が到着したために、宇佐達はおらず、萩田だけが残って書類仕事をしていた。

　久遠は萩田に質問して、試験問題の解説を考えていた。

「アナタ、ウサギちゃんと何かあったの」

「え……別に」

「嘘おっしゃい。白状しなさいよ。もしかして、アナタの想い、報われちゃった？」

　その言い方があまりにも的確で、白を切る余裕を失った久遠は、返事に詰まった。

「あーら？　あらららら？　そうなの？　ホントに？　んまー、意外！」

「萩田先生、お願いですから内緒にしてください。特に本人には絶対に！」

「分かってるわよ」

　萩田は真剣な顔で言った。瞬時に頭の中は今後のリスクを考えることで一杯だった。彼はどうしても宇佐を教授にしたかった。こんなことがばれたらスキャンダルもいいところだ。しかし、彼らの仲を裂くことは全く考えなかった。萩田に宇佐の幸せを潰す気はない。
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　卒業して国家試験に合格した久遠は、研修医としてスーパーローテーションに組み込まれ、ひいひい言いながら臨床研修に勤しんでいる。

　ごくたまに解剖学教室を覗きに来ては、大江や和久田の実験を横で眺めて、藤尾の実験の手伝いをしていく。

「あーあ、君が残ってくれてたら、やってもらいたいテーマがあったんだけどなあ」

「いまんとこ、無理です……」

「わかってるって。次は麻酔科？　あそこはハードだよー」

「言わないで下さいよぉぉ。泣きそうなんすから」

　藤尾に脅かされながら、久遠は泣き言をいいにくる。友人達は全員同じ状況なので、弱音を吐くと皆に伝染するために、彼はここに発散していくのだ。藤尾もそれはよく分かっているため、軽口で応じてやっている。

　宇佐とはしばらく寝ていない。しかし、あまりにハードでどうしても恋しくなった頃に、ちゃんと宇佐からメールが入る。それが久遠の支えだった。

　久遠は全く聞かされてなかったが、この頃、宇佐も大変な時期だった。やっと大学側が教授選を行うことになったのだ。対抗馬は他大学から度重なるセクハラで放り出された准教授だ。公募に応じてきたのは彼だけだった。もちろん、論文の数も業績も大学への貢献度も優れているのは宇佐だが、宇佐はまだ三十七歳、相手は五十歳で、年齢だけは充分だった。

　年明け、参謀の萩田が今年度一杯で大学を辞めると言い出した。

　不意打ちをくらった宇佐は少なからず動揺した。

「どうして……」

「アタシはね、決めてたの。この選挙、絶対にウサギちゃんが勝つ。アナタが教授になってひっぱってってくれたら、ここはもう大丈夫。アタシはうちの看護学校やらなきゃなんないのよ。もう何年も前から言われてたの」

「……だから五年、って？」

「そう。アタシ、木場先生のことは大嫌いだったけど、この教室は大好きなのよね。ちゃんと存続させてくれる人に任せたかったのよ。ウサギちゃんなら安心だもの」

　萩田がどんなに職場を愛しているか、一番知っていたのは宇佐だ。

「ありがとうございます。まだ分かりませんけど、できるだけのことをやります」

「ダメ。できる以上のことをしてちょうだい」

「はい」

「それにしても、久遠君を臨床に出しちゃったのは惜しかったわ。あの子、一年目からしごけばモノになったのに」

「研修が終わってからでも遅くはないでしょう。彼は光顕も電顕も一通り標本作製できますし、動物実験も環流固定くらいまでは何とか」

「あらやだ、いつの間に。帰ってきてもすぐに使えるくらいは仕込んであるってこと？」

「ええ、まあ」

「んまー。いやあね、なに得意そうな顔してんのよ」

　萩田は含み笑いで宇佐をつついた。

　彼にばれていることは久遠から聞いていた。単純な久遠は宇佐に隠し事はできない。ちょっと虐めるとすぐに口を割ったのだ。

「…………ウサギちゃん、知ってるのね？」

「先生の口の堅さは尊敬します。そして、感謝しています」

「ふふん。ま、いいわ。とにかく、来週は教授選。思いっきり高笑いしてやりましょ！」

　萩田は機嫌良く笑った。

　私立大学の教授選にはまだまだ袖の下が必要だ。独身かつ堅物な宇佐では料亭でのもてなしなどといった技が使えないのは教授陣も分かっている。その分、うまく立ち回ってくれたのが、いつかの百貨店外商の男だった。こういうことはプロに頼むのが一番で、彼はそれに応えていた。

　そして、宇佐は選挙に勝った。
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　萩田の最後の出勤日。年度替わりの雑用や論文の締め切りに教室員はいつものようにバタバタと動いていた。

　久遠は先月から隣県の関連病院に三ヶ月間の研修に行っている。

　宇佐は教授室でこれからのことを考えていた。

　萩田のいない教室。自分が統率する責任。久遠への想い……。

　久遠の臨床研修が終われば、彼が臨床に行きたいと言っても解剖学者に仕立て上げるつもりだ。自分の片腕に育てて、仕事をする。私生活のパートナーにするのはそれからだ。

　そんなことを考えていると、萩田がソファで澄ましていた。気配を消して、自分に気が付くのを待っている。彼はそんな男だ。鋭く切れる頭脳に可愛い性格。宇佐は彼に頼ってここまで上りつめた。

　この春から萩田は実家の看護学校の校長に就任する。解剖学教室には非常勤講師で籍をおくことになる。

「ホントに大変だったけど、面白かった。アタシの人生で一番充実してたかもしれないわ」

「わかりませんよ。今からもっと充実されるでしょう。校長という重責を担われるんですから」

「はーん。そんなの名前だけよ。授業だって持たないし。つまんない」

「その分、ここで非常勤としてしっかり講義やっていただきます」

「ありがと。ウサギちゃんの様子もチェックしなくちゃなんないし。来るなっていわれても来ちゃうわよ」

「お待ちしてます」

　宇佐は萩田の手を取って立たせ、パーティションの陰に引っ張った。

「なに？　ウサギちゃん、どうし…………」

　言いかけた萩田の顎を持ち上げて、宇佐は唇を重ねた。

　目を見張っている萩田の瞼を閉じさせて、彼の舌を絡め取った。

「……びっくりした。上手いじゃない」

　深く息をついて唇を拭いながら萩田が見上げた。

「アタシ、男とキスする趣味はないわよ」

「約束ですから」

　平然と言う宇佐の口元は笑いに満ちていた。いつだったか、教授になったらキスしろと言ったのは萩田だ。

「……あ。ウサギちゃん、本気にしてたの？」

「ええ、もちろん」

　大嘘だという表情をして宇佐は肯いた。

「僕は先生のこと、好きです。恋愛感情ではありませんが」

「あったら怖いわよ。ま、アタシもウサギちゃんが好きよ。ああヤダ。最後の最後にこんな爆弾しかけられるなんて。アタシもヤキが回ったのかしら。うん、でも、ホント楽しかった。充実してた」

　固く握手して晴れやかに萩田は出ていった。







　研修医生活を終えた久遠は、大手を振って解剖学講座助教に採用された。

　毎日、准教授の大江について回って人体解剖の基礎からやり直しさせられている。夜は夜で宇佐に研究の特訓を受け、疲れ果ててへとへとになった頃にキスの雨が降る。その雨音を全身に感じながら、久遠は少しずつ成長する。

　新しいけれど泥だらけだった白衣が、清潔で真っ白なものになっていく。宇佐はそんな白衣を身に纏う日を楽しみにしている。







了　













あなとみい２










　Ｌ医科大学解剖学講座教授の宇佐うさ義朗よしろうは、教授会のあとに第一外科の瀬戸教授に呼び止められた。次期学長を狙う瀬戸は、どの派閥にも属さない宇佐を以前から誘っている。

　瀬戸は自分のファイルから教室名義の封筒を出して、宇佐のファイルに滑り込ませた。

「宇佐先生、これ、前に言ってた人」

「あ、いや、その件は……」

「まあ、そう言わず。うちのカミさんがうるさくてね。一度、会うだけでも」

　瀬戸の妻は、教授夫人達のグループでもリーダー格で、独身医師を見つけては見合い写真を押しつけている。それはつまり、成就すれば瀬戸夫妻が仲人となり、必然的に瀬戸の派閥に入ることとなる。宇佐はそんなことはごめんだった。他にも同じように政治的意味を含む厚意で宇佐に縁談を持ってくる教授が何人かいるが、全て丁重に断っていた。

　不惑を迎えようかという宇佐は、所作や言動は年齢以上に落ち着いているが、風貌は若々しい。そんな男を教授の奥方グループが無視できるはずもなく、つき合いの食事会などでは夫を放り出して宇佐に張り付き、根ほり葉ほりと質問攻めにするのだ。夫である教授陣は口うるさい妻達の注意が自分たちから逸れるので、阻止もせずに笑ってみている。

　ここで無理に封筒を突き返しても角が立つだけなので、宇佐は後日、菓子折でもつけて返却することにした。

　それをうっかり自宅のテーブルに出しっぱなしにしていた。

「先生、すみません！　コーヒーで封筒をちょっと汚してしまいました！」

　久遠明くおん　めいが慌ててテーブルを拭いた。

「どの封筒？」

「えーと、一外の封筒です。中までは染みてないと思うんですけど……」

　丁寧に水分を吸い取って、久遠は宇佐に見せた。

「ああ、それ。忘れてました」

「なんですか？」

「うん、ちょっとね。瀬戸先生からの書類。明日、お返ししますから構いません」

　宇佐は中が汚れていないか、ちらりと上から覗いただけで、またテーブルに置いた。

「大丈夫ですか？」

「ああ、お返しする封筒は別のを使いますからいいんですよ」

　中身が見合いの釣書だと知ったら、久遠はどんな顔をするだろう。宇佐は黙っておくことにした。

「……あやしい」

「は？」

　布巾を絞り終えた久遠は、宇佐の膝に跨って腕を首に回して顔を近づけた。

「あやしい。先生、何か隠してる。この封筒、何ですか？」

「別に。瀬戸先生からの預かりものです」

「見てもいいですか？」

「いつからそんな行儀が悪くなったんですか」

　宇佐は囁いて口づけた。

「先生のことは何だって知りたいんです」

「実は僕も開けていません。何が入っているかは分からないんです」

「はあ？」

「釣書です」

「…………ああ。お見合いの？」

「ええ」

「なあんだ。見ればいいのに」

　けろりと久遠が言うのに、宇佐は驚いた。

「見ましょうよ！　どんな人が先生のお嫁さん候補なんだろう。先生の年なら、いままでにもすんごーくいっぱい来てるでしょう？　ね、開けて良いですか？」

　言うが早いか、中から白い封筒を取りだした。

「うわ、かっわいい！　先生、声楽家だって。ちょっとふっくらかな。三十にしては可愛いなあ。お父さんが内科開業医。ふーん。お姉さんが一人、開業医に嫁いでるって。あ、こっちの写真も可愛い！　美人って言うより可愛い顔だ」

「…………」

　久遠は嫉妬する様子もなくはしゃいでいる。気を使った宇佐は拍子抜けした。

「もし、この話を受けたら、君はどうします？」

「え？　変わらないっすよ」

　それだけ言って久遠は宇佐にキスをねだった。それで話は中断し、それきりになった。

　これが昨年のことで、現在、久遠明はＬ医科大学解剖学教室助教になって二年目だ。教授の宇佐義朗から研究テーマも与えられ、発生に関しての研究をはじめたところだ。

　宇佐とは穏やかに関係を続けている。仕事が忙しいため、二人で出かけたりということはできないが、休日は宇佐の家で過ごしている。




■■■




　Ｌ医科大学解剖学講座は宇佐が教授、准教授が大江、講師が安井、助教が藤尾、和久田、石川と久遠で構成されている。安井が一番の年長者だが、双極性障害のために講師で留まっている。また、石川だけが歯科医師だ。

　Ｌ医大は中国の上海にある某医学院（大学）と交流事業を行っており、二年に一回、各教室から教授や研究者が視察と公開授業のために訪中する。今年、臨床からは呼吸器外科、基礎は解剖学が担当で、宇佐と石川助教が出張することになっている。宇佐は十日間、石川は研究のためにそのまま一ヶ月間、現地に留まる予定だ

　出発三日前、まだ準備が続いていた。

「うわーっ、またメールですよ。なんだよこれ。材料これ以上持ち込めねえっつーの」

　石川が唸っている。彼は血管内にレジン樹脂を注入する特殊技術を持っており、そのなかでも数少ない最新の材料を使った方法を開発したのだ。

　メールをプリントアウトしたものを石川は皆に見せた。

「どうよ、このリスト」

「なんだかなー。図々しくないですか。この前から要求度がどんどん増してるって感じですよね」

「こんなの機内持ち込み無理でしょう。いくら学術で通して貰ってもテロと疑われますよ」

　和久田と藤尾が眉をひそめるのに、久遠も肯いた。

「あれも欲しいこれも欲しいって……こんな材料くらい中国でも調達できるはずですよね。いまに石川先生が欲しいって言い出しますよ。どうします？　帰ってこれなくなっちゃったら」

「さらわれるなら、宇佐先生だよ」

　研究室の隅から安井が暗い声を出した。

「え……？　どういうことですか」

　全員が安井を振り向いた。

　その頃、宇佐は教授室に戻って自分に来たメールを読んでいた。石川へのメールと差出人は同じだが、内容は非常にプライベートなものだった。

　久しぶりに大学に出てきた安井は頭痛がするのか、こめかみを押さえている。

「そんな図々しいメール、どうせチャンからだろ？」

「ええ。ご存じなんですか？」

「チャンはここにしばらくいたんだよ。一年だけ留学してきたドクターだ。ちょうど宇佐先生が残って二年目くらいだったかな」

「いまの久遠くらいですかね」

「ああ、そうかな。チャンが二つ三つ年上だったと思う。チャンは中国って言っても香港出身でね。父親が中国人、母親がイギリス人だったかな。英語も日本語も堪能なくせに、都合が悪くなると中国語しか分からないって言い出す強者だったよ。あのころ、さすがの木場先生も押しの強さに辟易して、もちろん萩田君とも合わなかったし、俺は鬱で半分来てなかったから新人の宇佐先生が面倒を押しつけられてたんだ」

「そのころになると僕もまだ学生だから知らないですね」

　大江が安井のためにコーヒーを淹れた。石川はまだリストを見て眉間に皺を寄せている。

「なんだ、チャン教授は宇佐先生とは知り合いなんだ。交渉してもらおう！　こんなに材料持っていけないですよ」

「上海なんて大都市だし、昔と違って実験材料なんて容易く手に入る。チャンはただワガママ言ってお気に入りの宇佐先生を困らせたいんだよ」

　こめかみを揉んで安井は苦い顔をした。

　いまの安井の言い方では、宇佐とチャンが付き合っていたとしか取れない。久遠は落ち着かない気分になった。

　宇佐がメールの返信を書いていると、久遠が教授室へ飛び込んできた。

「先生！　聞きたいことがあるんですけど！」

「ちょっと待ってください。送信してしまいますから…………っと。はい、なんですか」

「先生、チャン教授と付き合ってたんですか？」

「は？　また何を言い出すんですか」

「いや……だって……安井先生が、チャン教授が昔ここに留学してて、宇佐先生が面倒見てたって……」

「面倒を見ていたら付き合うことになるんですか？　職場で何を言ってるんですか」

　宇佐は甘えないよう戒めた。そして立ち上がってファイルを手に取った。

「うー……だって……」

「今から会議。昔の話はほじくり返さないでください」

　静かに言うと、不服そうな久遠を置き去りにして部屋を出ていった。

　チャンが日本にいたのは、宇佐がちょうど久遠の年齢だった。

　気の強いチャンは、自分が教えて貰う側なのに、年下の宇佐の方が技術的に優れていることに嫉妬し、最初のうちはことごとく反発した。

　いちいち食って掛かるチャンに、宇佐は辛抱強く対応していたが、ある日、全てがバカらしくなり、チャンを無視した。

　もとより、宇佐以外にチャンをまともに相手にする教室員はいなかったため、宇佐に放り出されるとチャンは途端に孤独に襲われた。実験するのも、勉強するのも一人だ。質問があっても誰も取り合わない。現在の解剖学教室では昼食を教室で作っているが、この当時まだ食堂で摂っていた。チャンはいつも宇佐と行っていたが、それすらも誘われず放っておかれた。

　一週間後、チャンの方から頭が下げられた。宇佐は自分より先に他の教室員に謝れと言い、チャンがその通りにすると笑顔で迎えた。後日、チャンはこの時に宇佐に心を奪われたと語ったことがある。







　夜、会食で遅くなった宇佐が帰宅すると、家の前に久遠の車が止まっていた。

「先生、お帰りなさい」

「ああ、どうも。もう日付が変わりますよ」

　宇佐は「来ると思っていた」という顔をした。

「どうしても先生に聞きたくて！　チャン教授のこと」

「やっぱりそのことですか」

　宇佐の後について、久遠は慣れた様子で家に入った。自室へ着替えに行った彼のために、久遠は風呂の用意をした。

「先生、風呂どうぞ。話はゆっくり聞きます」

「うーん……書類仕事をしたかったんですけどね」

「まだ仕事するんですか？」

　久遠は宇佐の都合などお構いなしだ。何が何でもチャンとのことを聞いておきたかった。

「ひとつだけ仕上げてしまいたいのがあってね。三十分で終わります」

「泊まっていっていいですか？　先生が出発するまで帰りません」

「ご自由に」

　宇佐は素っ気なく言い、久遠を追い払った。

　彼が集中すると全く相手にしてもらえない。久遠は素直に一人でリビングに戻り、テレビをつけた。

　宇佐が幾つかの論文チェックを終えてリビングを覗くと、久遠がソファで眠っていた。テレビを消しても目を覚まさないので、ブランケットだけ掛けてやり、自分はバスルームへ向かった。

　久遠は単純だ。チャンと何もなかったと押し通せば、不安を抱きながらも信じるだろう。騙し通してやった方が彼のためになるだろうか……。宇佐はバスタブの中で考えた。嘘のない関係が理想的なのは分かっている。しかし、宇佐はほとんど自分のことは久遠に話していない。話せば久遠はきっと傷つく。宇佐のちょっとした言動で一喜一憂する久遠だ。うまく頑丈な箱の中に押し込んで、海の底深く沈めておく方がいいこともある。ただ問題は宇佐のこんな気づかいを久遠が全く理解しないことだろう。

　水を飲みながら久遠を見ると、まだ眠っていた。この季節ならソファで寝たところで風邪も引かないだろうと思い、宇佐は自分ももう寝ることにした。

　朝、パンの焼ける匂いとコーヒーの香りに誘われて久遠が起きてきた。

「おはようございます」

「おはようございます……しまった……寝ちゃった」

「早く顔を洗ってきなさい。さっさと食べないと遅刻しますよ」

「大丈夫です。車だから」

「君は君。僕は電車で行きます」

「うー……」

　寝ぼけた顔で唸りながら久遠は身繕いをした。

　宇佐はいつもぴっしりとプレスの利いたワイシャツを着ている。久遠が皺にならないように後ろから抱きつくと、コーヒーの香りのキスをされた。

「……ね、先生、出勤前に一回、しません？」

「しません」

　はねつける宇佐の腰に自分のそこを押しつけ、久遠からキスをした。

「せっかく出発までえっちしまくろうと思ってたのに、寝ちゃうんだもんな、俺……」

「何を言ってるんですか。ほら、早くパン食べて。目玉焼きが冷める」

　久遠はハムエッグが好物で、到来物のハムを持ち込んで宇佐に作ってもらっている。

　久遠が大人しく食べ始めたので、宇佐もコーヒーを飲みながら新聞に目を通した。

「あ、そうだ。外科の瀬戸先生がまたお見合い写真渡したいんだけど、って」

「凝りないなあ……。もし、留守中に教室に来られたら、受け取らないで帰ってからにして下さいと伝えてください」

「いいじゃないですか。受け取っておきますよ？　ねえ、先生は本当に結婚しないんですか？」

「……君は僕を結婚させたいんですか？」

「先生は結婚したくないんですか？　先生の子どもなんて、めっちゃ可愛いと思うんだけどなあ。ちびうさ！　俺、可愛がりますよ」

「いや、そういう問題じゃなくて」

「だって、男同士って結婚はできないじゃないですかあ。俺、子ども産めないしー。」

　ハムの上に目玉焼きの黄身だけ乗せて、久遠は一口で食べた。彼にとってこの話題はその程度の内容なのだ。宇佐が考える深刻さは彼にない。だから、宇佐もそれ以上は聞かなかった。僕の気持ちはどうなる、想いはどうなる、と。

　研究室では出発目前なのにまだ準備に追われていた。石川助教が中国側からのメールを無視していたら、敵もさるもの、今度はファクスに切り替えて、あれが欲しいこれが欲しいと要望が入り続けていた。

「また、こんなに……！　もういい加減にして欲しいですね！」

　石川がうんざりした様子で大江に愚痴った。

「大丈夫、こんなの持って行かなくていいよ。安井先生もおっしゃってたけど、試薬にしろ器具にしろ今の中国でこんなものが手に入らないわけがない」

「その通り。無視して構いません。持っていかないのは僕の責任」

「宇佐先生！」

　石川が安堵した。

「多分、僕たちが飛行機に乗ってもこのファクスは送られてきますよ」

　真面目な顔で言う宇佐の冗談に大江が吹き出した。

「とりあえず、今日は午後から僕は大学院講義。石川先生、出席だけ取りに来てください。大江先生は六年生の臨床講義ですね。久遠先生、スライドお願いします。安井先生が欠席なので、藤尾先生、もし教務課から試験要項の変更が来たら聞いておいてください」

　宇佐はいつものようにテキパキと指示を出して、実験の合間を利用してジャガイモの皮を剥いている和久田に電子顕微鏡室の使用許可証を提出するのを忘れないようにと念を押した。







　この夜、宇佐は帰宅するなり玄関先で久遠に襲われた。いきなり抱きつかれて、唇を奪われ、一枚ずつ服を剥がされながら客間のベッドに二人で倒れ込んだ。

　宇佐は久遠の気の済むようにさせながら、それでも彼がくわえようとするのだけは阻止した。

「だーめ。シャワー浴びましょう」

「構いません！　これが先生の匂い……先生の味……」

「こら、だめだ。達きたいなら、手でしてあげましょう」

「……やだ。いましたい。いま、入れて欲しい」

「あとで幾らでも入れてあげます」

　宇佐はそう言うと、裸のまま久遠を引っ張ってバスルームへ向かった。

　乱暴に久遠を押し込むと、まだ水のシャワーを頭から浴びせた。

「つめたっ！」

　それでも久遠は何をするのかは問わずに濡れた目で宇佐を見た。

　シャワーヘッドを持った宇佐は面白そうに久遠の全身に水滴をふりかける。二十八歳の身体は、適度に筋肉が付き、しなやかな美しさを放っている。頭から肩、胸、腹部へと水流ができ、下腹部で勃ち上がって宇佐を待つそこで二つに分かれて脚へと流れ落ちる。

　我慢できなくなったのか、久遠は石けんを泡立てて宇佐を洗い始めた。中央部を洗うと、流すのももどかしいのかしゃがみ込んで舌を這わせて味わった。猥雑な気配がバスルーム全体に満ちあふれている。宇佐は久遠の身体を充分に温めてやり、入口を解してやった。

「ここで……いれて……いま、ほしい……」

「感染症対策は医者の義務。ベッドでしてあげます」

　宇佐は久遠にバスローブを着せかけた。

　久遠の望み通り、宇佐は朝まで彼を眠らせなかった。

　ぐったりとしているくせに、久遠は宇佐の手にキスをした。

「……こんなにイッたの、はじめてかも……」

「満足しましたか？」

「まだ。今夜もして……。出発までしまくるんだ。先生が向こうで浮気できないように全部出してって……」

「何をバカなことを」

　宇佐は久遠の髪を撫でた。彼の想いを可愛く感じた。

「本気です。だって……先生、向こうでチャン教授と会うんでしょう？」

「彼とは何もありません」

「……ウソだ……先生、いまだってすごーくカッコイイのに、もっと若い頃だったらもっともっと格好良かったはずだから……他の人が放って置くはずない……」

「三十分だけ眠りなさい。今日も普通に仕事です。遅刻もサボるのも許しません」

「……先生、タフ…………」

　言うなり眠りに落ちた久遠に、自分もアクビをかみ殺して宇佐は朝食を作った。

　いつもと同じ朝食を摂り、宇佐は車の久遠を先に出し、自分は電車で出勤した。

　宇佐が午前の学生講義を終えて研究室に帰ると、いつもより豪華な昼食が待っていた。

「うわ、どうしました！」

「他の教室はちゃんと料亭で壮行会開いてるんですけど……すみません」

　申し訳なさそうに謝る大江に、宇佐は心から感謝した。

「こんなに心のこもったごちそう、他のどの教室にもありませんよ。ありがとうございます」

　この昼食の提案をしたのは和久田と藤尾だ。料亭を探そうとしていた大江に、忙しいスケジュールをこなす宇佐を夜の宴会まで引っ張り出すのは忍びないと、いつもの昼食を少し豪華に作ろうと申し出たのだ。

　同じく本日の主役の石川は予想以上に感激している。他大学から来た彼は足の引っ張り合いをしている別の教室と違って、あたたかさがしっかりと伝わるこの食事会がよほど嬉しかったらしい。

　夕べの行為が応えているのか眠そうな顔だった久遠も和久田にハッパを掛けられて、精一杯の料理を作った。それを宇佐と石川が嬉しそうに食べているのを見て、眠気が一気に吹き飛んだ。自分まで嬉しい気持ちになっているのに気づき、不思議な感覚に囚われた。

　午後は他教室の医員が実験に来たり、学生が質問に来たりと、宇佐は落ち着く間もなく終業時間を迎えた。

「明日から留守にしますが、あとをよろしくお願いします」

　大江や安井に頭を下げると、安井は軽く手を上げて分かったと身振りだけで示した。大江は戸口まで送りに来た。

「大江先生には色々迷惑を掛けます。何かあればメール入れてください。あと、金曜日は萩田先生の講義かな。来られたらよろしくと伝えてください」

「もろもろ了解！　気を付けて行って来てください」

　大江の後ろで和久田や藤尾と一緒に久遠も手を振った。







　さっき別れたばかりなのに、久遠は当たり前のように宇佐の家にやって来た。

「先生、先生、先生ぃっ！」

「なんですか」

　べたべたと甘えてきた久遠を適当にあしらって、宇佐はスーツケースを玄関先に運んだ。

「あれ？　こんな小さいの一個だけですか？」

「もちろん。着替えだけですから。あとはノートパソコンと資料」

「うーん……。俺、ハワイ一週間行くのに、この倍だなあ……。何がちがうんだろう」

「君は無駄が多いんです。たった十日のこと。足りなければ向こうにコンビニがあります」

「そっか。ねえ、先生、浮気しないでください」

　久遠の言葉に、眉だけ少しひそめることで答え、宇佐は冷蔵庫から缶ビールを出した。

「冷蔵庫は空ですから、おつまみはありません」

「あ、いいっす、いただきます」

　テーブルの上に宇佐の骨張った器用そうな手がある。久遠はそれを撫でながら昼のことを思い出した。

「宇佐先生と石川先生、今日の昼飯んとき、すごく嬉しそうでしたね」

「ああ、はい。ありがとうございました。作るの、大変だったでしょう」

「全然！　仕込みは和久田先生が家でやって来てくれて。でも、俺も結構一生懸命作りました。……あ、違う、こんな事が言いたいんじゃなくて！　あの、なんて言っていいのか……うーん……。先生が嬉しそうなの見て、俺もすげー嬉しくなったんです。俺っていつも何かして貰うばっかりだから、俺のために何かして貰って俺が嬉しいのは普通ですよね？　じゃなくて、俺が先生とか誰かのためにやったことで、その人が嬉しそうにしてるのって、初めてかも。で、ああ、なんかいいなあ、って」

　久遠は考えながらぼそぼそと語った。元々語彙が非常に少ないため、彼なりに考えて喋ると、話が長く本人自身もこんがらがることが多い。宇佐はもう慣れていた。

「なるほど。良いことに気づきました。でも、君、いまも実家では当直してるのに、どうして？」

「は？」

「患者さんを診てて、そういう経験ないんですか。自分の治療で患者さんが良くなると、患者さんは嬉しそうになさるでしょう」

「あー……そうか。俺、やっぱり臨床向いてないのかも。いつもいっぱいいっぱいであんまり患者さんの顔わかんないし」

　久遠はまだ宇佐の手を撫でている。

　宇佐は久遠が学生の頃、彼が臨床医に向いていないと感じたことを思い出した。二年も臨床で研修医をして、この状況だ。あれは正しかったと今更ながら自分の感慨に耽った。

「先生？」

「ああ、ごめん。もう寝ます」

「寝かせません」

「昨日もほとんど寝てないでしょう」

　言いながら、宇佐は久遠を引き寄せて深く口づけた。

　キスの合間に久遠が囁いた。

「ねえ、本当に本当に浮気しないでください」

「君は僕に結婚しろと言うくせに、浮気はするなって、矛盾してませんか」

「結婚は相手が女じゃないですかあ」

「女と浮気してくるかもしれませんよ」

「……それもイヤだけど。じゃ、男は俺だけにしてください」

　久遠は、宇佐のモノを口に含んだ。

「君の考えがよく分かりません。君が勧めるように、僕が結婚したら、君とこんなことはしませんよ？」

　宇佐をくわえたまま、久遠は間抜けな顔で見上げた。

「どうしてですか？」

「どうして、って。結婚したら僕は奥さんとしかセックスしませんよ。家庭を持つというのはそういうことです。奥さんがいるのに君とセックスしたら、それは彼女に対しての裏切りになります。僕はそんなことはしません」

　久遠はぽかんと宇佐を見つめた。

「……そっか…………」

「もしかして、君、そこに気づいてなかった？」

　思わず宇佐は呆れた声を出した。

「なんとなく、奥さんと俺と一緒に仲良くできるかな……って」

「僕をどんな人間だと思ってるんですか」

「すっごく、すごい人」

　自分でもあまりにも子どもっぽいと恥ずかしくなって、久遠は宇佐に抱きついて顔を見られないようにした。

　仕草は本当に子どもだが、三十前の男にしては考えが幼稚すぎる。宇佐は本気で腹を立てた。

　宇佐は無言で久遠を身体から引き剥がして、脱ぎかけていた服を着直した。

「せんせぇい……」

「君の思考は幼すぎます。もっと物事を考えなさい」

「……ごめんなさい」

「僕に謝っても仕方ありません。君自身のことです」

「…………先生、怒ってる？」

　宇佐は久遠の頬を一度だけ撫でて、ため息をついた。

「自分に対して腹が立ちます。君に物を教えなかった」

　そんな彼の様子に、久遠はショックを受けた。自分が馬鹿なのは宇佐のせいではない。なのに宇佐は責任を感じている。甘えきっていた自分に気が付いた。

「幸い、明日から十日間は顔を合わせません。お互い考えましょう」

「それって……別れるかも、ってことですか」

「ええ。それも含めて」

　冷淡な宇佐の目に、久遠は何も言い返せなかった。ここで「どうすればいいのか」と素直に問うのが愚であることくらいは久遠にも理解できた。

　結局、宇佐は自室に戻り、久遠は客間で独り眠れぬ夜を過ごした。




■■■




　上海へ到着したＬ医科大学一行は歓迎を受けた。まず、医学院（医科大学）を見学したのち、夜は歓迎パーティが盛大に開かれた。

　Ｌ医大呼吸器外科からは三園教授夫妻、女性講師の勝山、解剖学講座からは宇佐と石川助教が揃っている。三園の妻と勝山、石川は医学院側の医師たちそっちのけで、次々と出てくる料理に興味津々一つ一つ解説を聞いては舌鼓を打っていた。

　着席だが落ち着く間なく挨拶に訪れる医学院の教授陣や医師達に宇佐と三園教授は英語で歓談していた。宇佐の横にはチャン教授がぴたりとくっついている。

「ねえねえ石川先生、宇佐先生とご一緒なのが解剖のチャン教授？　医学院では見なかったよね」

　勝山は目を輝かせて見入っている。石川はもぐもぐと口を動かしながら言った。

「そう。用事でいらっしゃらなかったんだ。イメージと全然違うなあ。もっとちんちくりんのオッサンかと思ってた」

「呼吸器のリー教授はその通りだけどね」

　三園夫人はミーハーな口調ではしゃいだ。

「チャン先生はどこの映画スターかと思っちゃった。顔ちっちゃいのね！　韓流スターよりかっこいいわ。この大学の教授陣の中ではすごく若くないかしら？」

「いや、うちの宇佐先生より三、四歳上らしいですよ。リー先生と同い年くらいじゃないですか。うわ！　見ました？」

「え、なになに？」

「いま、チャン先生が笑ったんです。うはー！　完璧な歯並び。あれ、天然歯かな。あとでそば行って見てこよう」

　勝山も前方を見ている。

「あ、そうか。石川先生ってデンティストだったんですね。ほら、韓国でも整形が流行ってるから。中国でも富裕層は結構やってんじゃないですか」

「顔はわかんないですけど、あの歯は天然歯っぽいなあ」

「遠目でもわかる？」

「そりゃ僕の専門ですから。っていうか、遠目の方が作り物は目立つんですよ」

「へえ、そんなものなのね。私が分かるのは声の高低くらいね。リー先生はちょっと高め、チャン先生は低め」

「首の太さと声帯の関係ですか」

「そう。あーきたきたきた、北京ダック！」

　自分たちの上司が医学院の教授陣の歓待に愛想笑いをしているのに、勝山と石川は料理しか見ておらず、三園夫人はリー教授の夫人と通訳を介して話が弾んでいた。勝山と石川は食べ終わる頃になってようやく上司を救出する事にした。勝山はビデオ、石川はカメラを持って教授の群れに突進し、誰彼構わず撮りまくり、そのどさくさに紛れて宇佐と三園教授を落ち着いた席に連れ戻した。

　三園が文句を言った。

「勝山君、もっと早く来てくれなくちゃ」

「すみませーん。お料理がおいしすぎて。あ、先生の分、とってありますよ。どうぞ」

「宇佐先生もお疲れさまです。先生の愛想笑い、お見事でした」

　石川のニヤニヤ笑いに、いつもの無表情で宇佐はもう素知らぬ体だ。

　二言三言、石川と話していると、チャンが茶器を持った給仕を連れてやって来た。

「飲み過ぎたでしょう、お茶をどうぞ」

「うわあ、ここまですごくいい香りがします。それ、何のお茶ですか？」

　勝山が英語で尋ねると、給仕が完璧な発音で説明をはじめた。石川はチャンの口元を見て、やたらと感心している。宇佐がそれに気づき、石川をつついた。

　チャンはニッと歯を見せ、片目を瞑った。

「石川先生、私の歯は自前ですよ。顔も整形してません」

「失礼しました。あまりに綺麗な歯なので。お許し下さい」

「申し訳ない」と宇佐も一緒に謝った。







　ホテルの部屋に引き上げると、石川は早速写真を日本にメールしはじめた。インタフォンが鳴ったので、何の疑いもなくドアを開けると、妖艶な美女が立っていた。宇佐や三園から娼婦には気を付けろと厳重注意されていたのに、迂闊だったと思った時には、美女は完全にドアの内側に入ってきていた。

「困る。出て行きなさい」

「どうしてですか？　アナタはドアを開けました」

「君が勝手に入ってきたんだ。出て行きなさい」

　毅然として石川が女を追い出しているところに、勝山が通りかかった。

「あらあ？」

「先生！　フロント呼んでください。この人……」

　言いかけた石川を突き飛ばすように、女はドレスの裾を翻し、勝山を睨みつけて逃げた。

「到着早々おさかんで」

「違いますよぉ！　僕は嫁さん一筋。口説き落として頼み込んでやっと結婚して貰ったんですから！　そんなこと言ったら先生の部屋だってイケメンホストが来ますよ」

「あはは、うれしいなあ。でも、気を付けないと多分毎日来るよ、あの手の女性」

　勝山は笑って自分の部屋に入った。本当に五分後にイケメンが売春に来るとは勝山も石川も想像しなかった。

　その頃、宇佐もドアを開けたことを悔やんでいた。

　同時にドアの前に立った美女を追い払い、つかつかと入ってきたのはチャンだった。

　抱きつかれそうなのを間一髪かわしたが、宇佐は壁際に押しやられた。

「挨拶のキスもだめ？」

「ダメです。挨拶はもう済みました。何の用ですか」

「ウサギに逢いたかっただけ」

「なら、もういいでしょう」

「ウサギは私に会いたくなかった？」

「別に。何通もメールを送ってくるくせに何を言ってるんですか」

　宇佐はいつもの無表情で突き放し、トイレの前に立ちはだかった。

　途端にチャンは吹き出した。

「お、覚えてたんだ！　あははは！」

　かつて、宇佐が同じようにチャンを追い払おうとしたら、彼は宇佐の家でトイレに籠城したのだ。内鍵をしてしまえば、本人以外に開けることはできない。彼を残したまま外出してしまうと、家の中で何をされるか分からないし、あとを追って飛び出してきたら今度は家の鍵が開けっぱなしになる。その時は結局、宇佐が負けてしまったのだ。

「同じ手は使わないよ」

　笑うチャンに、出て行けと言ったところでどうせこの男は居座るつもりだ。宇佐は無視を決め込んだ。

　誰もいないかのようにクロゼットにワイシャツなどを仕舞い、スーツにブラシを掛けて、靴を磨いた。チャンは椅子に座って面白そうにそれを眺めている。前日、前々日と久遠のお陰でほとんど寝ず、飛行機でうつらうつらしただけで、到着以降のスケジュールをこなしたため、宇佐は非常に疲れていた。すぐにでも眠りたかったが、彼の前でそんなことをすれば、これ幸いともぐりこんでくるのが目に見えている。

　そんな様子を見て取ったチャンは宇佐の手を握って囁いた。

「ウサギ、疲れすぎだ。今日は帰るよ。ゆっくり眠って。明日、大学で会おう。ウサギの講義、楽しみにしてる」

「おやすみなさい」

　宇佐はそれだけ言うと、ドアにしっかりと鍵を掛けた。

　チャンとは十五年ほど前、彼がＬ医大に留学してきたほんの一年付き合っただけだ。それ以来、一度も会っていない。最初は手紙とファクス、中国にもインターネット環境が入ってからは電子メールでチャンは連絡を絶やさない。宇佐は本当に必要と思われるものにだけ返信し、あとのものには一切返事をしていない。研究者としてのつき合いはしても、個人的な面で宇佐にとってチャンは完全に過去の男だった。







　ホテルから医学院まで徒歩五分ほどの距離だ。大きな道路は交通量が多く、自転車もバイクも入り乱れて突撃してくる。

「ひー、すごいですね！　毎朝これかあ。ね、宇佐先生、交通事故の保険って入ってましたっけ？」

「さあ。とりあえず、パソコンバッグを丈夫なものにした方が良さそうだ」

　石川と宇佐は無事に渡った歩道でも平気であちこちから出てくる自転車を避けるのが大変だった。歩道の横が公園のような広場になっており、太極拳をやっているグループがいた。

「宇佐先生、見てください、ほとんどが老人ですよ」

「そのようですね。石川先生、この広場って四方が道路だ」

「え！　うわ、本当だ。ってことは、あのご老体たちは、あの車の間を走ってここに来てるんですかね」

「きっと太極拳で鍛えられてお元気なんです」

　真顔で冗談を言う宇佐に、石川が大受けした。

「あははは！　あはは、はは！　あーおかしい！　先生、僕たち、ここで上手くやっていけますよね！」

「石川先生、一ヶ月間大変だと思いますが……」

「はい。大丈夫です。ダメならとっとと逃げ帰ります。僕、走るの苦手ですけど、逃げ足だけは早いんです」

　今日からほぼ一ヶ月、石川はこの地で研究生活を送る。宇佐は彼の緊張を理解しており、ほぐしてやろうと思っていた。石川はそんな宇佐の気持ちが嬉しかった。

　宇佐は滞在中に三回の学生講義とドクター向け公開講義を一回行う。これは同行した消化器外科の三園の倍のスケジュールで、宇佐が仕事をしている間、三園教授夫妻と勝山講師は上海近郊の旅に出ている。

　講義は全て英語で行われる。よどみない宇佐の英語を聞いて、石川は自分は大丈夫だろうかと心配になった。学生は戸惑う様子もなく付いてきており、質疑応答ももちろん英語で、日本との差を感じた。

「宇佐先生、ここの学生は熱心ですね」

「そうですね。居眠りされなかったからホッとしました」

　石川と宇佐が話していると、背後からチャンの声がした。

「宇佐先生の講義にそんなことさせません。あのように興味深い内容ならば眠る間はありませんが」

「お世辞を言っても何も出ませんよ」

「いえ、授業の構成やアピール方法は勉強になります」

「あ！　やっぱりチャン先生もそう思われます？　そうなんですよねー。宇佐先生の講義構成って本当に分かりやすいんですよねー」

　宇佐とチャンの間に流れる微妙な空気を、石川は全く気にせず吹き飛ばした。

　午後は宇佐と石川で解剖学講座の実験室を少し改造した。石川の技術を教えるために日本から装置を送ったり、パーツ類を現地で用意させたりしていたが、チャンの教室員達は組み立てもせずそのままにしていたのだ。

　宇佐が黙々と装置をセッティングしていくのを、この研究を担当する楊、隋、張の若手三人の研究員が遠巻きに見ているので、石川は容赦なく日本語で彼らに指示を出した。

「楊先生、ほら、そこ持って。随先生と張先生は同じようにこっち組み立てて！」

　随がいいかげんに中途半端な位置でネジを止め、次に移ろうとしたので、宇佐が見かねて注意した。

「これら全てを正確にしておかないと、きちんとした実験は行えません。そして、これは実験者が組み立てを把握していないとトラブルの対処もできませんよ」

　英語でぴしりと言われ、随は不服そうな顔で肯いた。

　一番若い張は、日本語が分からないながらもカンだけで石川の指示に従ってうまく作業をこなしていく。真面目そうな楊は少し不器用で、何度も石川に確認している。日本語と中国語が賑やかに飛び交うがなぜか通じ合っている。

　席を外していたチャンが戻ってきて、腕まくりをして一人で機材を抱えている宇佐を見て仰天した。飛びかかるようにして機材を取り上げ、教室員全員に何事かをまくしたてた。宇佐には中国語なのでよく分からなかったが、チャンを見るなりわらわらと人が集まって、いかにも今まで手伝っていたという顔をしたあたり、彼らの意図が伺えた。

「すまなかった。君に組み立てさせるなんて！　ああ、服がこんなに汚れてしまった」

「構いません。続きをやります。でないと、いつになっても終わらない」

「じゃあ、私もやる」

「そう？　じゃ、これ、頼みます。僕が上を支えてるから、ほら、この印の付いているところで固定してください」

　宇佐は遠慮無くチャンを使った。教授であるチャンが日本人を手伝っていることに、教室員が動揺して、年かさの男が黙って宇佐を押しのけ、もう一人がチャンと交代した。

「悪かった……」

「気にしていません。トップが率先して実行することが大事です」

「ああ、ウサギはそういうタイプだな。木場先生とは違うのか」

「チャン先生のスタイルを崩して申し訳ありません」

「私も威張っているばかりではない。昔のように自分で実験をしている」

「そうですか。いいことですね」

　宇佐ははじめてチャンに笑いかけた。その笑顔にチャンがとらわれている間に、彼はそのまま教室員に混ざって一緒に組み立て作業を行った。







　張たち若手に誘われて石川が街へ夕食に出てしまったので、宇佐はホテルに戻って休むことにした。食事は後回しと思っていると、チャンから電話がかかってきて、既にロビーにいるという。

　構うなと言っても聞く相手ではない。昼間汚れてしまったシャツをランドリーサービスに頼んで、宇佐はロビーに下りていった。

「日本人の口に合う料理があるんだ。行こう！」

「食事だけ。割り勘。それなら行きます」

「……ウサギ。私に恥をかかせる気か？　せっかくの客人をもてなすくらいさせてくれ」

　そういって連れて行かれたのは、どう見ても住宅用のマンションだった。ホテル並みの広いエントランスにはゴージャスな装飾があちこちに施されている。

「……まさか、チャン先生の家じゃないでしょうね」

「チャン先生はやめてくれ。昔のようにトーマスと呼んで。さあ、入って」

「嫌です。家はだめだ。昔は昔。今はお互い研究者としてだけの関係です」

　宇佐はまっすぐチャンの目を見た。チャンの方が五センチほど背が高い。少し見上げる形になるのは以前と全く変わりない。どちらもが当時を思い出し、チャンは感慨深く宇佐を見て、宇佐は思い出を切り捨てた。

「ウサギのために料理を作ったんだ。たくさん。いっぱい。食べてくれよ」

「…………」

　宇佐は腹を括った。彼の家に入るのは危険だが、自己責任だ。いざとなれば突き飛ばしてでも逃げればいい。

　エレベータの中で、宇佐の機嫌をとるようにチャンは顔を覗き込んだ。

「そんな顔しないで」

「失礼。僕はいつでもこんな顔です」

　チャンの家は十五階で、このフロアには二軒しか入っていない。

「ウサギの家より小さいね」

「一軒家とは違うでしょう。充分な広さだ」

「うん、独りで暮らすにはこれくらい」

　昨年、メールで離婚報告があった。確か妻は外資化粧品会社で働いており、娘もイギリスに留学していたはずだが、あまり突っ込んで聞くとやぶへびになりそうだったので、宇佐はその話を避けようとした。

　夜景の広がるダイニングに案内されると、テーブルには可愛らしい花が置かれ、カトラリがセッティングされていた。

「座って。すぐに用意する」

　チャンは蝋燭を点けて、氷で満たされたワインクーラーからボトルを出した。

「僕が開けます」

「じゃ、お願い。料理もってくる」

　宇佐はワインをグラスに注ぎ、両手に皿を持ってバランスを取っているチャンを待った。

「こっち冷たい、こっち熱い料理」

「何これ」

「名前は分からない。でも美味しいはず」

　お洒落なのか何なのか、とりあえず、オードブル兼サラダなのだろう。上質の食器にざっくり盛られた野菜類は火が通され、ドレッシングがかかっていた。もう一つの皿はエビと何かの炒め物だ。

「うん、美味しい。ワインとよく合ってます」

「そう？　そう？　よかった！　私、上手になった？」

「ええ、とても。このドレッシングも作ったんですか。豆板醤かな、良い風味です」

　チャンは本当に嬉しそうな顔をした。

　チンゲンサイと人参、椎茸、ホタテを蒸したものと、鶏の白いスープは宇佐の好みの味だった。

「ウサギ、おいしい？　これ、好き？」

「スープ、生姜が利いててすごくおいしいです。昨日のホテルのものよりずっと。腕を上げましたね」

「あの頃、私、何もできなかった。ウサギが教えてくれたから、できるようになった」

　Ｌ医大解剖学教室では、昼食を皆で作っている。チャンが留学してきた頃はまだそうしてはいなかった。彼は一時、態度と性格の問題で孤立した上に、学食になかなか馴染まず、ストレスで身体を壊した。そんなチャンのために宇佐が作り始めたのが最初だ。Ｌ医大は総合大学に比べればはるかに小さなキャンパスだが、学食は教育棟と附属病院の間にあり、研究棟にある解剖学講座から遠いため、実験が乗っていたりすると行くのが面倒でカップラーメンなどで凌いでいることがよくあった。宇佐が作り始めると、萩田や安井も一緒になって自然に当番制になった。昼食であることと、仕事の合間の料理なので、凝ったものはできなかったが、チャンにとっては身体に優しい食事は何よりの薬になった。御礼に作ろうにも、料理人のいる家で育ったチャンは何もできなかった。それでも毎日、当番の横にいるうちに覚え、見よう見まねでチャレンジした。そうやって彼はようやく教室員に溶け込んだのだ。

「ごちそうさま。本当においしかった。ありがとうございました」

　宇佐は丁寧に礼を言った。チャンが一生懸命作ってくれたのがよく分かった。

「お茶とウイスキー、どっちがいい？」

「お茶を」

　ワインくらいならそれほどではないが、この上にアルコールを足すと本格的に酔ってしまう。宇佐は危険を回避したかった。

　リビングのソファに移動すると、紅茶に近い香りのあるお茶が出され、宇佐はリラックスした。

「このお茶もすごく味わいがありますね。うん、美味しい」

「よかった。きっとウサギが好きだと思った」

　本人は気づいていないが、チャンの位置から見ると、蝋燭だけの明かりが宇佐の目をきらめかせている。

　チャンはたった一年ほどのつき合いだったのに、ずっと宇佐が忘れられないでいる。留学した時、既に結婚しており、子どももいた。自分が男性に惹かれるなど思いも寄らなかった。帰国して妻子との生活に戻っても、いつも心の奥底に宇佐がいた。

　チャンが宇佐を見つめている。宇佐は彼の心の中が手に取るように分かったが、応えてやる気はなかった。

「……ウサギは、結婚した？」

「いいえ」

「そう……。ゴメンナサイ。どうしてもウサギのことを考えてしまう」

「考えるだけなら罪にはなりません。行動には出ないでください」

「わかっています」

　久遠とチャンは短絡的なところが似ている。だが、宇佐よりも三歳年上のチャンは大人で、うまくそれを隠すことができる。

　宇佐は小さく笑って、ソファの隣をぽんと叩いた。

　チャンも笑みを浮かべてそこに座り、並んで夜景を見た。




■■■




「うわー！　チャン教授って、こんな人なんだ！」

　石川からのメールを見た和久田が大声を上げた。

「どれどれ？　えっ、宇佐先生の隣の人？　うっそ。どう見ても俺らと同じか下手したら若いよね」

「こっちのまんまるい人じゃないんですか」

　大江と藤尾が口々に言う。

「いや、それはリー教授。チャン先生は右の人だって書いてありますよ」

「へえ。……あ、久遠先生、石川先生からメール！　見てみて！　チャン教授！」

　部屋に入るなり大江に呼ばれ、久遠もパソコンを覗き込んだ。

「うわっ！　えっ！　この人ですか？」

　思った以上にハンサムで宇佐よりも背が高い男がにこやかに写っていた。宇佐の隣りに。そこが久遠の気に入らなかった。

　和久田が心配そうに言っている。

「石川先生、自分で機材組み立てをしたって。大丈夫ですかね」

「うーん……まあ、彼のことだからすぐに仲良くなるんじゃないかな。宇佐先生の講義はどうだって？」

「ばっちり、盛況ですって。よかった」

「全部英語だもんね。すごいなあ……」

　そんな話に久遠は上の空の返事をするだけだった。チャンと宇佐が一緒に写っているだけなのに、嫉妬心でいっぱいになってしまった。

　宇佐の「考える」がどういうことなのか、分からない。どうすれば宇佐と離れずに済むのだろう。久遠は混乱するばかりだった。

　今夜は実家の「光が丘久遠クリニック」で宿直だ。久遠が臨床に携わるのはこの時だけだ。患者を診るのは苦手だが、宇佐は解剖学者であるとともに医師である限り、できるだけ生身の人間の診療を身につけるべきだといつも言う。久遠は最近になってやっとその意味がおぼろげに分かる気がしてきている。

　夕食のあと、ソファでテレビをぼんやり観ていたら、母が紅茶を持ってきた。

「明めい、どうしたの？　機嫌が悪そう。なにかあった？」

「いや、なにもないけど」

「そう？　何か悩み事じゃなあい？　彼女とケンカでもしたのかしら？」

　母は覗き込むように顔を見た。いつまで経っても彼女にとっては可愛い息子で、その観察眼は意外に鋭い。

「ああ、うん。ケンカ……っていうより別れ話かも。よくわかんない」

「あらあ、もしかして、振られちゃったの？」

「さあ、どうなんだろ」

　久遠は特に気にせず、それだけ言った。

「岬さん、また連れてきなさいよ」

「え、あ、岬さんは彼女じゃないって。仲はいいけど、友達」

「あら、そうだったの……」

　当直をしながら、久遠は宇佐のことばかり想っていた。

　今頃どうしているのだろう。講義はきっとうまく行くだろう。チャンと一緒なのだろうか。よりが戻ったりしていないだろうか。どうすれば別れないでいられるだろう。いつまでも自分を好きでいて欲しい……。

　ここまで考えて、はっとした。今までに一度も宇佐に好きだと言ってもらったことがない。好きだ、愛していると言い続けているのは自分だけだ。宇佐は自分のことが好きなのだろうか。

　ナースが眠れないと訴える老女に眠剤を出したいと言ってきた。久遠は病室に行き、老女の手を握って彼女の話を聞いてやった。二十歳で夫と出会ったこと、幸せな新婚時代、彼女がもっとも人を愛し、愛されていた時代の話を何度も繰り返しているうちに老女はすうっと寝入ってしまった。

　久遠は宇佐を愛している。愛されていると思っていたのは自分だけだったのだろうかと恐怖を覚えた。







　次の日、久遠が帰宅すると、リビングに女性が座っていた。

「こんばんは」と適当に挨拶して、自室へ行こうとすると、キッチンから母親がお茶を運んできた。

「あら、おかえりなさい。早かったのね」

　母は笑顔で友人の知人の娘だという女性を紹介した。

「倉田美和です。どうぞよろしく」

「久遠明くおんめいです」

　久遠は愛想笑いだけ返した。大きな目が印象的なしっかりした感じの女性だ。

　客人がいるのに部屋着でウロウロするわけにもいかず、久遠はジャケットとネクタイだけ外して夕食の席に着いた。

　父が医師会の会議に出ていたので、久遠と母、倉田の三人での夕食となった。

　倉田とは話が弾んだ。彼女は歯科医師で父親の診療室で働いているという。彼女は上手く話を振るので、久遠もつられて色々と喋った。久遠より二歳上だという倉田は、明るく、話題も豊富で、茶目っ気があり、退屈しない。

「あら、このソテーのソース、すごくなめらか！　ベースは何ですか？　生クリームにしてはさっぱりしてますね」

「これはね、コツがあるの…………」

　倉田は母とも話を合わせている。久遠は彼女を観察した。歯科医師だというだけあって、口元は整えられている。化粧は薄く、セミロングの黒髪はゆるやかに巻かれている。ピアスではなくイヤリング。ネックレスは小粒のダイヤ。爪は短くマニキュアはなし。清楚なワンピース。気取らず、時々くだけた話題。年下の久遠を「明めい先生」と呼ぶ。母の年代が「良家のお嬢さん」と思い描くそのままのスタイルだ。

　彼女が帰ると、久遠はようやく部屋着になって、ぐうたらとソファに寝そべった。

「お母さん、友達の知り合いの娘、って何？」

「ん？　ま、いいじゃない。あの方も彼氏がいないんですって」

「……あ、そういう意味ね」

　久遠は昨日の今日でもう彼女候補を連れてくる母の行動力に感心した。そういえば、兄二人もそれなりに彼女がいたが、結局結婚した相手は母が連れてきた女性だ。実際、兄嫁はどちらも母と仲が良く、いざこざを聞いたことがない。

　このまま彼女と付き合ってしまえば、宇佐の言った「考える」から逃れることができる。考えずにすむ……。しかしそれでは宇佐と別れることになる。いっそ、その方がいいのだろうか。いや、ひょっとしたら、宇佐は彼女と仲良くやってくれるかもしれない。宇佐が結婚すれば久遠と寝るのは妻に対しての裏切りだというなら、久遠が結婚して彼女と宇佐と三人で今まで通りというわけにはいかないだろうか。それならば宇佐は誰も裏切らないことになる。これこそが逆転の発想、画期的な考えだ！　久遠は本気でそう思った。

　倉田美和は二日後にまたやって来た。今度は自分で作った料理を持って。久遠が帰ると母と二人でキッチンに立って鍋を覗き込んでいた。

　彼女が本気なら、乗ってやるのも良いかもしれない、と考えた。







　講座ではいつも久遠が一番早く出勤する。教室の鍵を開け、コーヒーを淹れていると、次々にみんなが出勤してくる。

「おっはよー！」

「萩田先生！　おはようございます」

　薄茶のジャケットに水色のシャツ、パンツはオフホワイト。焦げ茶のコインシューズには本当にコインが入っている。

「うわ、相変わらずお洒落ですね。あれ、そのシャツ、同色の花柄刺繍ですか？　それ、地模様？　かっこいいですね」

「んふ。アナタのそういう目ざといところ、いいわね」

「どうもです。コーヒーどうぞ。ミルクたっぷり砂糖スプーン半分」

　萩田のマグカップに、彼の好みの量のミルクと砂糖を入れた。

「ありがと。実験、進んでる？」

「はい。いまちょっと見直してるんです」

「突き進んじゃうよりいいわね。じっくりやんなさい」

　萩田はそう言って、講義の用意をはじめた。

　萩田の講義を久遠は学生に混じって一番後ろの席で真面目に聴いていた。

　休み時間、学生が久遠に話しかけた。

「あの先生、オカマなんですか？」

「口調は柔らかいけれど、違います。すごく男前だよ」

「へえ、そうなんですか。久遠先生、なんで授業聞いてるんですか」

「僕は学生の時、超不真面目でね。授業サボりまくりでちゃんと出てなかった。萩田先生の授業ってこんなに分かりやすくて大事な内容なのにね。臨床でも脳に関してここまで細かくて分かりやすく教えてくれる授業って本当にないよ。今は非常勤で時々しかおいでにならないのが残念」

　年齢的にも近い存在の久遠の言葉は説得力があり、学生は神妙に肯いた。

　久遠はあらためて萩田の講義に深く聴き入っていた。この講義を学生時代にもっと真面目に受けていたら、もしかしたら臨床医になっていたかもしれない。いま、周りにいる学生とちょうど同じ頃、久遠はどの教科も落第点だった。特に解剖学の成績はひどく、それで再口頭試問、再試験、再実習を受けたのだ。それがなかったら今の自分はない。萩田が解説する内容をノートに取りながら、久遠は宇佐に想いを馳せた。本当にどうしようもない学生だった自分に勉強というものを教え、医師として臨床経験もさせ、解剖学へいざなったのは宇佐だ。同時に久遠はどんどん宇佐に惹かれ、宇佐も受け入れてくれた。二人で時間を過ごしてきたはずだったのに、何を「考える」のだろう……。

「アナタ、最後の方、上の空だったわね」

　講義の後片付けをしながら、萩田がちらりと久遠を見た。

「あ、いえ……すみません」

「いいわよ。もう学生じゃないんだし。アタシの内容がそれだけだったってコトで次に活かすわ」

「ああっ！　すみません、そんなつもりじゃ……！」

「分かってるわよ。どしたの？　悩み事？」言いながら、顔を近づけて小声で「ウサギちゃんと何かあった？」と尋ねた。

「う……」

「ふーん、淋しいだけなのかと思ってたら、ケンカしたんだ」

「いや、ケンカっていうか、なんて言うか」

「話したいなら聞くけど、どうせアナタの思慮が浅いのにウサギちゃんが怒ったくらいのものでしょ。犬も食わないわよ」

　図星でしょ、と萩田が笑った。

　久しぶりに萩田が加わった昼食は和久田が腕をふるった。

「ああ、美味しい。そういえば、このお昼をここで作るようになったのはチャンのためだったのよね……」

　萩田は皆に当時のことを話した。

「………………それで、チャンは自分が優秀だから留学してきたって顔してたけど、彼をここに受け入れたから、木場教授は上海の医学院の名誉教授だかなんだかの称号貰ったのよ。上層部の取引だったの。アタシ、あの性格はいまでも気に入らないけど、仕事は評価してる。実際、頭はいいのよ。今でも良い論文発表してるしね。そうそう、当時ってまだ筒井先生、ほら、今はＫ医大の。彼やほかの先生も居たころよ……」

「安井先生が、宇佐先生がチャン先生の面倒を見てらしたっておっしゃってました」

「うん、そう。今頃そのお返しをしてもらってんじゃない？」

「いやー、そうでもないみたいですよ」

　大江が言うと、和久田が子どものような口調で訴えた。

「萩田先生、聞いてくださいよー！　宇佐先生と石川先生、上海で機材組み立てやらされたんですよ」

「あら、そう。どうせウサギちゃん達がやらなきゃ、ずーっとそのままになって石川ちゃんが教えるどころじゃなかったのよ。機材なんてずっと前に送ってあったんでしょう？」

「ええ。……石川先生、大丈夫でしょうか。メールでは明るい感じなんですけど」

「なら大丈夫でしょ。彼のキャラなら向こうでもすぐに馴染むわよ。チャンをウサギちゃんが説得するだろうし」

「そうだといいんですけど。そういえば、チャン先生って俳優みたいですね」

「ああ……昔から見た目は良かったわね」

　大江が尋ねた。

「そういえば、安井先生もちょっと否定的な感じでしたけど、問題があったんですか」

「別に。アタシはキライだけど。仕事はできるし、頭良いし、いいんじゃないのぉ」

　萩田がこういう口調の時は、これ以上突っ込むなというサインだ。大江は聞くのをやめた。

　久遠はみんなにお茶を配りながら、自分には一通もメールを送ってこない宇佐を恨んだ。すると、白衣のポケットに入れっぱなしになっていた携帯電話がブーブーとバイブレーションでメールの着信を告げた。タイムリーに宇佐からかと期待して開くと、倉田だった。昨日、彼女が来た時に、外で夕食を一緒に、と約束したらしい。今日、最後の患者の予約がキャンセルになったので今夜はどうかというものだ。今週だけで三度も会うことになるが、今のところ実験が空白になっているので、定時に帰ることができる。久遠はＯＫと返信した。







　萩田は夕方まで教室に残り、和久田や他講座の医師達に研究指導をしたり、論文の下読みをしたりと以前のように働いていた。久遠はそれを手伝い、自分も色々と教えてもらった。

「大江ちゃんとゴハン行くけど、久遠君も一緒にどう？」

「あ、すみません。ちょっと別件があるんで、失礼します」

「あらそ、じゃ、またね」

　久遠は誘いを断って、倉田との待ち合わせ場所に向かった。

　車の久遠は倉田をピックアップして、女性の喜びそうな小洒落たレストランに連れて行った。

　倉田の話題は豊富で、小説などをほとんど読まない久遠にも話題の本の内容を楽しく話した。音楽も久遠がブリティッシュロックが好きだというと、即座に流行のバンドの曲が出てくる。嫌味な感じにさせないのがなかなか上手い。年上の余裕もあるのに、時々可愛い表情をする。

　自分が男と付き合っていると知ったら、この女性はどうするだろう。このまま黙って付き合って、結婚してしまおうか。いや、それではフェアではない。まずは宇佐を紹介して、友人として仲良くなってもらって……というわけにはいかないだろうか。食後のお茶を飲みながら、宇佐は彼女を見つめた。

「明めい先生、どうされました？」

「ああ、すみません。倉田先生って美人だなあと思って」

「いやだ。そんな顔じゃなかったですよ。考え事の顔。もしかして、お仕事お忙しかったんじゃないですか？　私、無理言っちゃったかしら？」

「いえ、仕事は大丈夫。倉田先生こそ、明日も診療でしょう」

「明日は休診日」

　小さく微笑んで、倉田は上品にティーカップを持った。

　レストランから少し離れた駐車場まで歩いていると、目の前の店から萩田と大江が出てきた。真正面のため、逃げようがなく、久遠はばつの悪い顔で頭を下げた。

「お、久遠先生、デートでしたか！」

　大江がニヤニヤ笑った。萩田は片眉を上げている。

「いや、そんなんじゃ……。えーと倉田先生、僕の同じ教室の大江准教授と萩田看護学校の校長、萩田先生」

「はじめまして、倉田と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　倉田は臆することなく落ち着いた様子で挨拶した。大江と萩田も軽く頭を下げた。

「いつの間に彼女つくったんだ？」

「違いますよお」

　久遠がぱたぱたと手を振る横に、倉田はしっかり寄り添って自分のポジションをアピールしている。

　冷やかす大江を不機嫌な顔で萩田が引っ張って去っていく。見送っている久遠の腕に倉田はそっと触れ、「私、明日は休診日なんです」と先ほどの台詞を繰り返した。

「あー！　なに、あのオンナ！　ああああ、イヤッ！」

「え？　なかなかの美人じゃないですか。感じもいいし」

「うわー、ヤダヤダ。大江ちゃん、わかんなかった？　あの子、一瞬にしてアタシを値踏みしたのよ！　上から下まで見たのよ！　ああ、イヤ！」

　じたばたと手を上下させて萩田が暴れるので、大江は笑いながら止めた。

「そうでした？　僕、全然わかりませんでした」

「大江ちゃんのことも見てた。頭下げながらね。したたかよ。久遠君ってよく遊んでたくせに、どうしていまごろああいう子に引っかかるのかしらねえ……」

「お年頃なんですよ」

　久遠は宇佐とは結婚できない。宇佐はともかく、久遠は世間でいう適齢期だ。かつて、萩田にも降るように縁談があった。萩田はゲイではないし、それなりに付き合った女性もいるが、独りで生きていくことを選んだ。おそらく、宇佐もそうだろう。だが、久遠は違う。あの両親なら適当な時期に適当な女性を妻として連れてくる。そして、久遠はそれに逆らえない、逆らわない。萩田は空を仰いだ。

「お年頃、ね」

　その久遠は、車に乗るなり倉田にキスされた。

「私はいやかしら？」

「いやじゃない、いやじゃないけど……！」

「付き合うなら身体の相性のいい人が良いの」




■■■




　上海に来て六日目はまるまる一日の休日だった。呼吸器外科の三園たちは昨日から小旅行に出ている。

　宇佐と石川は、チャンと張に案内されて観光に出発した。地元出身だという若い張はサービス精神が旺盛で、普通の観光客が見学できない場所まで裏から手配して、貴重な宝物や歴史建造物の内部まで入ることができた。

　昼食はチャンが、素晴らしく古びた素晴らしく美味しい店に連れて行き、張までも驚かせた。

　午後は、張が幼い頃から目を付けていたという古い仏教寺院へ向かった。ボロボロの寺院から、よぼよぼの僧侶が現れ、張は彼になにごとか熱心に交渉していた。僧侶が手招きするのでぞろぞろとついていくと、裏手の扉から石段を地下に降り、しばらく進むと土壁の中にミイラ化した即身仏が鎮座していた。

「やっぱり噂は本当だったんだ！　僕、ミイラのこと、子どもの頃に聞いたことがあったんです」

　張が目を輝かせた。

　四人とも解剖学者だ。建造物や教典よりも直にミイラを触れることに、予定の全てが吹き飛んだ。正規の手続きを踏まずこっそり見せて貰っている以上、さすがに医学院の研究施設へ運ぶことはできないので、その場でできる限りの観察をした。宇佐も石川も接写のできるデジカメだ。二台を駆使してあらゆる角度から写真を撮った。チャンも独自の視点からメモを取っている。

　気が付くと夕刻になっており、張は残りの観光ができなかったことを宇佐と石川に謝った。

「観光？　こんなに貴重な勉強をさせていただいたのに。張先生、ありがとうございます」

　宇佐はしっかり彼の手を握って感謝を伝えた。石川も興奮気味に同じく礼を述べた。

　夕食はまたチャンの担当で、今度は素晴らしく近代的で素晴らしく贅沢な店に案内し、上海の誇る夜景を見ながらの食事となった。

　自然と話題は今日のミイラになり、彼らは研究者の顔で意見交換をしているが、その間に石川が料理を「うまいうまい」とほめ、堅苦しくない楽しい食事になった。

　昨年結婚したばかりの石川はもうすぐ子どもが産まれる。恋女房の夢美も歯科医師で実家の歯科医院で勤務しているが、しょっちゅう解剖学教室に出入りして「むむちゃん」の愛称で呼ばれており、教室員とも仲が良い。

　そんなノロケ話とともに石川は、張に自分たちの教室では昼食を当番制で作っていると自慢した。信じられないと目を丸くする張と、別の意味でチャンは驚いたように宇佐を見た。宇佐は目だけで肯いた。

　ホテルに戻って、宇佐がメールチェックしていると、大江からメールがあった。これは定時報告みたいなもので教室に変わりがないこと、大学の通達事項などが記してあり、最後に「久遠先生のデート現場に遭遇しました！　とうとう本命の彼女出現のようです（笑）」と茶化してあった。

「……彼女」

　宇佐は思わず口に出して呟いた。

　大江は学生時代からの久遠を知っている。岬などの同級生や学内関係者なら名前が出るだろう。それがないということは大江の管轄外で、さらに彼は宇佐に対していい加減な冗談は決して言わないことから、この情報はかなりの信憑性がある……。そこまで考えて、宇佐はため息をついた。

　別れることも含めて今後を考えようと提案した数日の内にこの有様だ。久遠は自分しか見ていないと思っていた、そんな自分の方がバカだったということか。

　上海に来て忙しさにかまけて久遠のことを後回しにしていた。彼を忘れるわけがない。ここまで成長を見守ってきたのだ。やっと研究者として使い物になるようになってきた。あとはパートナーとして精神面で伸びるのを期待していたのに、あの考えだ。どうしたらあのような発想になるのか。

　だんだんむかついてきた時にインタフォンが鳴った。

　ドアの向こうに立っていたのはティーセットを持ったボーイだ。

「オーダーしていません」

「お届けするようにいわれました」

　軍人のように硬い表情のボーイが突っかかるような口調の英語で言った。

　見ると、カップが二つ。宇佐は苦笑した。

「オーダーした方をお連れしてください」

　本当に軍人上がりなのかもしれない、ボーイは敬礼するかのように肯き、かっちりとした仕草で回れ右をした。

「ちょうどお茶が欲しかった。ありがとうございます」

　宇佐は照れくさそうなチャンを招き入れた。

　自ら淹れた紅茶をチャンの前に置き、宇佐は自分にも注いだ。

　立ち上る香りのなかで、ふたりはなにも話さなかった。

　言葉に出さずとも、チャンの想いは宇佐に伝わっている。ただ、宇佐はそれに応えることはしない、それだけだ。久遠のように激しく荒々しくぶつかる勢いだけの想いではない。チャンのそれは、澄んだ水がゆったりと瀞とろとなって包み込むようなものだ。若い頃のチャンはもっと早瀬のように気持ちをぶつけてきた。宇佐も若かったから、それに身をもって応えたのだ。いまも宇佐が少し動けば流れが変わるだろう。しかし、そうしないのはチャンも分かっている。それが年を重ねたふたりの心の交歓だ。

　チャンがくすりと笑った。

「ティーンエイジャーに戻ったみたいだ」

「え？　ああ……」

　肉体的な欲求を奥に強く秘めたまま、プラトニックな関係でしかいられないこの状況を指している。

　久遠に女性が現れた、その情報に接して心の表面にさざ波が立った宇佐に、いまのチャンの想いは救いだった。彼を利用する気はないが、いま、この時間は心の平安に必要だった。

「今夜はチャン先生が来てくれてうれしかったです」

「先生はやめてくれよ、ウサギ」

「……ごめん」

「何があったの？　おかしいよ」

「言いたくありません。ただ、君がいてくれて良かった。おいしいお茶、本当にありがとうございました。ごちそうさま」

「ウサギ……」

　何か言いたげなチャンに無理矢理の握手をして、宇佐は彼をドアまで送った。







　明くる日はドクター向けの公開講義で、医学院の卒業生を含めた医師達が集まってきた。医学院の教授達も揃っており、チャンもいささか緊張した面もちで宇佐の講義を聞いていた。

　宇佐は日本語訛りのない美しい発音の英語で講義する。安井や萩田、大江と一緒にやって来た仕事、藤尾、和久田、石川の実験を久遠が作ったスライドショーで解説してゆく。主に顕微解剖学、脳神経学、発生の三つに主題を絞って話すのを、ドクター達がノートを取っている。

　講義を終えて頭を下げた宇佐に、大きな拍手が送られた。

「宇佐教授、素晴らしかったです！　飽きっぽいドクター達が集中していました。ちょっとでもダレると彼らはすぐに大声で喋ったりします」

　医学院の学長が挨拶に来て笑った。宇佐も他の教授からその話は聞いていたので、案外静かな今日の講義室に安堵と不安を覚えていたのだ。

「あまりにつまらなくて眠るしかなかったのではないでしょうか」

「わはは！　宇佐教授は冗談もお上手だ」

　学長らの否定が真実だと後ろからチャンが合図を送っていた。実際、呼吸器外科の三園教授の講義では、スライドが始まっているのにもかかわらず携帯電話の着信音があちこちで鳴り響き、遠慮無くそれに応え、メールも打ち……と、かなり騒がしかったのだ。

　実は宇佐の招聘はチャンが強く推薦して決まったものだ。医学院側は最新最先端の臨床講義を希望しており、基礎医学については消極的だった。それをゴリ押しに近い形でチャンが解剖学の必要性を説いたのだ。それゆえ、宇佐の今回の講義内容と聴講生の様子は医学院上層部に鮮烈な好印象を与え、チャンは面目躍如した。

　そんな話だったとは知らず、この日の午後も宇佐は解剖学研究室で石川とともに実験について張たち研究員に指導していた。研究員達も今までの学生講義や午前中の公開講義を聴講して、宇佐への態度を変えて積極的に教えを乞うていた。宇佐は自分が滞在しているうちにできるだけ彼らに実験方法を教えていくつもりだった。研究員がある程度、機器の操作や手順を覚えるとあとの実験がやりやすくなる。それは、一ヶ月間残る石川がスムーズに仕事を進められるようにという配慮だった。宇佐は、石川が疎外されることなく、研究者としてきちんと仕事ができるように、周りを固めるつもりだ。そのために、時間を惜しんで可能な限り研究室で過ごしている。また、その際に宇佐は石川を立てて彼がこの研究の第一人者であることを印象づけた。石川は精一杯のため余裕が無く、この宇佐の心くばりに気づいているのはチャンだけだった。

　放っておくと休憩なしで夜まで続けそうなので、チャンは宇佐を教授室に呼んだ。

「ウサギ、頑張りすぎ」

「……あ、失礼。本当だ、もう日が沈みそう。終業時間？　皆に悪いことしましたね」

「いや、まだ大丈夫です。ウサギは偉い。石川をバックアップしてる」

「偉くないし、バックアップは当たり前。チャン先生のスタッフと仲良くやってもらいたいだけです。石川のこと、よろしくお願いします」

「それは私が責任を持つ。……今日の夕食はどうするんだ？」

「しまった。学長のお誘い、断って悪かったかな？」

「疲れが出ているようだって言っておいた。気にするな。三園教授が出席される」

「よかった。ありがとうございます」

「うちに来ないか。私が作る」

「……いや、結構」

　宇佐の返事にチャンは少ししょんぼりした。

「そうだ、材料はありますか？」

「あ、ああ」

「じゃ、僕が作ります。キッチン借りて良いですか？」

「もちろん！」

　仕事をしっかり片づけてから、宇佐はチャンと一緒に帰った。

　キッチンで食材をざっと見た宇佐は、早速ワイシャツの袖を捲り上げた。チャンは落ち着かないのか、後ろでウロウロしている。

「ねえ、ウサギ、今も教室で昼ご飯作ってるって言ってたよね」

「はい。続いています。チャン先生のお陰です」

「あのとき、ウサギがご飯を作ってくれなかったら、私は逃げてたかもしれない……」

　中国に逃げ帰るのは恥以上の恥で、帰国してからの方が地獄だ。当時、チャンはストレスに押しつぶされそうなうえに、体調まで崩していたが、誰にも言えず突っ張って隠そうとしていた。

　それまでの彼の態度はあまりにも悪かった。優秀な研究者として日本に留学した誇りが傲慢さとなって現れ、指導しようとする安井や萩田らに生意気な態度をとり続けた。挙げ句、世話を任された宇佐が懸命にフォローしたにもかかわらず、チャンは宇佐にも暴言を吐いたのだ。さすがの宇佐も彼を突き放した。チャンは自分が招いた結果とは言え、孤立無援となったのだ。そんなチャンを宇佐は観察していた。宇佐も萩田ら教室員も、そしてチャン自身も医師だ。服用しなければならない薬と、本当に必要な薬は何かは分かっている。

　孤独にさいなまれ、考えに考えて、プライドを捨てて宇佐に謝った。宇佐に促され、他の教室員にも謝った。

チャンが頭を下げに行っている間に、宇佐は小さな土鍋に薄味の出汁を張り、うどんを煮込んだ。そして戻ってきた彼に食べさせたのだ。

「うどん、いまでも時々日本料理店に食べに行ってる」

「そうですか。さあ、できました」

　適当に野菜類を蒸したものと、酢豚もどきなどと、松の実やクコの入った卵のスープが並んだ。

「ああ、ウサギの味だ！」

「ちょっと隠し味。チャン先生はこの味付けがお好きでしたね」

「何度教えて貰っても、これだけはうまく行かない。ああ、懐かしい。美味しいよ」

　チャンは当時が思い出されるのか、一口ひとくちを惜しそうに味わった。

　食後のお茶はチャンが淹れ、先日のように並んでソファに座った。

「ウサギは椿を覚えてる？」

「椿……。さあ？」

「私が誰の言うことも聞かずに頑固だったときに、帰り道でウサギが椿の蕾を見せてくれた」

「そうでした？」

　宇佐は覚えていたが、あえて知らない振りをした。隣にいるチャンの体温がほのかに感じられる。

「冬の初めだった。ウサギがキレる前」

「……キレるなんて言葉、どこで覚えたんですか。最近の言葉でしょう」

「衛星放送とネット。私、日本語、上手になった？　ああ、椿。堅い堅い蕾をひとつ。ウサギが取ってくれた。ウサギはその一枚一枚を剥いで、見せてくれた。こうやって硬さを取っていけば、中には美しい花がありますって」

「……」

「本当に綺麗な、真っ白な花だった。私がプライドを剥いでいけばいい……そういう意味だった」

「トーマスはきちんと理解して、行動に移しました」

　宇佐はチャンの目を見て、ファーストネームで呼んだ。チャンが待ち望んだ瞬間だった。

「ウサギ……。ウサギがいたから今の私がある」

「それは大げさ」

　宇佐は芳しい香りのお茶をこくりと飲んだ。

　チャンといるこの時間はなかなか心地良い。日本に帰れば、またいつもの忙しい日々が待っている。久遠が待っているかどうかは謎だ。なんとなく、待っていないような気がする。彼はチャンのように忍耐強くはない。自分が久遠に求めるているのはそういう大人の部分だ。

「ウサギ？　この前からおかしいよ。なにか悩んでる？」

「いえ、もう、解決しました。トーマスのおかげです」

「……本当に？」

「ええ、本当に」

　ソファの上で宇佐はチャンの手に自分の手を重ねた。チャンは宇佐の肩に上体をあずけた。




■■■




　金曜の夜を倉田と過ごした久遠は、土曜も昼から彼女と逢った。

　積極的な倉田はランチを摂ったあと、また久遠をホテルに誘い、彼らは週末をともにした。

　女の身体は久しぶりだった。宇佐と付き合うようになってから抱くことはなかった。どこに触れてもやわらかく、どこに触れても吸い付くように久遠を受け入れる。宇佐に抱かれる快感とはまた違った悦楽に溺れそうになっている。このままでは本当に宇佐と別れることになるかもしれない。そうよぎるが、暗い思考より、目の前の愉悦の方が頭を使わなくて済む。毎日どうすればいいのか考えていた頭に、快楽の誘惑は魅力的だ。久遠は簡単に堕ちた。

「明先生、すごく上手……」

　息を弾ませて倉田が囁く。その唇を甘咬みして、久遠はただ笑うだけだった。

　身体は満足しているのに、何かが不足している。枯渇した土地が水を求めるように、久遠は倉田の上で動いた。倉田は細々と気の付く女だ。何かと久遠を気づかい、先回りして物事を運んでゆく。だから久遠は彼女といるととても気楽なのだ。自分はなにも考えなくてもいい。好きに振る舞っているだけでいいのだ。

　週が明けると大江が楽しそうに言った。

「やっと明日宇佐先生がお帰りだ！　空港の迎えは久遠先生が行ってくれるんだったよね？」

「えっ……あ、はい」

　そういえば、自分から宇佐を迎えに行くと志願したのだった。あの時は、十日間でも別れるのが嫌で、帰ってすぐの宇佐に逢いたいと思ったのだ。

　改めて久遠は自分の行動にぞっとした。

　仕事をしていても、頭に浮かぶのは宇佐のことばかりだ。ほんの十日足らずなのに、自分の環境変化はいったいなんなのか。

　宇佐と別れたいのか。宇佐が別れると言えばイエスと肯けるのか。いままでと同じように付き合っていけないだろうか。それよりも、倉田美和の存在は宇佐に絶対知られてはならない。

　久遠は頭を抱えた。が、学生が質問に来たり、書類仕事を片づけているうちに気が付くともう夕方になっていた。

「やば。俺、ホントにどうすんだよ……」

　携帯電話のメールをチェックすると、倉田から他愛もない内容のものが届いていた。彼女も診療で忙しいのに、マメにメールしてくる。そんなところを可愛いと思っている。

「俺……宇佐先生を裏切ってる……？」

　宇佐を愛している。少し怒られたくらいで別れるなどと思いもよらない。いくら考えても分からなかった。







　宇佐はまるで以前から医学院の教授だったかのように研究員に指導を続けた。医学院学長が覗きに来ても気が付かないほどだった。

「失礼しました。ご挨拶に伺わなければなりませんのに」

「いいえ、いいのです。宇佐教授がこのように教えてくださって私たちもうれしいです。ありがとうございます」

　学長は日本語で話し、宇佐に握手を求めた。今までにこの医学院を訪れたＬ医大のどの教授も講義を「してやっている」と態度を隠さず、夫人を連れて観光だショッピングだと案内をさせ、最高の食事を最高の店でと要求していたのだ。それに引き替え、宇佐は見下した様子もなく、気さくに自ら研究員の中に入って指導し、独身だというのに女の世話も求めない。

　あと二日、観光旅行を楽しむという三園たちと違って、今日が最終日だというのに、宇佐は医学院の宴会を断り、すっかりうち解けた教室員達と夕食をともにして今後の研究の話をするのだという。学長は、いつも仏頂面しか見たことがない教室員の随が嬉しげに報告してきたのに驚いたほどだ。チャンを呼んで記念品以外の贈り物には何がいいか尋ねたが、「宇佐教授はなにも求めておられません」と返され、ますます感心した。

　そんな調子で、夕食は気取らない日本の居酒屋のような店で皆とわいわい話しながらのものとなった。学長はこっそり覗きに行って、チャンに見つかってしまい、研究談義に加わった。普段は臨床家でもあり、学長という地位もあるため、このような雰囲気は若手の時代以来だ。今の中国は昔のように日本を目標にはしていない。近代化した病院もアメリカのようだ。だが、研究者の本質はどの国でも変わらない。最近の学生教育について、また、基礎医学について話は尽きない。

　宇佐が適当なところで引き上げようとするのを残念がったが、彼に若い研究者と話す良い機会だと言われ、そのまま店に残った。

　チャンは宇佐を送ると言い、ふたりで店をあとにした。

　ホテルのロビーでチャンは引き返さず、部屋の前までついてきた。

　宇佐はドアを開け、ちらりとチャンを見た。

　初デートの少年のように、チャンは戸惑った顔をしている。

　宇佐がゆっくりと部屋に入ると、チャンも同じようにした。

　バッグを放り出し、背広を脱いでブラシを掛けてクロゼットに仕舞う。初日と同じ行動を宇佐は繰り返した。チャンにあのときの強気はなく、ただ見ているだけだ。

「いろいろお世話になりました。ありがとうございます」

「いや、私はなにもしていないよ。宇佐はたくさん働いた」

　チャンの表情に、宇佐は自分の優位を確信した。

「トーマス」

　宇佐はチャンを抱き寄せて、唇を重ねた。

　チャンの腕を封じ、彼から抱きつく事を許さず、深く舌を絡ませ合った。

　ぐったりと力が抜けたチャンを解放し、宇佐はにっこりと微笑んだ。

「満足しましたか？　これ以上はできません」

「……ウサギ……」

　今度はチャンが宇佐を抱きしめ、何度も何度も口づけを交わした。

　込められた宇佐の気持ちを感じ取り、チャンは永年の想いを昇華させ、肌を合わせずともそれで別れを納得した。

　翌日、チャンは空港へ見送りに行かなかった。







　朝食の時、久遠の母が何気ない様子で尋ねた。

「明、倉田さんとは連絡とってる？　メールとか」

「え……まあ、うん」

「お付き合いする？」

「んー……」

　お付き合いもなにも、もう既に寝ているとは言えず、久遠はコーヒーを飲んでごまかした。

「週末でもお食事に誘ったらどうかしら」

「さあ、考えとく。今日、宇佐先生が戻ってくるから、仕事どうなるか分かんないし」

「そう……」

　母は何か言いたげだったが、久遠はごちそうさま、と合掌して席を立った。

　空港まで車を走らせた。まだ到着時刻まで一時間以上あるのに、早く宇佐の顔が見たくてロビーで待つことにした。

　どうこう言っても、やはり宇佐が帰ってくるのは嬉しい。早く逢いたい。恋しい。宇佐は自分を見て、照れを隠した無表情で「ただいま」と言う。きっと車に乗ったら手を握る。大学に直行して、大江達を労って、教授会に報告して、帰りは一緒だ。宇佐の家で抱き合って、キスして、ベッドにもぐりこむ。絶対そうだ。行く前の話なんて出ない。あれはもう過去のことだ。絶対に宇佐は自分を抱く。早く抱かれたい。どうせなら、大学に帰る前にどこかホテルに寄ってもいい。宇佐もきっと自分が欲しいはずだ……。

　久遠はそんなことを思い浮かべていた。気が付くと宇佐が乗っている便の到着アナウンスが流れていた。

　ゲートから出てくる宇佐が一番に気が付くように、久遠は大きく手を振った。

「宇佐先生！　お帰りなさい！」

「ただいま帰りました。迎え、ありがとうございます」

　素っ気ない他人行儀の口調に笑顔はない。

「なんだか大きな荷物ですね」

　出発時とはかなり違う大荷物をカートに積んでいる。掛け軸だの記念品だのと医学院側が用意しまくったのだ。土産物も最小限にしていると、学長が気を回して教室員にと名産品などをどっさりと持たされてしまった。

　屈託のない笑顔で、久遠がカート押しを交代した。

　宇佐には久遠の纏う空気に僅かの緊張感が含まれているのが伝わっていた。僅か十日で彼の考えが根本から変わることは期待していないが、少しでも成長してくれることを望んでいた。しかし、彼のこの様子は何かを隠そうとしている。やはり、女性に心が動いているのだろうか……。

　久遠の車に乗っても、宇佐は無言のままだった。久遠は思いきって宇佐の手に触れてみたが、彼から握り返されることはなかった。

「先生……」

「あとで話しましょう。いまは先に大学へ」

　それだけ言うと、疲れているのか宇佐は目を閉じてしまった。

　大学へ戻って教室に入ると、大江がホッとした顔で迎えた。藤尾や和久田も口々に「お帰りなさい！」と駆け寄ってきた。

　上海での様子は毎日のメールで宇佐よりも石川が臨場感たっぷりに詳しく報告しているため、あえて語らなくても皆はよく分かっていた。

「これ、全部、あっちの大学から。皆で分けてください」

「ええっ！　こんなに？　うわ、なんか色々入ってますよ」

　和久田が土産物の荷物を見て驚いている。

「お疲れさまです」

　留守を預けていた大江が教授室に入ってきた。

　宇佐はもう何かのデータをプリントアウトしている。

「宇佐先生、もしかして出張報告書、もう書いちゃったんですか？」

「ええ、向こうで適当に。これも総務課にオンラインで送れたらいいのに。いちいちプリントしなければならないなんて紙の無駄ですね」

「そうですね。他の先生は一ヶ月経っても提出なさらないって総務の人が愚痴ってましたけど、帰国早々ってのもすごいです」

「日にちが経つと忘れます。というより、面倒です」

「あはは、宇佐先生らしい。改めて、お帰りなさい。ご無事で何よりです」

「ありがとうございます。留守をして申し訳ありませんでした」

　宇佐と大江には深い信頼がある。これ以上なにも言わなくても必要なことは伝わっていた。細々としたことだけ報告しあい、あとは通常業務が待っている。宇佐は定時までいつもと変わりなく仕事をした。




■■■




　ハウスキーパーが来ているせいか、換気されており、宇佐の家に留守中の澱んだ空気はなかった。土産物を全部大学に置いてきたので、行きと同じ小さなスーツケースだけだ。久遠は宇佐に持たせず自分が運ぶと言い張った。

「先生、おかえりなさーい！」

　玄関先で抱きつこうとした久遠を宇佐はかわした。

「あれ……ダメですか」

「上がりなさい」

　宇佐はさっさとスーツケースを持って廊下を進んでいく。彼が着替えてくる間、久遠はリビングのソファに座った。

　何事もなかったかのように甘えてみれば、案外そのままうまく行くのではないかと思ったのだが、やはり宇佐はそんなに簡単ではなかった。自分がバカだったのは分かっている。ちゃんと謝れば宇佐は怒りを解いてくれるはずだ。久遠がそう思った時、携帯電話の着メロが鳴った。表示は倉田だ。

「はい」

「あ、明先生！　こんばんは。明先生は南国フルーツ、お好きですか？」

「え？」

「患者さんからパパイヤやマンゴーとかパインとかいっぱいいただいちゃったんです。お好きならお届けしようかと思って。お顔も見たいし」

　うふ、と語尾が笑っている。

「すみません、今日はまだ都合が……」

「そう？　じゃあ、お宅にお届けしておきますね」

「あ、どうも」

「明日は？　お食事いかがかしら」

「うーん、まだ、仕事の予定がわからなくて」

「じゃあ、また連絡下さいね、待ってますから」

　積極的な彼女に対してぼそぼそと話していたが、宇佐はいつの間にかリビングに戻ってきていた。

「うわっ！　先生！　……聞いてました？」

「そんな不作法はしません」

「……すみません」

　宇佐は向かい合わせに座った。

「先生、ごめんなさい」

「……」

「俺、先生が好きです。どう言ったらいいのかずっと考えてたんですけど、好きって気持ち、言葉なんかにできないです。愛してるって何度言っても足りないです」

「気持ちは嬉しいです。でも、それを考えないと、いつかお互いが、また、他の人が傷つくことになります」

「はあ」

「好きだ、愛してる、それだけでいいのは最初だけです。僕と君はそういう時期を過ぎていると思いませんか」

　そんななかに結婚問題を持ち出した。それがいけなかったのは分かる。

「ねえ、先生。先生が結婚しなくても、将来、俺が結婚して、その相手と先生が仲良くなってくれたらいいんじゃないかとも思うんですけど……」

　おずおずと、しかし、悪びれずに言う久遠に、さすがの宇佐も開いた口がふさがらなかった。

「考えてたどり着いた結果がそれですか」

「はあ……」

「それなら、話は簡単です。今後一切、仕事以外のつき合いはなしにしましょう」

「えっ！　……えっ？　それって、別れるって事ですか」

「そうです。ただ、仕事は別です。それは切り離してください。君の考えとは相容れないものがあります」

　出ていけ、と扉を示されて、反論ができないまま久遠は追い出された。

　言うに事欠いて、なにが結婚相手と仲良くなれだ。宇佐は珍しくクッションを殴った。







　ここ十日ほど、宇佐と久遠の間にぎこちない時間が流れている。

　今まで通り、仕事の時にはよく話し合い、昼食も皆と一緒に摂っている。そこは全く変わらない。宇佐のポーカーフェイスは相当なもので、微塵も態度に出さないため、久遠もうまく合わせていられる。

　久遠は引きずられるように倉田美和と逢っていた。

　時折、ふたりきりになった時、久遠は何とも言えない目で宇佐を見つめる。しかし、以前のように話しかけることは許されていない。

　気の抜けたような久遠に比べ、宇佐はむしろエネルギッシュに仕事をこなしていた。

　そんなある日、大江が教授室にやってきた。

「宇佐先生、ちょっといいですか」

「はい、どうぞ」

「久遠先生のことなんですけど」

「どうしました？」

「彼女ができて仕方ないんだと思うんですけど、ここんとこちょっとおかしくないですか。以前の明るさが全くなくなっちゃって、なんかぼんやりしてたり、泣きそうな顔してたり。まだ仮面うつまではいかないと思いますけどね」

　双極性障害の安井講師を長年相手にしているだけあって、大江のみならず教室員はやたらと精神医学に詳しい。

「ケンカでもしたんじゃないですか」

「うーん……まあ、そうかもしれませんね。思い過ごしかなあ。今日は特に朝からなんとなく変な感じがして気になるんですよね」

「仕事はちゃんとしているようですが」

「いや、結構上の空なんですよ。データ入力してるんですけど、珍しく何度もミスしてエラー音鳴りっぱなしで……。ああ、そうか。エラー出まくってるのにイライラしてる様子ではないから余計に変な感じなんですよ」

　大江は准教授として教室員をよく見ている。

「ちょっと前までなら、こういう時、彼は宇佐先生に悩み相談とかしてたでしょう？　何にも言ってきませんか」

「ええ」

「んー、なら大丈夫ですかね。彼は誰よりも宇佐先生！だから、言ってこないなら大丈夫ですよね」

「さあ、どうでしょう。僕に言いにくい内容かもしれません」

「あははは、彼に先生への隠し事なんてないでしょう。ま、もう少し様子を見てみます」

　大江はまだ少し首を捻りながら出ていった。

　宇佐は大江の観察眼にため息をついた。彼は本当によく見て気を配る。ひょっとしたら自分と久遠の関係も知っているのではないだろうかとも思うほどだ。久遠の様子は宇佐も気になっていた。三日ほど前から明らかにおかしいのだが、宇佐にはもう関係ない。







　宇佐に突き放された久遠の空虚な部分にこれ幸いと倉田は入り込んだ。マメにメールを送り、年上の落ち着きと女性の愛らしさを久遠に見せ続ける。

　久遠がぼんやりしながら朝食のサラダをつついていると、母親が言い出した。

「明、お話進めても構わないわよね？」

「ん？　何の話」

「倉田さん。あちらのお宅も乗り気でらっしゃるの。お父さんもお兄ちゃん達も明が良いなら良いっていってるのよ」

「あー……うん……。よく分かんない。悪い人じゃないとは思う」

「嫌ならいいのよ？」

　母は押しつけるようでもなく、本当に嫌ならやめてもいいと言った。

「婚約だけして、しばらく考えるもいいと思うの。明や美和さんが嫌になったらそこでお断りしても構わないってしておくのはどうかしら」

「……それならいい……かな……」

　このところ思考がほとんど停止している久遠は、あまり深く考えずに返事した。しばらくして気が付いた時には、倉田が婚約者というポジションに納まっていたのだ。この状況は宇佐に申し開きはできない。久遠はどんどん追いつめられていった。

　今期、学会座長やレセプションが重なるのと気分を変えるために、宇佐はスーツを新調することにした。

　休日、百貨店の紳士服売り場で採寸し、ついでにワイシャツもオーダーしていた。

「あらあ！　宇佐先生」

　隣の外商サロンへ入ろうとしていた久遠の母だった。

「お久しぶりでございます。明がお世話になっております」

「こちらこそ」

　久遠の母の横で若い女性が一緒に会釈していた。

「宇佐先生、こちら、倉田さん。このたび明と婚約が整いましたの」

「はじめまして、倉田美和でございます。今後ともよろしくお願いいたします」

　すかさず倉田が挨拶した。宇佐はなんとか平常心を保った。

「そうでしたか。おめでとうございます」

「まだお式の予定は決まってないんです。先に婚約だけと思いまして。ああ、よかった、ここで宇佐先生にお会いできて！　また改めてご挨拶に伺いますわ」

　久遠の母は上機嫌だった。倉田は笑みを絶やさないよう口角を上げている。しかし、目はしっかりと宇佐を見据えていた。

　この女は信用ならない、と宇佐の頭で警報が鳴っていた。彼女はともかく、久遠は本当に彼女のことが好きなのだろうか。彼がそんなに切り替えの早い人間ではないことは誰よりも宇佐が知っている。なるほど、ここしばらくの久遠の様子はこのせいだったのかと宇佐は腑に落ちた。







　なんとしてでも隠し通さなければならない。宇佐に婚約したことがばれたらもう二度と口をきいてもらえない。たとえ仕事上のことでもきっと宇佐は話しかけてくれなくなるだろう。教室のみんなで和気藹々と昼食をとることもなくなるかもしれない。いっそ大学を辞めようか。だが、辞めると宇佐に会えない。口をきいてもらえなくても姿を見て顔を見られるだけでもいい。少しでもそばにいたい……。

　久遠は宇佐に別れを告げられた時より混乱していた。もう頭にはなにも浮かばず、気分が優れなかった。

　なんとか毎日の仕事だけはこなしていたが、宇佐に会えるのがうれしいのに、実際姿を見るとびくびくしてしまう。食事はしているものの何を食べているか味も分からず、量も半分以下だった。

　そんな久遠を大江が心配して話を聞こうと誘ったが、力無く頭を振るだけだ。

　この数日、久遠が毎朝淹れるコーヒーがやけに濃く苦かったり、薄すぎたりが続いている。見かねた和久田が彼の肩を叩いた。

「久遠先生、ちょっと休んでなよ。今日は俺が昼食当番やるからさ。なに食べたい？　作ってやるよ？」

「あ……すみません……。ちょっと図書館に行ってきます……」

　昼食のリクエストもせずに久遠はふらふらと教室を出て行った。藤尾と和久田が顔を見合わせた。

「どうしたんでしょうね」

「さあ。この頃調子悪そうだねえ」

「あ、さっき電話あって、萩田先生、午後ギリギリになるって。どうしましょう一応、一人分余分に作った方がいいですよね」

「そうですね。多分、食べる間無くて飛んで来られると思うから、おにぎりにでもしておこうか」

　言いながら二人は仕事に取りかかった。

　図書館は教育棟にある。解剖学教室のある研究棟からは三階、五階にある渡り廊下を通って行く。久遠は五階の渡り廊下の窓から中庭を眺めている。宇佐は教授室の窓からその様子を見ていた。遠目からでも久遠のしょんぼりした姿が見て取れる。彼は婚約を後悔しているのだろうか。少なくとも嬉しそうには見えない。ここで自分が声を掛けてやれば、久遠は戻ってくるだろうか。彼のことだ、簡単に戻ってくるだろう。では彼女はどうなる？　婚約破棄された女性はそのレッテルを貼られたままになってしまう。彼女の第一印象は気にくわないが、久遠家に嫁ごうというくらいだから、きっと家柄も良いのだろう。なにも悪くない女性を傷つけて、婚約者を奪い取ることは宇佐にはできない。宇佐がどんなに久遠を愛していてもだ。

「久遠君！　どうしたのぉ？」

　廊下でぼんやりする久遠に同級生で細菌学教室助教の岬が声を掛けた。

「……あ、岬さん……」

「うわっ、二日酔い？　顔色悪いよ」

「ちがう……ちょっと……」

「わわわわ、どうしたのどうしたの！」

　久遠には何か表情を浮かべる余裕がなかった。

「久遠君、歩ける？　こっちきて」

　岬は引き返して久遠を細菌学教室の準備室に連れて行った。

「ここなら誰も来ないから。ちょっとまってて、飲み物持ってくる」

　ぼんやりした久遠を座らせて、岬はマグカップを運んできた。

「とっておきのミルクココア、どうぞ。超甘いけど、落ち着くから」

　勧められるままに一口飲んだが、久遠はなにも反応しなかった。

「……もしかして、味、わかんない？」

　肯く久遠に、岬は少なからずショックを受けた。久遠とは長いつきあいだ。そのなかでここまで落ち込んでいる彼はいなかった。味覚異常まで起こしているとなると相当だ。唇も乾いてひび割れている。この状態ではおそらく食欲もなく栄養が充分にとれていないのだろう。

「ねえ、話して。いま、話したくないのはわかるけど、吐き出しちゃわなきゃ、久遠君壊れちゃうよ。カウンセリングなんてしない。ただ聞くだけにするし、誰にも言わないから、ね？」

「……ごめん……いま、何にも考えられないんだ……。ホント、ごめん」

「ああ、謝らないで！　久遠君ちっとも悪くない。頭がうまくまわんないんだね。うん、とにかく、このココア飲もう！　血糖値上げよう！　味無くても薬だと思って飲んで」

　いつも岬を励ますのは久遠の役目だが、今日は反対だ。岬は久遠と手を繋いだ。静かにそうしていると、久遠の顔に少し表情が戻ってきた。

「岬さん、ありがとう」

「気にしないで。話したい時、いつでも言ってね」







　この日の午後は学生の講義に非常勤講師の萩田が来た。

　授業開始時間十分前に駆け込んできて、資料の準備をする。

「あら、今日は久遠君いないの？　じゃ、和久田ちゃん悪いけど出席取り手伝ってくれる？」

「はい。先生、昼飯、どうされます？　先生の分、取ってありますけど」

「きゃー！　ありがと！　そうなのよ。食べてないの。夕方までお預けにして。講義終わったらいただくわ」

　言いながら白衣を羽織り、萩田は和久田を連れて講義へ向かった。

　一回が九十分の講義を二回行う。途中の休憩時間に一旦、萩田は研究室に戻ってきた。

　ちょうど会議に出ていた宇佐も戻ってきたところで、皆でコーヒータイムとなった。久遠も研究室の隅にぼんやりと座っている。

「ウサギちゃん、上海どうだった？　面白かった？」

「そうですね、活気があって近代的でアメリカナイズされてて……昔の中国のイメージでは全くないですね。ごった煮の地方都市みたいです。臨床もそうですけど、基礎も日本を手本にという感覚はもう失せているようです。利用してやろうという感じを受けました」

「あら、えらく辛辣ね」

「いえ、そんなつもりは。研究者達はレベルも向上していますから、論文力が上がればもっと伸びてくると思います」

「ふーん……。チャン、生きてた？」

「生きてましたよ、相変わらずです」

「ふん、あの男は殺しても死なないわね」

　久遠はチャンという名前に反応した。宇佐はもしかして彼とよりを戻したから自分をお払い箱にしたのではないだろうか。胸の中がどす黒く渦巻き、吐き気がした。

「あらやだ、ちょっと、久遠君、なにその顔色！　吐きそう？　大丈夫？　ウサギちゃん、教授室のソファ、貸して！」

　久遠は大丈夫だと見栄を張れる状態ではなかった。嘔吐感はあるのに、吐けない気持ち悪さで頭がくらくらした。

　和久田と藤尾に両脇を支えられ、教授室のソファに寝かされた。なんだかんだといっても全員が医師だ。寄ってたかって脈と血圧を測られて、色気のないバケツが横に置かれ、吐きたいなら吐けと濡れタオルを渡された。

「えらく調子悪そうね。あら、もうこんな時間、行かなきゃ」

　萩田は言うだけ言うと、残りの講義に出かけた。

　大江が体温計を見て「熱はないね」と安堵した。

「すみません……」

「何か飲む？　飲めないなら輸液しようか？」

　久遠は小さく首を振った。宇佐が命令するように言った。

「とにかく、眠りなさい。夜もロクに寝てない顔だ。大江先生、病棟行ってマイナートランキライザーをなんでもいいから分けて貰ってきてくれませんか」

「はい、了解。誰か捕まえます」

　カルテを出して誰かに処方箋を書いて貰って、薬局を通すとなると時間がかかりすぎる。安定剤くらいならドクターの誰かがちょろまかして持っている。そのあたりは宇佐も大江も充分に知っていた。

　ぐったりしたまま久遠はそれを聞いていた。

　ふっと部屋が暗くなった。宇佐が照明を消してブラインドを下ろしたのだ。

「……先生、ごめんなさい」

　それだけ言うと、涙が止まらなかった。

　宇佐はティッシュの箱を目の前に置いた。

　五分も経たない間に、大江が戻ってきた。

「そこで精神科の同級生とパッタリ会って。ポケットのリーゼ奪ってきました」

「ああ、それくらいならちょうど良いでしょう。ありがとうございます」

「いえいえ。ほら、久遠君、飲んで。ちょっと眠ったらいいよ」

　大江は涙を流している久遠にそのわけを聞かず、優しく接した。

　宇佐は黙ってデスクに座り、論文発表の資料を読んでいた。久遠が眠ってしまったのを確認すると、そっと髪を撫でてやった。

　バイブレーターの音がする。見ると、久遠の白衣のポケットから携帯電話が落ちそうになっていた。ディスプレイの表示は「倉田美和」だ。宇佐は邪魔にならないように携帯電話をクッションの上に置いた。







　講義が終わった萩田が引き上げてきた。

「お疲れさまですー。おにぎりどうぞ」

　すかさず藤尾が差し出した。

「ありがと。助かるわ。もうお腹ぺっこぺこ。いただきます。……ねえ、久遠君、どうなった？」

「あ、薬飲んで隣でまだ寝てます。なんかここしばらく様子がおかしかったんですよ」

「ふーん、そう。脳天気なあの子にしては珍しいわね」

　萩田はそういえば、先日の講義の時も妙な顔をしていたと思い出した。あの時は宇佐とケンカをしたのだと思っていたが、事態は深刻だったのだろうか。だとしたら、原因はひとつだ。

　大江と萩田が教授室に行くと、宇佐がデスクランプだけで仕事をしていた。

「この子、どう？」

「薬が効いて落ち着いたようです」

「彼女ができたのがストレスだったのかしら？」

「さあ、どうでしょう」

　萩田と大江は空いているところに座った。

　ぼそぼそとした話し声がぼんやりと久遠の耳に届いた。やけに心が平らになって、気分の悪さがましになっている。

「婚約したそうですよ」

　宇佐がさらりと言った。

　久遠はぎょっとして身を堅くした。なぜ宇佐が知っているのだろう。

「えっ！　ウソ！　もしかして、あの子と？」

「あの子がどの子か分かりませんが、多分」

「良かったじゃないですか。ラブラブっぽかったし」

「良くないわよ！　大江ちゃん、アナタの奥さんがとっても素敵な人でよかったわね。あんな子と違って」

　大江に萩田が噛みついた。

「あー、お嬢さんって感じの人だったから、久遠先生の方がマリッジブルーになっちゃったんですかね」

「あんな子と付き合ったら、ブルーにもなるわよ」

　どうやら、萩田は倉田が嫌いらしい。久遠は回らない頭で思い出そうとした。萩田と大江と会ったのは一回きりのはずだ。それでこの両者の倉田に対する印象の違いは何だろう。

「ウサギちゃんは彼女と会ったことある？」

「ええ、一度だけ」

「嫌な女だったでしょう」

「ええ、きれいなお嬢さんでしょう？」

「大江ちゃん、アナタは黙ってて。ウサギちゃん、あの子、アタシを値踏みしたのよ！」

「……ああ、なるほど」

　宇佐は思わず相づちを打った。宇佐のカンに障ったのはそれだ。彼女はにっこりと微笑んで上品に挨拶しながら、目は一瞬にして上から下まで宇佐をなぞるように見たのだ。

「えっ？　宇佐先生も萩田先生派ですか？　あれえ、僕がおかしいのかなあ」

「大江先生は気にしないでいいんじゃないですか。ああ、まだ式などの詳細は決まってないそうですから、他の先生にはまだ……」

「分かりました。まあ、久遠君にとってはストレスの多いことだったんですね。まあ、原因がわかってよかった。じゃ、僕はお先に失礼します」

　大江が久遠を覗き込んだので、彼は慌てて眠っている振りをした。それにしても、なぜ宇佐は婚約のことを知っているのだろう。いつ倉田に会ったのだろう……。

「ちょっと、アナタ、起きなさいよ。寝たふりなんてアタシには通用しないわよ。なに聞き耳たててんのよ」

　萩田がぺしっと久遠の頭をはたいた。

「すみません……でも、起きあがれません……」

「じゃ、寝っ転がったまんまでいいわよ」

　久遠はそのままで宇佐を見た。宇佐は無表情だった。

「アナタ、本当にあの子と結婚するつもりなの？」

「いや……あの……気が付いたらなぜか話が進んで……」

「バッカじゃないの！」

「はあ」

「ウサギちゃんは本当にいいの？　久遠君と別れられるの？　構わないの？」

「今更どうにもできないでしょう」

「あら、じゃ、未練はあるんだ」

　萩田がにやっと笑って久遠を見た。久遠は救われた気持ちになった。宇佐の今の発言は、完全に自分を拒否したものではない。それくらいは分かる。

「結婚する人に未練を残しても仕方ありません」

「まあね。あの子はキライだけど、傷つけるわけにはいかないものね」

　萩田の考えは宇佐と同じだった。

　咬んで含めるように萩田に説明されて、はじめて久遠は自分から破談にすることができない理由がわかった。

「久遠君がこんなになっちゃうってことは、ウサギちゃんが怒ったんでしょ。もう結婚は仕方ないんだから、恋愛関係はなしで、仕事仲間としてつきあっていくしかないわね。久遠君、それで納得なさい」

「……いやです……」

「おバカさんね。仕方ないじゃない。世間にカムアウトする気なんてないでしょ。ウサギちゃんの地位考えたら、この大学でそんなことするのは馬鹿げてる。ゲイを公表して世間と戦うのは、戦える人に任せればいいの。静かに知らない振りして生きていく方がいい人生だってあるの。アタシはゲイじゃないけど、それくらいは分かる」

「もう僕とのことは忘れなさい。君は結婚して、家庭を持つんだ」

　二人に言われ、久遠はただ「イヤです」としか返せなかった。




■■■




　次の日の朝、久遠がコーヒーを淹れていると大江が出勤してきた。

「おはよう。あ、今日はちょっと顔色がマシだね。大丈夫か？」

「おはようございます。すみません、ご心配掛けちゃって。実家で安定剤出しました」

「そう、よかった。まあ、無理せず」大江は声をひそめて続けた。「結婚なんてしちゃえば楽になるよ。嫁さんの好きにさせときゃうまく行くから」

「はあ、そういうものですか」

　大江は笑って久遠の肩をぽんと叩いた。

　宇佐が出勤してきたので、久遠は教授室にコーヒーを運んだ。

「おはようございます。昨日はすみませんでした」

「おはようございます。薬は飲みましたか」

「はい」

「しばらく続けた方が良さそうですね」

　宇佐はデスクに付くと、いただきます、とマグカップを持ち上げた。

「あの……」

　久遠は小さな声で言ったが、続けて何を言いたいかが分からなかった。

「なんですか」

「……あの。……いえ、……あの……」

　しどろもどろの久遠を宇佐はちらりと見ただけで、パソコンで学内メールチェックをしながらコーヒーを飲んだ。

　宇佐もずっと考えていた。チャンのように久遠を置き去りにすることはできそうにない。割り切らなければと自分に言い聞かせ続けていた。

　宇佐は病人に弱い。病んだ人間にはとことん優しくなってしまうのが宇佐だ。自分でもそれが分かっているから、必要以上に自制している。臨床家にならなかったのもそのせいだ。患者に入れ込んでしまうのだ。久遠の場合は自業自得とはいえ、原因のひとつは自分だ。そう思うと、つい心が動いてしまう。それに愛が加わっているだけに始末が悪い。

　久遠はまだ言葉を探して突っ立っている。

　宇佐がパソコンのディスプレイを見たまま、言った。

「いっそ、駆け落ちでもしますか」

「……は？」

「聞こえませんでしたか」

「いえっ！　聞こえましたっ！　……えっ！　ええ？」

　宇佐は久遠と目を合わせた。

　せっかく宇佐が自分を見てくれているのに、久遠の視界はぶわぶわとにじんで宇佐の顔が分からなくなっていく。白衣の袖で拭っても拭っても宇佐が見えない。

「ま、実際にはしませんが。それくらいの気分でいたほうがお互いに楽でしょう」

　宇佐の心を直に感じて、久遠は何度も肯いた。

　そこへノックの音がした。

「失礼します。細菌の岬です。こちらに久遠先生がいらっしゃると……」

　岬がひょこっと顔を覗かせた。

「あらららら、久遠君！」

　ぼとぼとと涙をこぼしている久遠に、岬は宇佐に目で説明を求めた。

「昨日、様子がおかしかったら心配してたんですけど……。涙腺壊れちゃったみたいですね」

「泣けばすっきりしますよ」

「そうですね……。何かストレスあったんでしょうね」

　岬は久遠に近づき、ハンカチを差し出した。

「久遠君、大丈夫？　これ使って。……あれ？　う、宇佐先生、大変！　久遠君、半笑いですよ。やっぱり精神科受診したほうが……」

「おそらく今だけです。泣きやんだ状態で様子を見て、ダメだったら僕が責任を持って連れて行きます」

　宇佐が小さく微笑んだ。教授が言うなら任せても大丈夫だと岬は安心した。

「久遠君、誰にも言わないからね。そうだ、復活したら遊びに行こう。ね！　楽しいこともっともっと思い浮かべて！」

　久遠は岬のハンカチを目に押し当てたまま肯いた。

「岬先生、ありがとうございます」

「きゃ、宇佐先生に御礼言われたら恥ずかしいです」

　岬はマシュマロのような頬を赤らめてぺこりと頭を下げた。

「良い友達ですね」

　宇佐の呟きに久遠はまた肯いた。

　午前中いっぱい、久遠は使い物にならなかった。

　大江たち教室員は、感情のコントロールに異常をきたしている人物は安井で慣れている。久遠が赤く腫れた目でぼんやりしているくらい、彼らにとっては取るに足らぬ事で、日頃の久遠を知っているだけに、昨日のように仮面表情でいるほうが心配で、今のように泣いて爆発できる状態に回復の兆しを見ていた。







　午後一番で宇佐に来客があった。

　教授室で宇佐の目の前に座っているのは、久遠の母だ。息子の様子がおかしいと彼女まで暗い顔になっている。

「宇佐先生、明が薬局で精神安定剤出したって聞いて、私、心配で心配で。あの子の兄が処方箋を書きまして、兄は軽いものだから大丈夫と申すのですが、精神安定剤を飲まなきゃならないほど何か大きなストレスがあるのでしょうか……」

　ここで宇佐が原因を教えてやれば、彼女は納得するだろうか。宇佐はそれを胸の中に納め、努めて落ち着いた声を出した。

「ここしばらく仕事内容がハードでしたので、お疲れだったのでしょう」

「そうでしょうか。……宇佐先生、婚約させたのが間違いだったってことはないでしょうか」

「さあ、私にはなんとも」

　宇佐はそれが一番の原因だと思いながら微笑んでみせた。

「私が強引だったのかしら……」

　教授室でそんなやりとりをしている頃、研究室にも客がやってきた。

「こーんにちはぁー」

「あっ、むむちゃん！　いらっしゃい」

　中国に行っている石川助教の妻、石川夢美だ。妊婦で、Ｌ医大産科を受診しているため、定期検診の度に研究室に顔を出す。気さくで愛嬌のある歯科医師だ。

　大江が椅子を勧めた。

「ずいぶん大きくなってきましたね。七ヶ月になったのかな」

「今週から七ヶ月です。ふー。もう蹴ったりしてもごもご動くんですよ」

「パパは来週帰ってくるから、待ってろよー」

　藤尾が腹に向かって話しかけた。

「これ、ケーキ買ってきたんです」

「ありがとうございまーす」

　甘党の和久田が遠慮無く受け取った。

「私もここでいただいていっていいですか？　検診受けたらお腹空いちゃって！　どうしてもケーキ食べたくなってたくさん買っちゃった」

「じゃ、お茶淹れようか」

「あ、私がやります。食べる分、動かないとダメなの。先生方お仕事なさっててくださーい」

　夢美は勝手知ったるなんとやらで、さっさとコーヒーと紅茶の用意をはじめた。

「えっとぉ、一、二、三……あれ？　大江先生、久遠先生は？」

「今ちょっと細菌行ってる。すぐに帰ってくるから、入れてやってください。あ、そうだ。申し訳ないんだけど、ケーキの余分ありますか？」

「ええ、一人三つ食べても大丈夫です！」

「むむちゃん……それは多すぎ」

「だって、どれも美味しそうで迷っちゃうんだもの」

「じゃあ、いまね、宇佐先生のところにお客さんが一人いらしてるんですよ。分けて差し上げてもいいですか」

「ええ、もちろん」

「……でね、ちょっと悪いんだけど、もう一つお願い。お客さんをお使いだてして申し訳ないけど、お茶出しもお願いしていいですか？　実は久遠先生のお母上でね。込み入った話だと悪いから、僕が行くわけにもいかなくて困ってたんですよ」

「ラジャー！」

　夢美はにっこり笑って敬礼した。彼女の明るさは嫌味がなく、男ばかりの教室に花が咲いたようになる。







　石川夢美は教授室のドアをノックした。

「失礼いたします。宇佐先生、お茶をお持ちしました」

　夢美はしとやかに久遠の母と宇佐の前に紅茶とケーキを置いた。久遠の母は完璧な作法に感心した。

「あの、こちらは？」

「うちの石川助教の奥様で夢美先生です」

「はじめまして、石川の妻でございます。久遠先生には主人がお世話になっております」

「はじめまして、久遠でございます。こちらこそ息子がいつも石川先生にはお世話になっております。あの、失礼ですけど、何ヶ月でいらっしゃいますの？」

「七ヶ月です。今日はこちらの産科で検診に参りました」

「まあ、まあ、よろしゅうございますわね。元気な赤ちゃんのお誕生をお祈りいたします」

　久遠の母は心をこめて言った。自分自身が久遠のすぐ上の兄を赤子の頃に亡くしているため、妊婦を見ると気になってしまうのだ。

「あの、さっき、宇佐先生が夢美先生っておっしゃいましたけど……？」

「私、歯科医師なんです。実家の診療所で働いております」

「えっ！　あら、そうなんですの！　可愛らしい先生だから、患者さんもお喜びでしょう」

「うわ、嬉しい！　宇佐先生、聞いてくださいました？　可愛いなんて言って下さるの奥様だけです。私、もう三十ですもの」

「夢美先生は充分可愛らしいですよ」

　宇佐は本気で言い、それとなく退室を促した。

「あら、失礼しました。ついお喋りしちゃってごめんなさい」

　夢美が久遠の母に一礼した。

「よろしいんですよ。うちの息子も歯医者さんと婚約が整いましたの。ちょうど夢美先生と同い年の方なんですよ」

「それはおめでとうございます。じゃあ、私も知ってる方かもしれませんね。この辺だと国立とＺ歯科大しかありませんし、女子の人数はしれてますから」

「奇遇ですこと！　倉田美和さんってご存じ？」

「……倉田……美和？」

　夢美が顔を強張らせた。その拍子に手にしていたトレーを落としてしまった。

「すみません！」

　大きな腹で拾おうとしたのを、宇佐が制して先にかがんだ。夢美は久遠の母に分からないように宇佐に目で何事かを訴えた。

「ありがとうございます。ごめんなさい、その方のことはあまり……。お役に立てなくて申し訳ありません。失礼いたします」

　夢美は深々と頭を下げて出ていった。が、三十秒も経たない間にもう一度、勢いよく教授室のドアを開けた。

「宇佐先生、奥様、失礼しますっ！」

　夢美は久遠の腕を掴んでいた。

「明、どうしたの？」

「さあ、研究室にいたら、急にむむちゃんが入ってきて、いきなり……」

　久遠もぽかんとしたままだ。

　仁王立ちの夢美は顔を真っ赤にしている。宇佐は彼女の両肩に手を掛けてソファに座らせた。

「久遠先生も座りなさい。夢美先生、どうされたんですか？」

「あ、あ、ごめんなさい。宇佐先生、奥様、お話中なのに。でも、だめ、私、黙ってられない」

「興奮なさると赤ちゃんもびっくりするわ」

　久遠の母が夢美の腹をそっと撫でた。久遠は訳が分からず全員を見渡した。

「さっき、私、嘘つきました。ごめんなさい。倉田美和、知ってます」

「あの……どういうこと？」

　久遠が尋ねた。

「奥様、久遠先生。たぶん、私、すごく嫌な人になると思います。でも、黙ってたら、もっと嫌な人間になっちゃう。宇佐先生、主人は関係ないですから、責任は私にありますから！」

「そんなことは気にしないでください」

　落ち着いた宇佐の声に、夢美も我に返ったように肯いた。

「倉田美和。学生の頃は梶原美和さんでした。Ｚ歯科大で同級生でした」

「梶原さん？」

「ええ。倉田はお母様の旧姓です。入学した頃は梶原、卒業してすぐに倉田になりました。梶原がお父様のお名前で……途中でお父様が自己破産されてご両親が離婚されたんです。でも、ペーパー離婚で、今度はお母様のご実家へ婿養子に」

「自己破産って、どうされたのかご存じ？」

　久遠の母が聞いた。

「ギャンブルです。競馬と一家揃ってのパチンコ。彼女もパチンコのプロです」

「ええっ！」

　思わず久遠の母が息子の手を握った。

　余裕のできた宇佐は、ゆっくりと冷えた紅茶を飲んだ。

「あの……彼女に子どもがいるのはご存じでしょうか。多分、いま、小学生ですけど」

「……結婚歴があるとは伺ってませんけど」

「結婚はしてないはずです。多分どの彼氏とも同棲だけです」

「どの彼氏？」

「ええ。学生時代はずっと色々な彼氏のおうちから通ってきていました。ああ、私、悪口言ってますね。うー……」

「むむちゃんは悪くないです。俺、気になってたんだけど、あの人、整形してますよね」

「二重瞼と鼻は学生時代にお直し済みです。彼氏と韓国に旅行して帰ってきたら、二人とも別人でした。まあ、でも、お顔のお直しはいまでは日本でも抵抗が少なくなってますから、そこは……ねえ」

　久遠の母は大きなため息をついた。

「奥様、もしかして、何かお買い物させられてませんか？　特に宝石の付いたアクセサリ」

「何度か一緒にお買い物に行きました」

「ダイヤとか買ってあげてませんよね？」

「……」

「やっぱり。私が許せないのは、それなんです。アクセサリなんて私たち歯科医師は少し技工ができたら似たようなものを作れます。まあ、それなりの技術は必要ですが、金属加工は得意技です。ダイヤだって金属で囲ってしまえばガラス玉でも分かりませんもの。本物は業者さんに流れてます。実は私の高校時代の親友のお兄さまが彼女と付き合ってて……親友のご両親が大変な目に遭われたんです。妹である親友もとばっちり受けて、ボロボロになっちゃって。だから、私……」

　ごめんなさい、と夢美は俯いてしまった。

　呆然としている母の横で、久遠がホッとした表情で宇佐を見た。




■■■




　帰国した石川助教に夫人の夢美がくっついて研究室にやってきた。

　石川を囲む皆と少し離れて、夢美は久遠に謝った。

「この間はごめんなさい。……どうなった？」

「母が寝込みました」

　久遠が小さく笑った。久遠の母は帰りのその足で話を白紙に戻してきたのだ。

「うわ、ホント？　どうしよう。何かお見舞いでも……。お母様、何がお好き？　ケーキとかお花とか」

「大丈夫です。むむちゃんのお陰で助かりました。ありがとうございました」

「でも、私、久遠先生の幸せ壊しちゃった。好きだったんでしょう？」

「実は俺がぼーっとしてる間に決まったことだったから、気が付いてどうしようって焦ってたんです。だから、むむちゃんに感謝してもしきれないんです」

「そお？　本当に？　無理してない？」

「してません」

　久遠は誓うように片手を上げた。

「おーい、久遠先生、僕のむむちゃんを取らないで！」

　何も知らない石川が叫んだ。

　夜、久遠は宇佐の家を訪ねた。

　ずっと考えて、久遠は、やっと宇佐の意図が見えた気がした。宇佐は自分と人生を過ごそうと思っていたのではないだろうか。これまではその深い意味がわからなかった。ただ、これを言葉で宇佐に伝えるのではなく、態度で示して行かなくてはならない。うまくいくかどうかわからないが、それが大人としての行動だと思う。

　玄関のドアを開けた宇佐が笑っている。

　久遠は駆け寄って抱きついた。
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